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　昨年の７月 22日に皆既日食があったことは記憶に新し

い。皆既日食が観察されたのは、屋久島や悪石島など日本

では一部の地域であったが、次に日本で見ることができる

皆既日食は 2035年であるという。このように、現在では、

天文学の発達によって未来に皆既日食や金環日食を見るこ

とができる年月日と場所を予測できると同時に、過去につ

いても確定できるようになっている。実は、この過去の皆

既日食が日本古代史の最大の謎の一つである邪馬台国論争

に一石を投じている。

　『魏志倭人伝』や『北史』では、卑弥呼は西暦 247年～

248 年に亡くなったとされているが、この西暦 247 年と

248年は２年続けて西日本でほぼ皆既日食に近い日食が観

察されたことが現在の天文学から明らかになっている。

247年の日食は３月 24日午後６時半あたりの日没ごろに、

248年の日食は９月５日の午前６時ごろの日の出の後に起

こっていることがわかっている。他方、『古事記』にある

天照大御神の「天の岩戸隠れ」は皆既日食の神話化である

という主張が江戸時代の儒学者荻生徂徠によって提唱され

て以来、多くの研究者によって支持されてきている。この

二つに議論が結びつき、主に、邪馬台国九州説を唱える研

究者から「天照大御神＝卑弥呼」説が言われるようになっ

た。というのも、奈良盆地の地形や経度の関係から人々の

記憶に留めるほどの日食現象が生じないことがわかってお

り、邪馬台国畿内説では説明に無理があるとされているか

らである。

　太陽に関する話題をもうひとつ提供しよう。太陽黒点の

数についてである。太陽に黒点が存在することを発見した

のはガリレオ･ガリレイであるが、NASAの発表によると、

その太陽黒点の数が 2008年～ 2009年にかけて観察されな

い日が多くなっているという。太陽黒点数が減少する時期

は極小期と呼ばれ太陽の活動が活発でなく、地球において

小氷河期になることが知られている。今回の極小期は 100

年ぶり低水準と言われ、太陽の活動が沈静化している。他

方、地球上では何が起こっているかといえば、2008年９

月にリーマン・ブラザーズの破綻に端を発した世界規模で

不況が生じている。言わば、経済活動の沈静化であり、グ

リーンスパン前 FRB 議長によると「100年一度の事態」

という。太陽活動の 100年ぶりの低水準と、世界経済の

100年に一度の事態となにやら符合しているようである。

皆既日食と太陽黒点	 経済学部長　村田　　治

　実は、太陽黒点数と景気の関係を最初に指摘したのは、

限界革命で有名なウィリアム・スタンレー・ジェボンズで

ある。ジェボンズは「商業恐慌と太陽黒点」(1878)とい

う論文のなかで、太陽黒点数の周期と商業恐慌の周期がほ

とんど一致することを示した。太陽黒点数の周期に関して

は約 11年周期で増減していることが発見されており、こ

れを発見者にちなんでシュワーベ・サイクルと呼んでい

る。また、景気に関しては、設備投資循環であるジュグ

ラー・サイクルが約 10年周期であると考えられている。

この太陽黒点数の増減とジュグラー・サイクルの周期がほ

ぼ同じであることは興味深い。また、太陽黒点数の増減

の 22年周期であるヘール・サイクルと建設循環と一般的

に言われているクズネッツ・サイクルとの周期の一致も指

摘されている。これらの説明としては、太陽黒点の活動は

太陽の磁場の生成と密接に結びついており、このことが、

地球の気候や生物の生体的な変化に影響を与えているとい

う説明がなされ研究の蓄積もなされてきている。考えてみ

れば、地球上の生命の源である太陽活動が人間の経済活動

に影響を及ぼすのは当たり前とも言えるのではないだろう

か。

　最初に述べた「天照大御神＝卑弥呼」説の根拠は、皆既

日食という自然現象の科学的な分析の結果である。また、

太陽黒点数と景気との関係も自然現象に関する観察･研究

から生まれてきている。これらのことは、人文科学や社会

科学といえども自然科学の知見を活用すると新たな発見結

びつくことを示唆していると言える。どうも、狭い専門分

野にとらわれず、幅広い知識を吸収することがかえって真

実に到達する近道であるかもしれないことを教えているよ

うだ。

巻頭言
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特
集　不

況
に
挑
む
経
済
学
部

　

２
０
０
９
年
度
の
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特

集
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
不
況
に
挑
む
経
済
学

部
」
と
し
た
。
実
感
が
伴
わ
な
か
っ
た
も
の
の

戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
を
続
け
て
い
た
わ
が
国

の
経
済
は
、
２
０
０
８
年
秋
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
世
界
同
時
の

景
気
後
退
局
面
に
お
い
て
、
危
機
的
な
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
日
ご
ろ
「
経
済
」
を
学
び
、

研
究
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
状

況
を
的
確
に
分
析
・
把
握
し
、
得
ら
れ
た
知
見

を
糧
と
し
て
い
く
こ
と
は
有
益
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
、
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

　

第
一
特
集
は
「
大
不
況
を
読
み
解
く
」
と
題

し
、
経
済
学
部
の
専
任
教
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
か
ら
分
析
・
提
言
を
行
っ
て
頂
い

た
。
歴
史
的
視
点
か
ら
見
た
、
１
９
３
０
年
代

の
世
界
恐
慌
と
今
回
の
世
界
同
時
不
況
と
の
類

似
・
相
違
点
、
そ
も
そ
も
の
契
機
と
な
っ
た
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
と
は
何
か
、
脱
出
に

向
け
た
ケ
イ
ン
ズ
的
政
策
の
有
効
性
や
、
日
本

の
景
気
回
復
に
向
け
た
指
針
な
ど
に
つ
い
て
、

各
教
員
か
ら
興
味
深
い
分
析
・
提
言
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

第
二
特
集
は
「
当
世
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
事
情
」
と
題
し
、
学
生
諸
君
に
と
っ

て
最
大
の
関
心
事
と
も
言
う
べ
き
「
就
職
」
を

め
ぐ
る
テ
ー
マ
と
し
た
。
２
０
１
０
年
春
の
新

卒
者
向
け
就
職
戦
線
は
、
急
速
な
景
気
後
退
の

影
響
を
受
け
、
多
く
の
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は

大
変
な
苦
労
を
伴
う
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し

そ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
厳
し
い
就
職
戦
線
を

戦
い
抜
き
、
見
事
に
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
学
生

も
多
数
い
る
。
そ
う
し
た
学
生
が
、
ど
の
よ
う

に
就
職
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
か
、
ど
の
よ

う
な
問
題
に
直
面
し
、
解
決
し
た
か
等
に
つ
い

て
、座
談
会
方
式
で
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

関
学
生
の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
に
、
２
０
１
０
年
新
卒

就
職
戦
線
の
全
般
的
な
状
況
・
動
向
や
、
こ
れ

か
ら
就
職
活
動
に
臨
む
学
生
に
対
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
等
を
話
し
て
頂
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
特
集
記
事
が
、
こ
れ
か
ら
社
会
で

活
躍
す
る
学
生
諸
君
に
と
っ
て
、
多
少
な
り
と

も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
編
集
担
当　

小
林　

伸
生
）

byi02965
タイプライターテキスト
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２
０
０
８
年
秋
に
起
こ
っ
た
経
済
危
機
は
、
現
在
も

世
界
中
を
巻
き
込
み
な
が
ら
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
そ
れ
は
１
９
２
９
年
以
来
の
恐
慌
だ
と
も
い
わ
れ

る
が
、
両
者
に
は
ど
の
よ
う
な
共
通
性
と
異
質
性
が
見

い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
１
９
２
９
年
の
恐
慌

か
ら
見
て
い
こ
う
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
後
ブ
ー
ム

の
反
動
の
後
22
年
か
ら
29
年
ま
で
右
肩
上
が
り
で
工
業

生
産
が
増
加
す
る
な
ど
「
黄
金
の
１
９
２
０
年
代
」
と

呼
ば
れ
る
好
況
を
経
験
し
た
。
石
油
・
電
力
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
動
力
源
の
転
換
を
伴
い
な
が
ら
、
フ
ォ
ー

ド
・
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
自
動
車
や

家
庭
電
化
製
品
な
ど
の
新
興
の
成
長
産
業
に
主
導
さ
れ

た
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の「
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
」

が
高
度
大
衆
消
費
社
会
に
花
開
い
た
の
で
あ
る
。
道
路

建
設
が
活
発
化
し
、
ビ
ル
・
工
場
・
住
宅
建
設
も
旺
盛

で
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
ジ
ャ
ズ

音
楽
の
あ
ふ
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩
天
楼
街
が
で
き

た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

　

同
時
に
、
１
９
２
０
年
代
に
は
チ
ェ
ー
ス
等
の
３
大

銀
行
へ
の
預
金
集
中
と
、モ
ル
ガ
ン
、ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

等
の
巨
大
同
族
会
社
へ
の
企
業
集
中
も
進
ん
だ
。
こ
れ

ら
巨
大
独
占
企
業
は
そ
の
規
模
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
銀

行
や
証
券
市
場
に
依
存
し
な
い
自
己
金
融
化
が
進
展
し

て
、
預
金
が
増
加
し
て
も
企
業
向
け
貸
付
の
伸
び
な
い

金
融
機
関
は
内
外
の
証
券
投
資
に
向
か
う
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
第
一
次
大
戦
中
に
蓄
積
さ
れ
た
豊
富
な
資
金
は

国
内
で
は
ま
ず
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
の
土
地
投
機
に
投
入
さ

れ
、
１
９
２
６
年
に
土
地
投
機
熱
が
急
速
に
衰
え
た
後

は
大
量
の
資
金
が
株
式
市
場
に
殺
到
し
て
、
一
般
大
衆

を
も
巻
き
込
ん
だ
熱
狂
的
な
ブ
ー
ム
の
中
で
27
年
か
ら

29
年
に
か
け
て
株
式
時
価
総
額
は
約
２
倍
に
膨
れ
上
が

る
な
ど
株
価
は
右
肩
上
が
り
で
上
昇
し
た
。
新
た
に
生

ま
れ
た
投
資
信
託
会
社
等
の
非
生
産
的
目
的
で
の
株
式

発
行
増
加
、
そ
し
て
ブ
ロ
ー
カ
ー
ズ
・
ロ
ー
ン
（
商
業

銀
行
に
よ
る
株
式
ブ
ロ
ー
カ
ー
へ
の
貸
付
）
に
よ
る
信

用
取
引
の
増
加
が
、
株
価
上
昇
に
拍
車
を
か
け
た
の
で

あ
る
。

　

一
方
で
、
第
一
次
大
戦
中
に
機
械
化
に
よ
っ
て
生
産

性
を
高
め
て
い
た
農
業
は
１
９
２
０
年
代
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
農
業
の
再
建
に
よ
っ
て
輸
出
が
減
り
、
国
内
農

産
物
需
要
も
低
迷
し
て
農
産
物
価
格
は
下
落
傾
向
が
続

い
て
い
た
。
機
械
化
の
た
め
に
負
債
を
抱
え
込
ん
だ
農

民
は
市
況
の
低
迷
と
金
利
負
担
の
重
圧
と
い
う
苦
し
い

状
況
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
住
宅

建
設
の
大
ブ
ー
ム
に
湧
い
て
い
た
住
宅
建
設
業
界
は
、

20
年
代
の
半
ば
以
降
の
人
口
増
加
率
の
減
少
や
、
21
年

と
24
年
の
移
民
割
当
法
で
厳
し
く
移
民
が
規
制
さ
れ
た

こ
と
等
を
背
景
に
、
１
９
２
０
年
代
後
半
か
ら
住
宅
建

設
の
急
速
な
落
ち
込
み
を
経
験
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
農
業
不
況
と
住
宅
建
設
の
構
造
不
況
業
種
化
が
、
華

や
か
な
ブ
ー
ム
の
陰
で
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
２
９
年
に
入
る
と
実
体
経
済
で
の
景
気
の
後
退

傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
耐
久
財
新
規
受
注
は

す
で
に
３
月
の
ピ
ー
ク
か
ら
減
少
し
、
製
造
業
生
産
指

数
も
６
月
を
ピ
ー
ク
に
後
退
し
始
め
、
自
動
車
生
産
で

す
ら
７
月
の
ピ
ー
ク
か
ら
４
ヶ
月
間
に
25
％
も
減
少
し

た
。
こ
う
し
た
景
気
後
退
の
中
で
株
式
ブ
ー
ム
は
続
い

て
い
た
が
、
９
月
３
日
の
ダ
ウ
平
均
の
天
井
の
後
、
停

滞
を
経
て
、
１
９
２
９
年
10
月
24
日
の
い
わ
ゆ
る
「
暗

黒
の
木
曜
日
」
に
株
価
暴
落
が
起
き
、
29
日
の
「
暗
黒

の
火
曜
日
」で
株
式
市
場
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
っ
た
。

2008年世界同時不況
と1929年世界恐慌

藤井和夫 

byi02965
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不況に挑む経済学部

11
月
か
ら
翌
１
９
３
０
年
４
月
ま
で
若
干
回
復
す
る
も

の
の
、
株
価
は
そ
の
後
32
年
ま
で
下
落
し
続
け
、
30
年

の
夏
か
ら
は
銀
行
危
機
が
加
わ
り
、
31
年
か
ら
は
国
際

通
貨
危
機
が
重
な
っ
た
。
32
年
に
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
29
年

ピ
ー
ク
の
半
分
の
水
準
に
落
ち
込
み
、
労
働
者
の
4
人

に
一
人
は
失
業
者
と
な
っ
た
。
29
年
９
月
１
日
か
ら
32

年
７
月
１
日
ま
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
上
場

株
式
の
時
価
総
額
は
、
第
一
次
大
戦
の
戦
費
の
約
３
倍

の
７
４
０
億
ド
ル
、
29
年
の
82
％
が
消
滅
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
不
況
の
初
期
に
は
需
要
の
減
少
と

い
う
実
物
要
因
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
株
式
暴
落

と
そ
れ
に
続
く
銀
行
危
機
と
い
う
金
融
的
要
因
は
そ
の

後
の
不
況
の
長
期
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
世
界
的
に
は
１
９
２
５
年
か
ら
一
次
産

品
の
過
剰
生
産
と
国
際
的
商
品
価
格
の
下
落
で
農
業
国

が
不
況
と
な
り
、
続
い
て
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
が
株

式
暴
落
に
よ
っ
て
激
化
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
一
次
産
品

輸
出
国
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
う
え
に
、
30
年
の
ア

メ
リ
カ
の
保
護
関
税
で
世
界
貿
易
が
縮
小
し
て
、
そ
れ

ら
の
国
々
で
は
実
質
経
済
が
極
端
に
悪
化
し
て
金
融
危

機
が
発
生
し
た
。
こ
う
し
て
大
不
況
は
世
界
同
時
不
況

と
な
っ
た
。

　

危
機
の
深
刻
化
と
拡
大
を
防
ぐ
に
は
主
要
国
が
一
致

し
て
需
要
拡
大
に
務
め
、
通
貨
の
切
り
下
げ
を
行
う
べ

き
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
国
際
協
調
を
指
導
す
る
立

場
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
第
１
次
世
界
大
戦
の
疲
弊
で

経
済
力
を
失
っ
て
お
り
、
他
方
ア
メ
リ
カ
は
国
内
事
情

に
ば
か
り
目
を
向
け
て
国
際
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
意
図
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
資
金
不
足
を
招
い
た
１
９
２
５
年
イ
ギ
リ
ス

の
旧
平
価
で
の
金
本
位
制
復
帰
や
、
世
界
貿
易
を
縮
小

さ
せ
た
30
年
の
ア
メ
リ
カ
の
ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
関

税
法
、
さ
ら
に
30
年
以
降
連
銀
が
基
本
的
に
買
い
オ
ペ

を
行
わ
ず
に
通
貨
供
給
を
縮
小
す
る
に
任
せ
た
り
、
１

９
３
２
年
に
均
衡
予
算
を
組
む
な
ど
と
い
う
政
策
の
誤

り
が
重
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
世
界
大
恐
慌
は
ア
メ
リ

カ
が
世
界
経
済
秩
序
に
責
任
を
持
と
う
と
す
る
政
策
意

思
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
（
キ
ン
ド
ル
バ
ー

ガ
ー
）
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
過
ち
に
学
ん
だ
ア

メ
リ
カ
は
、第
二
次
大
戦
後
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、世
界
銀
行
、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
な
ど
か
ら
な
る
国

際
金
融
体
制
を
準
備
し
、
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
す
る
国

際
通
貨
体
制
（
つ
ま
り
は
継
続
的
な
輸
入
を
通
じ
て
ド

ル
の
安
定
的
供
給
）
を
受
け
入
れ
た
。

　

そ
こ
に
起
き
た
の
が
今
回
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機

（
２
０
０
８
年
９
月
15
日
ア
メ
リ
カ
証
券
４
位
の
リ
ー

マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
綻
）
と
そ
れ
に
よ
る
世
界

同
時
不
況
で
あ
る
。
流
入
し
た
大
量
の
投
資
資
金
を
背

景
に
、
Ｉ
Ｔ
等
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
金
融
工
学

に
よ
っ
て
証
券
化
さ
れ
た
大
量
の
住
宅
ロ
ー
ン
が
住
宅

価
格
を
暴
騰
さ
せ
、
借
入
資
金
を
利
用
し
（
レ
バ
レ
ッ

ジ
）、
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
Ｃ
Ｄ
Ｓ
（
住
宅
で
は
な

く
関
連
金
融
商
品
を
原
資
産
と
す
る
金
融
取
引
）
を
大

量
に
伴
っ
た
金
融
商
品
が
世
界
中
に
売
ら
れ
た
。
住
宅

バ
ブ
ル
が
２
０
０
７
年
に
崩
壊
し
た
た
め
に
住
宅
売
却

に
よ
る
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
と
な
り
、
高
い
リ
ス
ク
が

隠
さ
れ
て
い
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
と
関
連
金
融
商

品
が
暴
落
す
る
と
、
今
度
は
世
界
の
需
要
を
喚
起
し
て

き
た
住
宅
価
格
上
昇
の
資
産
効
果
で
大
き
く
拡
大
し
た

ア
メ
リ
カ
の
消
費
が
急
速
に
収
縮
し
て
、
世
界
金
融
危

機
は
世
界
経
済
危
機
と
な
っ
て
爆
発
し
た
。す
な
わ
ち
、

ア
メ
リ
カ
に
始
ま
る
金
融
危
機
が
世
界
金
融
危
機
に
な

る
と
と
も
に
、
そ
の
金
融
危
機
が
先
行
し
て
世
界
経
済

危
機
、
つ
ま
り
実
物
市
場
で
の
世
界
同
時
不
況
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
２
９
年
の
世
界
恐
慌
は
、
実
物
経
済
で
の
構
造

的
悪
化
を
金
融
的
な
要
素
が
拡
大
長
期
化
さ
せ
た
も
の

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
２
０
０
８
年
の
世
界
同
時
不

況
は
、
金
融
的
な
バ
ブ
ル
市
場
の
崩
壊
が
世
界
に
波
及

し
た
も
の
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
前

者
の
経
験
に
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
が
、
国
際
金
融
の
安
定

の
た
め
に
世
界
の
消
費
需
要
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い

た
こ
と
が
、
後
者
の
危
機
を
世
界
的
に
拡
大
す
る
一
因

に
な
っ
た
と
い
う
の
は
ま
こ
と
に
皮
肉
で
あ
っ
た
と
い

う
他
は
な
い
。
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世
界
を
駆
け
巡
っ
た

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

田
中　

敦

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

　

２
０
０
８
年
９
月
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
リ
ー
マ

ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻
し
ま
し
た
。
こ
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、金
融
不
安
が
全
世
界
に
広
が
り
、

世
界
は
大
幅
な
景
気
後
退
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
金
融
危
機
の
原
因
が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
低
所
得
者
向
け

住
宅
ロ
ー
ン
の
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
ブ
ー
ム
を

背
景
に
急
速
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。
担
保
と
な
る
住
宅

の
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
上
昇
す
る
こ

と
を
見
込
ん
で
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。
低
所

得
者
で
ロ
ー
ン
が
返
済
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
心
配
ご

無
用
。
担
保
の
住
宅
は
高
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
か

ら
、
こ
れ
を
売
り
払
え
ば
ロ
ー
ン
を
返
し
て
も
お
釣
り

が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
低
所
得
者
で
も
ロ
ー
ン
が

簡
単
に
借
り
ら
れ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
住
宅
を
購
入

し
、
さ
ら
に
住
宅
価
格
が
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
６
年
、
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
価
格

上
昇
の
テ
ン
ポ
が
鈍
化
し
た
か
ら
、
さ
あ
大
変
。
住
宅

価
格
を
押
し
上
げ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
今
度
は
逆
に
働

き
始
め
、
住
宅
価
格
は
急
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
焦
げ
付
い
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
は
、
大
き

な
損
失
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

証
券
化

　

住
宅
ロ
ー
ン
が
焦
げ
付
い
た
ら
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
貸

し
た
金
融
機
関
が
困
る
だ
け
の
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
投
資
銀
行
、
日
本
の
証
券

会
社
に
あ
た
る
金
融
機
関
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
は
扱
っ
て

い
な
い
は
ず
で
す
。
実
は
そ
こ
に
は
、「
証
券
化
」
と

い
う
新
し
い
金
融
技
術
の
カ
ラ
ク
リ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

証
券
化
に
よ
っ
て
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
は
多
種

多
様
な
他
の
ロ
ー
ン
と
束
ね
ら
れ
て
、
多
数
の
「
証
券

化
商
品
」
に
作
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
種
多

様
な
証
券
化
商
品
を
集
め
て
、
多
数
の
「
再
証
券
化
商

品
」に
作
り
替
え
ら
れ
て
、
投
資
家
に
販
売
さ
れ
ま
す
。

複
雑
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
製
造
業
で
は

似
た
よ
う
な
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
鉄
鉱
石
が
他
の
原
材
料
と
と
も
に
鉄

に
作
り
替
え
ら
れ
、
鉄
が
他
の
原
材
料
と
と
も
に
自
動

車
に
作
り
替
え
ら
れ
、
消
費
者
に
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

鉄
鉱
石
に
縁
の
な
い
消
費
者
が
自
動
車
を
購
入
す
る

よ
う
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
縁
の
な
い
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
な
ど
多
数
の
金
融
機
関
や
会
社
が
再
証
券
化
商

品
を
購
入
し
ま
し
た
。
し
か
も
国
際
化
の
時
代
で
す
の

で
、
再
証
券
化
商
品
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
全
世
界
へ
と
流

通
し
、
損
失
も
住
宅
ロ
ー
ン
が
組
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
国

内
に
留
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
０
９
年
４
月
発
表
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ
推
計
に
よ
る
と
、
今
回
の
問
題
に
よ
る
金
融
機

関
損
失
は
約
４
兆
ド
ル
で
す
が
、
そ
の
う
ち
約
１
・
４

兆
ド
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
金
融
機
関
が
被
っ
た
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損
失
で
す
。

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
か
な
い

　

い
ま
、
皆
さ
ん
が
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と
し
ま

し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
で
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、「
○
×

産
の
鉄
鉱
石
が
粗
悪
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、

そ
の
鉄
鉱
石
か
ら
作
ら
れ
た
鉄
を
使
用
し
た
車
は
危
険

で
す
。
今
す
ぐ
運
転
を
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
自
分
の
自
動
車
が
安
全
か
ど
う

か
、
鉄
鉱
石
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
分
か
ら
な
い
で
す

よ
ね
。

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が

起
こ
り
ま
し
た
。
住
宅
価
格
が
下
落
し
て
、
一
部
の
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
が
焦
げ
付
い
た
の
は
分
か
っ
て

も
、
投
資
家
は
自
分
が
保
有
し
て
い
る
再
証
券
化
商
品

に
、
焦
げ
付
い
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
が
ど
れ
ほ
ど

入
っ
て
い
る
の
か
が
簡
単
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
う
な
る
と
、
と
り
あ
え
ず
再
証
券
化
商
品
は
す
べ

て
粗
悪
だ
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
再
証
券
化
商
品

に
少
し
で
も
関
係
あ
る
商
品
の
信
用
も
低
下
し
、
再
証

券
化
商
品
を
保
有
し
て
い
そ
う
な
金
融
機
関
や
会
社
も

危
な
そ
う
に
見
え
ま
す
。
金
融
市
場
で
は
、
取
引
す
る

商
品
も
取
引
す
る
相
手
も
信
用
で
き
な
く
な
り
、
市
場

参
加
者
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
市
場
が
麻
痺
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
と
は
関
係
の
な

い
金
融
商
品
ま
で
、
う
ま
く
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
増
え
、
不
必
要
に
損
失
を
広
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
先
ほ
ど
、
金
融
機
関
の
損
失
は
約
４
兆
ド
ル

と
書
き
ま
し
た
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
残
高
は
１

兆
数
千
億
ド
ル
（
２
０
０
６
年
末
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
以
外
で
も
、
多
く
の
損
失
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

経
済
学
で
学
ぶ
需
要
と
供
給
の
世
界
で
は
、
市
場
で

取
引
す
る
商
品
が
何
で
あ
る
か
分
か
っ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
取
引
す
る
金
融
商
品

の
質
が
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ず
、
そ
の
た
め
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
働
か
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ほ
ど
深
刻
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
と
言
え
ま
す
。

他
人
の
カ
ネ

　
「
投
資
銀
行
」
と
は
、
会
社
が
資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
と
き
に
、
株
や
社
債
な
ど
の
発
行
を
手
伝
う
仕
事

を
主
に
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
金
融
機
関
で
す
。
株
な

ど
の
発
行
の
お
手
伝
い
を
す
る
傍
ら
、
自
ら
も
株
な
ど

を
売
買
し
て
稼
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
彼
ら
は
も
っ

と
稼
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
に
気
づ
き
ま
し
た
。
自

己
資
金
に
、
他
人
か
ら
借
り
た
資
金
を
加
え
て
株
な
ど

に
運
用
す
る
の
で
す
。
運
用
し
て
い
る
資
金
全
体
が
自

己
資
金
の
何
倍
に
な
る
か
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
と
呼
ば

れ
ま
す
が
、
投
資
銀
行
は
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か

ら
、
他
人
の
お
カ
ネ
を
借
り
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
成
功
し
た

と
き
は
沢
山
儲
け
ら
れ
ま
す
が
、
失
敗
し
た
と
き
は
、

自
ら
損
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
借
り
た
お
カ
ネ
を
返

せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
リ
ス
キ
ー
な
ビ
ジ

ネ
ス
で
す
。
こ
の
リ
ス
キ
ー
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
、
昔
か
ら

営
ん
で
い
る
金
融
機
関
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
で
す
。
預

金
者
か
ら
お
カ
ネ
を
借
り
て
、
そ
れ
を
企
業
へ
の
貸
出

な
ど
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
銀
行
は
安
全
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
を

利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
の
で
、
昔
か
ら
厳
し

く
規
制
さ
れ
保
護
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
、
投
資
銀
行
は
最
近
に
な
っ
て
レ
バ

レ
ッ
ジ
比
率
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
始
め
た
の

で
、
そ
の
よ
う
な
規
制
や
保
護
の
対
象
外
で
す
。
た
と

え
ば
、
銀
行
は
規
制
の
た
め
に
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
を
10

倍
強
ま
で
に
し
か
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
破
綻
時
に
30
倍
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
発
展
し
て
い

た
矢
先
、
運
用
の
た
め
に
購
入
し
て
い
た
再
証
券
化
商

品
、
そ
し
て
金
融
商
品
全
般
が
暴
落
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
う
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
た
金
融
機
関
が
損

失
を
出
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
金
融
機
関

に
お
カ
ネ
を
貸
し
て
い
た
金
融
機
関
や
会
社
も
大
き
な

損
失
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

金
融
の
再
構
築

　

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
か
な
く
な
っ
た
金
融
市
場
。

こ
れ
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
金
融
商
品
の
質
が
よ
く
分
か
る

制
度
や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
行

き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
各
種
の
金
融
機
関
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
規
制
し
保
護
し
て
い
く
枠
組
み
を
作
る
こ
と
も
重

要
と
思
わ
れ
ま
す
。
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２
０
０
８
年
秋
以
降
世
界
は
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
不
況
に
突
入
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
多
く
の

国
で
財
政
支
出
の
拡
大
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
２
０
諸

国
は
平
均
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
に
も
及
ぶ
財
政
支
出
の
拡

大
を
行
っ
た
そ
う
で
す
（
英Econom
ist

誌
２
０
０
９

年
９
月
24
日
）。
も
し
乗
数
効
果
が
２
倍
な
ら
ば
、
こ

の
財
政
拡
大
は
４
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡
張
効
果
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ズ
的
政
策
は
有
効

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

最
近
の
マ
ク
ロ
経
済
学
の
常
識
は
、「
景
気
対
策
と

し
て
有
効
な
の
は
金
融
政
策
で
あ
っ
て
、
財
政
政
策
の

効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
実
は
こ

れ
は
１
９
６
０
年
代
の
常
識
と
は
正
反
対
な
の
で
す
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
誕
生

ま
で
遡
っ
て
、
お
話
し
を
進
め
さ
せ
て
下
さ
い
。

　

時
計
の
針
を
80
年
近
く
戻
し
て
、
１
９
３
０
年
代
前

半
の
世
界
を
想
起
し
て
下
さ
い
。
当
時
、
世
界
は
「
大

恐
慌
」
と
言
わ
れ
る
不
況
に
襲
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
よ

く
「
大
恐
慌
の
原
因
は
暗
黒
の
木
曜
日
と
言
わ
れ
る
１

９
２
９
年
９
月
に
起
き
た
ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
価
の
暴
落

だ
っ
た
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
株
価
の
暴
落
は
大
恐

慌
の
結
果
で
あ
っ
て
、
原
因
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
時

間
的
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
株
式
市
場
が
将

来
を
予
想
し
て
、
先
回
り
し
て
動
く
か
ら
で
す
。
も
ち

ろ
ん
１
９
２
０
年
代
後
半
の
ア
メ
リ
カ
で
株
価
バ
ブ
ル

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
実
体
経
済
で
の
生
産

過
剰
が
根
本
的
原
因
で
す
。（
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は

林
敏
彦
『
大
恐
慌
の
ア
メ
リ
カ
』
岩
波
新
書
を
ご
覧
下

さ
い
。）

　

１
９
３
０
年
代
初
頭
の
フ
ー
バ
ー
大
統
領
は
均
衡
財

政
主
義
者
で
あ
っ
た
の
で
ケ
イ
ン
ズ
的
な
財
政
政
策
を

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
経
済
学
で
は
「
供
給
は

自
ら
の
需
要
と
創
り
出
す
」と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
供
給
さ
れ
た
も
の
は
需
要
さ
れ
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
は
「
セ
イ
の
法
則
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
命
題
で
す
。
財
・
サ
ー
ビ
ス
が
作
ら
れ
る
と
、

そ
の
た
め
の
生
産
費
用
の
支
払
い
が
あ
り
、
そ
れ
が

人
々
の
所
得
に
な
り
、
そ
の
所
得
が
巡
り
巡
っ
て
、
そ

の
財
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。
そ
こ
に
労
働
市
場
で
の
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
プ
ラ

ス
さ
れ
る
と
、
失
業
は
存
在
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
フ
ー
バ
ー
大
統
領
も
そ
の
よ
う
な
古
典
派

経
済
学
の
考
え
方
に
し
ば
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
は
当
時
主

流
の
古
典
派
経
済
学
で
は
長
引
く
不
況
、
な
く
な
ら
な

い
失
業
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
、
全
く
新

し
い
体
系
を
『
雇
用
・
利
子
、
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理

論
』（
１
９
３
６
年
）
で
展
開
し
ま
し
た
。
不
況
は
労

働
市
場
の
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
欠
陥
で
は
な
く
、「
需

要
の
不
足
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

主
張
し
ま
し
た
。
不
況
を
打
ち
破
る
に
は
金
融
政
策
で

は
だ
め
で
、
政
府
支
出
を
拡
大
す
る
財
政
政
策
が
必
要

だ
と
主
張
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
フ
ー
バ
ー
の
次
の

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
な
ど
の
財
政
政
策
と

し
て
実
行
さ
れ
、
大
恐
慌
は
快
方
に
向
か
っ
た
と
い
う

の
が
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
展
開
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
研
究
で
ア
メ
リ
カ
が
大
恐
慌
を
真
に
克
服
し
た
の

は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
争
特
需
だ
っ
た
と
今
で
は
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
は
ア
メ
リ
カ
で
熱
狂
的
に
受
け

入
れ
ら
れ
、「
ケ
イ
ン
ズ
革
命
」
が
起
き
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
他
国
で
も
同
様
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
多

ケインズ的政策は
有効か

平山健二郎
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く
の
国
で
、
ケ
イ
ン
ズ
的
政
策
を
実
行
し
、
戦
後
の
反

動
不
況
を
回
避
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
５
０

〜
６
０
年
代
の
経
済
学
の
常
識
で
は
「
景
気
の
安
定
化

に
は
金
融
政
策
よ
り
も
、
財
政
政
策
が
効
果
的
だ
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
１
９
７
０
年
代
に
世
界
的
に
イ
ン
フ
レ
が

蔓
延
す
る
に
つ
れ
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
批
判
の
嵐
に

さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
不
況
の
よ
う

な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
物
価
が
持
続
的
に
上

昇
す
る
（
つ
ま
り
イ
ン
フ
レ
的
）
経
済
を
説
明
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
批
判
の
急
先
鋒
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
ミ
ル

ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
で
し
た
。
彼
は
貨
幣
数
量
説
を

現
代
化
し
、
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の
主
唱
者
と
し
て
有
名
で

す
。
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
は
ケ
イ
ン
ズ
の
経
済
学
と
は
色
々

な
意
味
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
長
期
的
な
理
論

で
あ
る
の
に
対
し
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
は
短
期
を
問
題

に
し
て
い
ま
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

必
ず
し
も
機
能
し
な
い
こ
と
を
重
要
視
し
ま
し
た
が
、

マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
「
長
期
的
に
は
市
場
が
す

べ
て
を
解
決
す
る
」
と
い
う
古
典
派
経
済
学
的
な
立
場

で
し
た
。

　

ま
た
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の
名
の
通
り
、
マ
ネ
ー
（
貨
幣

供
給
）
が
重
要
で
、
マ
ネ
ー
が
増
え
な
い
限
り
、
財
政

支
出
を
増
や
し
て
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
え
な
い
と
主
張
し
ま

し
た
。
国
債
発
行
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
、
そ
れ
を

財
政
拡
大
に
回
す
と
、
合
理
的
な
国
民
は
将
来
の
増
税

を
見
越
し
て
今
の
う
ち
か
ら
貯
蓄
を
増
や
す
、
す
な
わ

ち
消
費
を
減
ら
す
た
め
、
財
政
拡
大
を
ち
ょ
う
ど
相
殺

し
て
、
政
策
効
果
は
な
く
な
る
、
と
い
う
命
題
が
多
く

の
経
済
学
者
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同

様
の
主
張
が
実
は
19
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学

者
リ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
た
め
（『
経
済

学
お
よ
び
課
税
の
原
理
』１
８
１
７
）、こ
の
命
題
は「
リ

カ
ー
ド
の
中
立
命
題
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
（
等
価
性

定
理
と
も
言
う
）。

　

一
方
で
１
９
８
０
年
代
以
降
、
金
融
政
策
は
利
子
率

と
い
う
価
格
の
変
更
が
投
資
や
貯
蓄
の
決
定
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
の
で
、
総
需
要
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
有

効
だ
と
い
う
意
見
が
多
数
派
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の
主
張
が
マ
ク
ロ
経
済
学
の
主

流
と
な
っ
た
た
め
、
と
く
に
「
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
デ
ィ
ロ
ン
グ
と

い
う
人
の
論
文
が
あ
る
く
ら
い
で
す
（J. B. D

e Long 

（2
0
0
0

） 〝T
he T

rium
ph of M

onetarism
?

〞 
Journal of E

conom
ic Perspectives, V

ol. 14, pp. 
83-94.

）。
21
世
紀
に
入
っ
た
頃
の
マ
ク
ロ
経
済
学
は

「
新
古
典
派
マ
ク
ロ
経
済
学
」
と
も
呼
ば
れ
、
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
大
き
な
信
頼
を
置
く
体
系
で
し
た
。

　

そ
の
流
れ
と
呼
応
す
る
の
が
米
レ
ー
ガ
ン
政
権
と
英

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
成
功
で
し
ょ
う
か
。
規
制
緩
和
を

し
、
な
ん
で
も
民
間
と
市
場
に
任
せ
れ
ば
う
ま
く
行
く

と
い
う
政
治
哲
学
が
先
進
各
国
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
日

本
で
も
１
９
８
０
年
代
に
は
国
鉄
や
電
電
公
社
の
民
営

化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
２
０
０
７
年
に
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
住
宅

バ
ブ
ル
の
破
裂
と
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
危
機
で
世

界
経
済
を
支
え
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
消
費
が
冷
え
込

み
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
に
頼
っ
て
き
た
多
く
の
国
の

経
済
も
不
況
に
突
入
し
ま
し
た
。
人
々
は
一
斉
に
１
９

３
０
年
代
の
大
恐
慌
を
連
想
し
、
フ
ー
バ
ー
大
統
領
の

失
敗
の
轍
は
踏
む
ま
い
と
、
財
政
支
出
拡
大
に
走
り
ま

し
た
。
中
国
は
４
兆
元
に
及
ぶ
景
気
対
策
を
打
ち
、
そ

の
効
果
は
す
で
に
現
れ
て
２
０
０
９
年
第
３
四
半
期
は

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
前
年
比
９
％
程
度
上
昇
ま
で
回
復
し
ま

し
た
。

　

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
不
況
に
見
舞
わ
れ
て
、
リ

カ
ー
ド
の
中
立
命
題
を
持
ち
出
し
て
財
政
政
策
に
は
効

果
が
な
い
と
言
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち

人
々
は
一
挙
に
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
に
後
戻
り
し
た
と
言
え

ま
す
。

　

た
だ
し
、
ケ
イ
ン
ズ
的
な
財
政
政
策
に
よ
る
景
気
対

策
は
対
症
療
法
で
し
か
な
く
、
実
体
経
済
そ
の
も
の
が

元
気
に
な
ら
な
い
限
り
、
拡
張
的
財
政
政
策
に
頼
り
続

け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
１
９
９
０
年
代
の

日
本
経
済
の
経
験
が
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
当
時
、

景
気
対
策
で
公
共
工
事
等
を
増
や
し
て
景
気
浮
揚
を
図

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
景
気
は
す
ぐ
に
息
切

れ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
民
間
部
門
の
活
力
が
よ
み
が

え
ら
な
い
限
り
、
景
気
の
本
格
的
回
復
は
見
込
め
ま
せ

ん
。

　

し
た
が
っ
て
私
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
世
界
同
時
不
況
の
今
、
ケ
イ
ン
ズ
的
政
策
は
短
期
的

な
対
応
と
し
て
は
必
然
で
あ
る
が
、
長
期
的
な
回
復
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。」
経
済
学
は
起
き
た
こ
と

の
説
明
は
あ
る
程
度
で
き
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
経
済

学
に
経
済
そ
の
も
の
を
動
か
す
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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経
済
学
部
で
学
ぶ
皆
さ
ん
は
、
一
見
、
無
味
乾
燥
な

グ
ラ
フ
や
数
式
が
、
教
室
の
黒
板
や
配
付
資
料
で
展
開

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
す
が
、

そ
れ
を
現
実
の
経
済
と
つ
な
げ
、
役
立
つ
知
識
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
、
激
動
の
時
代
に
生
き
る
皆
さ
ん
に

と
っ
て
必
要
で
す
。

　

今
ほ
ど
、
経
済
学
の
知
識
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
も

あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
学
の
知
識
を
基
本
と
し
て
、
現
実

の
経
済
の
動
き
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経

済
音
痴
で
あ
る
こ
と
が
、
皆
さ
ん
自
身
の
生
活
に
悲
劇

を
も
た
ら
す
こ
と
を
、
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
感
じ

取
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

経
済
学
の
知
識
を
生
か
す
訓
練
と
し
て
、こ
こ
で
は
、

日
本
経
済
の
回
復
に
向
け
た
処
方
箋
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。
一
年
生
で
学
ぶ
よ
う
に
、
需
要
面
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

＝
消
費
Ｃ
＋
投
資
Ｉ
＋
政
府
支
出
Ｇ
＋
純
輸
出
Ｎ
Ｘ
、

で
す
。
こ
こ
数
年
に
日
本
経
済
に
生
じ
た
変
動
は
、
こ

れ
ら
の
需
要
の
項
目
が
、
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か

を
み
る
こ
と
で
、
お
お
む
ね
理
解
で
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
金
融
シ
ョ
ッ
ク
が
、
日
本
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
た
の
は
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
輸
出
に

頼
っ
て
い
た
た
め
で
す
。数
年
前
ま
で
の
景
気
回
復
は
、

主
に
輸
出
の
増
加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
経
済
の
消
費
や
住
宅
投
資
は
好
調
で
、

中
国
経
済
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
っ
て
好
調
で
し
た
。

日
本
経
済
は
海
外
へ
の
輸
出
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
て
き

た
の
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
消
費
と
政
府
支
出
は
伸
び
悩
み
ま
し

た
。
家
計
の
所
得
は
あ
ま
り
増
え
ず
、
そ
の
た
め
に
消

費
も
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
泉
政
権
に
よ
る
財
政
再

建
路
線
に
よ
り
、政
府
支
出
も
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
公
共
事
業
は
、
10
年
前
の
約
半
分
に
ま
で
落
ち
込

み
ま
し
た
。
高
齢
化
で
不
可
避
と
な
る
増
加
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
障
費
も
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
に
金
融
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
消
費
が

急
激
に
落
ち
込
み
、日
本
の
輸
出
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。

中
国
経
済
も
か
げ
り
を
見
せ
ま
す
。
輸
出
企
業
は
大
量

の
在
庫
を
抱
え
、
そ
の
調
整
の
た
め
に
、
企
業
は
従
業

員
の
給
料
を
減
ら
し
た
り
、
非
正
規
雇
用
を
減
ら
し
た

り
、
さ
ら
に
は
新
規
採
用
を
見
送
っ
た
り
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
先
輩
の
就
職
活
動
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と

で
、
景
気
の
落
ち
込
み
を
感
じ
取
っ
た
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。

　

日
本
経
済
が
回
復
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
処

方
箋
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
、
よ
く
議
論
さ
れ
て

い
る
の
が
、
内
需
拡
大
の
必
要
性
で
す
。
内
需
と
は
、

需
要
面
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
う
ち
、
国
内
の
需
要
で
あ
る
消
費

Ｃ
、
投
資
Ｉ
、
政
府
支
出
Ｇ
を
指
し
ま
す
。
一
方
、
輸

出
を
外
需
と
呼
び
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
海
外
経
済
が
回
復
し
、
輸
出
が
復

活
し
て
き
た
こ
と
で
、
日
本
経
済
に
も
若
干
の
明
る
さ

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
た
も
輸
出
主
導
の

回
復
で
あ
り
、
内
需
の
拡
大
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去

の
日
本
経
済
の
回
復
も
、
ほ
と
ん
ど
が
外
需
に
よ
っ
て

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
輸
出
が
好
調
な
と
き
は
よ
い
の

で
す
が
、
海
外
の
景
気
が
落
ち
込
ん
だ
と
き
、
日
本
経

済
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

　

持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
る
に
は
、
内
需
を
増
や
す
政

策
が
必
要
で
す
。も
っ
と
も
簡
単
な
内
需
拡
大
政
策
は
、

政
府
支
出
Ｇ
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
金
融
危
機
か
ら
の

回
復
を
図
る
た
め
、
各
国
の
政
府
は
、
政
府
支
出
を
大

き
く
増
や
し
ま
し
た
。
日
本
の
政
府
も
、
国
債
を
発
行

し
て
大
規
模
な
予
算
を
組
み
、
政
府
支
出
を
増
や
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
巨
額
の
財
政
赤
字
を
抱

え
て
い
ま
す
。
将
来
の
増
税
を
意
味
す
る
国
債
は
政
府

日
本
経
済
の
回
復

に
向
け
た
処
方
箋上村敏之
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の
借
金
で
す
が
、
債
券
を
買
う
の
は
主
に
金
融
機
関
で

す
。
金
融
機
関
は
、
私
た
ち
の
貯
蓄
を
元
手
に
国
債
を

保
有
す
る
こ
と
で
、
金
利
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

金
融
機
関
は
信
用
で
き
な
い
政
府
の
国
債
を
購
入
す

る
の
は
避
け
た
い
で
し
ょ
う
。
赤
字
を
垂
れ
流
す
政
府

が
信
用
で
き
な
い
な
ら
、
金
融
機
関
は
よ
り
高
い
金
利

を
政
府
に
要
求
し
ま
す
。
国
債
発
行
は
金
利
を
高
め
る

の
で
す
。

　

企
業
が
金
融
機
関
か
ら
設
備
投
資
の
た
め
に
資
金
を

借
り
入
れ
る
際
の
金
利
も
上
が
る
な
ら
、
企
業
は
設
備

投
資
を
見
送
る
で
し
ょ
う
。
家
計
が
住
宅
を
購
入
す
る

際
の
金
利
も
高
く
な
る
な
ら
、
家
計
は
住
宅
購
入
を
避

け
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
・
ア

ウ
ト
が
発
生
す
る
な
ら
、
政
府
支
出
は
増
え
た
が
投
資

が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

や
は
り
重
要
な
の
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
消

費
を
い
か
に
増
や
す
か
で
す
。
こ
の
視
点
が
内
需
拡
大

政
策
に
必
要
で
す
。
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
齢
世

帯
の
も
つ
貯
蓄
で
す
。
高
齢
世
帯
は
、
平
均
で
約
２
、

０
０
０
万
円
以
上
の
貯
蓄
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
も
関

わ
っ
た
総
合
研
究
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
の
報
告
書

『
家
計
に
眠
る
「
過
剰
貯
蓄
」』
で
は
、
高
齢
世
帯
は
総

額
で
約
１
０
０
兆
円
の
「
過
剰
貯
蓄
」
を
保
有
し
て
い

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
「
過
剰
」
と
は
、

老
後
の
生
活
に
必
要
な
貯
蓄
以
上
に
、
貯
蓄
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

な
ぜ
、
貯
蓄
が
「
過
剰
」
に
な
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
社
会
保
障
に
対
す
る
将
来

不
安
で
す
。
老
後
に
不
安
が
あ
る
な
ら
、
貯
蓄
を
増
や

さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
過
剰
」
だ

と
消
費
が
減
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
減
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
政
府
も
高
齢
世
帯
の「
過
剰
貯
蓄
」

を
消
費
に
回
す
政
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
が
贈
与
税
の
減
免
で
す
。
贈
与
税
を
減
免
す
れ
ば
、

高
齢
世
帯
は
子
ど
も
に
贈
与
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
贈

与
さ
れ
た
子
ど
も
が
、
消
費
を
増
や
し
た
り
、
住
宅
を

購
入
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
贈
与
税
の
減
免
の
恩
恵
を
受
け
る

の
は
、
富
裕
層
に
限
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
裕
福
な
家
に

生
ま
れ
た
人
が
親
か
ら
資
産
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
、
政

府
が
支
援
す
る
こ
と
に
、
違
和
感
を
持
つ
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

や
は
り
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
は
、
将
来
不
安
で
す
。

社
会
保
障
制
度
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
、
人
々
を
保

守
的
に
さ
せ
、「
過
剰
貯
蓄
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
障
制
度
を
い
か

に
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
か
が
、ひ
と
つ
の
解
決
策
と
な
り
、

消
費
を
増
や
す
政
策
に
も
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
は
、
ど
う
し
て
も
負
担
を

と
も
な
い
ま
す
。
そ
の
有
力
な
財
源
が
、
消
費
税
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
に
消
費
税
は
、
導
入
時
に
３
つ

の
内
閣
を
潰
し
、
税
率
の
引
き
上
げ
を
企
画
し
た
り
実

施
し
た
内
閣
が
選
挙
で
大
敗
し
た
こ
と
が
、
政
治
家
に

と
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
も

消
費
税
に
よ
い
印
象
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

増
税
の
前
に
政
府
の
無
駄
遣
い
を
指
摘
す
る
声
も
大

き
い
で
す
。
し
か
し
、
天
下
り
役
人
の
ボ
ー
ナ
ス
を
集

め
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
毎
年
１
兆
円
も
増
え
続
け
る
社

会
保
障
費
を
ま
か
な
う
こ
と
は
無
理
で
す
。
無
駄
を
省

け
ば
い
く
ら
で
も
政
府
に
カ
ネ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
の

は
、
残
念
な
が
ら
幻
想
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
な

の
は
、
増
税
を
先
送
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
政
府
の
赤

字
は
増
え
、
必
要
な
増
税
の
幅
が
大
き
く
な
る
こ
と
で

す
。

　

増
税
は
負
担
増
で
す
が
、
そ
の
財
源
で
社
会
保
障
が

充
実
す
る
の
で
、
国
民
に
安
心
が
広
が
り
ま
す
。
人
々

は
消
費
を
増
や
す
で
し
ょ
う
。
そ
の
財
源
で
、
介
護
や

医
療
と
い
っ
た
産
業
に
従
事
す
る
人
々
の
賃
金
を
高
く

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
化
の
中
で
有
望
な
成
長

産
業
と
な
り
え
ま
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
社
会
学
者
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ

ン
は
、
家
庭
内
の
家
事
・
育
児
・
介
護
を
市
場
や
政
府

に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
「
脱
家
族
化
」
と
呼
び
ま
し
た
。

家
庭
の
家
事
・
育
児
・
介
護
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
数
え
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
家
事
サ
ー
ビ
ス
業
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
業
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
業
を
家
庭
に
持
ち
込
め
ら
れ

れ
ば
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
増
え
、
専
業
主
婦
の
家
庭
の

負
担
は
減
り
、
彼
女
た
ち
は
働
き
に
出
る
こ
と
が
容
易

に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

社
会
保
障
の
拡
充
に
よ
っ
て
将
来
の
不
安
を
払
拭

し
、
社
会
保
障
産
業
を
育
成
し
、「
脱
家
族
化
」
で
女

性
が
働
き
や
す
い
社
会
を
つ
く
り
、
消
費
を
増
や
し
て

内
需
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
が
日
本
経
済
の
回
復
の
処
方

箋
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
答
え
は
ひ
と
つ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
、
日
本
経
済
の
回
復
の
処

方
箋
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
か
？
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小
林　

今
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
「
２
０
１
０
年
就
職
戦
線
を
戦
い

終
え
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
座
談
会
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
目
的
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
決
し
て
楽
で

は
な
い
昨
今
の
就
職
戦
線
の
中
で
、
皆
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
苦
労
を
し
、
工
夫
を
重
ね
、
最
終
的
に
内
定
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
そ
の
経
験
を
、
現
在
就
職

活
動
中
あ
る
い
は
今
後
就
職
活
動
に
臨
む
後
輩
た
ち

に
、
活
き
活
き
と
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

つ
ら
か
っ
た
こ
と
も
含
め
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
の

よ
う
に
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
就
職
活
動
に
対
す
る
意
識
・
就
職
活
動
の
開
始
時
期
】

小
林　

ま
ず
は
い
つ
頃
か
ら
「
就
職
」
を
意
識
し
始
め

た
か
、
あ
る
い
は
、
具
体
的
に
就
職
活
動
を
は
じ
め
た

か
、
そ
の
辺
り
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

黒
葛
原　

意
識
を
も
っ
た
の
は
３
年
生
の
夏
前
で
す
。

周
囲
の
友
達
が
、
夏
休
み
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の

参
加
を
検
討
し
始
め
、
就
職
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
結
局
自
分
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
は
参
加

し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
周
り
が
準
備
を
開
始
し
た
の

を
見
て
少
し
焦
り
を
感
じ
、
実
際
の
就
職
活
動
は
10
月

位
か
ら
始
め
ま
し
た
。
当
初
は
、
就
職
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
就
職
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
不
安
が
、相
半
ば
し
た
状
態
か
ら
の
出
発
で
し
た
。

西
島　

自
分
も
意
識
を
持
っ
た
の
は
３
年
夏
、
８
月
ご

ろ
で
す
。Ｋ
Ｇ
派
遣
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
ゼ
ミ
の
仲

間
と
と
も
に
応
募
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
に
落
ち
て
、少
し

焦
っ
て
就
職
を
本
格
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●エコノフォーラム座談会●

「2010年就職戦線
を戦い終えて」
■日時：2009年 10月 30日（金）　午後１時～３時
■場所：経済学部２階会議室

■出席者
　・黒葛原（つづらはら）康太さん（平山ゼミ、金融機関内定）
　・西島悠蔵さん（村田ゼミ、航空業界内定）
　・西村美保さん（小林ゼミ、総合電機メーカー内定）
　・正木良佑さん（野村ゼミ、化学メーカー内定）
　・松田晃祐さん（高林ゼミ、ＩＴベンチャー内定）
　・吉田和佳乃さん（根岸ゼミ、郵便事業内定）

司会：経済学部　小林伸生
記録：経済学部　猪野弘明、小林伸生
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小
林　

西
島
さ
ん
の
業
種
・
職
種
だ
と
、
子
供
の
こ
ろ

か
ら
自
分
の
な
り
た
い
職
業
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

前
々
か
ら
準
備
を
し
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
。

西
島　

周
り
の
内
定
者
の
中
に
は
、
当
初
か
ら
夢
と
か

そ
う
い
う
も
の
を
持
っ
て
入
っ
て
き
た
人
も
い
ま
す

が
、
実
際
の
こ
と
を
言
え
ば
、
自
分
の
場
合
は
受
け
て

み
て
適
性
を
認
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
道
を
選
ん
だ
と

い
う
感
じ
で
す
。

西
村　

自
分
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
３
回
生

の
夏
前
で
す
。基
本
的
に
私
は
ミ
ー
ハ
ー
だ
っ
た
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
募
集
で
目
に
付
く
と
こ
ろ
を
手

当
た
り
次
第
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
参
加
し
た
の
は
２
社
で
し
た
が
、
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
系
や
イ
ン
フ
ラ
系
な
ど
で
、
進
路
と
は
異
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

正
木　

僕
の
場
合
は
３
回
生
の
夏
の
終
わ
り
、
９
月
く

ら
い
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

松
田　

自
分
の
場
合
は
他
の
人
と
は
違
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

（
注
：
関
西
の
大
学
の
ゼ
ミ
に
よ
る
合
同
研
究
論
文
発

表
会
。
各
大
学
ゼ
ミ
の
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・

運
営
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
12
月
頃
に
大
会
が
あ
る
）

の
論
文
作
成
や
大
会
運
営
業
務
に
日
々
追
わ
れ
て
い
た

の
で
、
就
職
活
動
は
年
内
ぎ
り
ぎ
り
に
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
活
動
を
一
生
懸
命
に
し
て
い
れ
ば
、

就
職
活
動
で
も
ア
ピ
ー
ル
材
料
に
な
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
開
始
が
遅
い
こ
と
に
特
に
焦
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

吉
田　

元
々
は
貿
易
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
具

体
的
に
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
話
が
出
始
め
て
か
ら
で
す
。
私
も
、
最
初
は

関
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
落
ち
て
少
し
焦
り
ま
し
た

が
、
２
度
目
の
応
募
で
２
週
間
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
ワ
ン
デ
ー
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
も

の
も
活
用
し
て
幾
つ
か
行
き
ま
し
た
。

【
志
望
業
界
／
企
業
の
絞
り
込
み
】

小
林　

皆
さ
ん
の
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
実
際
に

参
加
す
る
／
し
な
い
は
別
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
就
職
活
動
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。
で
は
、
志
望
業
界
を
ど
う

や
っ
て
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
か
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？

黒
葛
原　

最
初
は
、
自
分
の
考
え
が
漠
然
と
し
て
い
て

ま
と
ま
ら
ず
、
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決

ま
ら
な
い
間
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
会
社
の
説
明

会
を
結
構
回
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
金
融
業
界
に
絞

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
説
明
会
等
を
通
じ
て
色
々
な
業

界
の
話
を
聞
く
に
つ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
に
融
資
活
動

を
通
じ
て
か
か
わ
っ
て
い
く
金
融
業
界
に
対
す
る
関
心

が
自
分
の
中
で
高
ま
り
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
僕
の
場
合
は
12
月
頃
に
、
概
ね
の
方
向
性

が
定
ま
り
ま
し
た
。

西
島　

僕
の
場
合
は
、
自
分
の
志
向
性
と
し
て
大
手
企

業
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
業
界
に
つ
い
て
は

絞
り
込
ま
ず
、基
本
的
に
様
々
な
会
社
を
受
け
ま
し
た
。

結
局
最
後
ま
で
業
種
は
絞
ら
ず
に
行
っ
て
、
４
月
に
最

終
選
考
の
段
階
に
な
る
、
あ
る
い
は
内
々
定
が
出
て
か

ら
、
優
先
順
位
を
決
め
た
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
。
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西
村　

は
じ
め
絞
り
込
ま
ず
に
受
け
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
そ
の
よ
う
に
絞
り
込
ま
ず
に
活
動
を
続
け
て
い
く

と
手
が
回
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
効
率
よ
く

活
動
を
続
け
る
に
は
絞
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
、

一
度
絞
り
ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
逆
に
、
自
分
の
価

値
観
や
も
の
の
考
え
方
が
、
そ
の
企
業
に
合
っ
て
い
る

の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
若
干
無
理
気
味
に
志
望

動
機
を
企
業
に
合
わ
せ
る
な
ど
、
自
分
ら
し
さ
が
失
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
度
は
再

び
、
業
種
は
絞
ら
ず
に
、
但
し
自
分
の
価
値
観
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
共
感
で
き
る
企
業
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

正
木　

僕
の
場
合
は
、
自
分
の
価
値
観
に
メ
ー
カ
ー
が

合
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
（
周
囲
か
ら
も
、
そ
う
い
う

意
見
が
多
か
っ
た
）
の
で
、
早
々
に
11
月
位
に
は
メ
ー

カ
ー
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。特
に
今
年
の
場
合
は
、メ
ー

カ
ー
の
採
用
枠
が
厳
し
い
と
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
メ
ー
カ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

松
田　

僕
の
場
合
は
い
ろ
い
ろ
な
業
界
を
み
て
、
自
分

に
合
う
と
こ
ろ
を
探
し
ま
し
た
。
様
々
な
業
界
を
見
る

と
、知
ら
な
い
業
界
も
沢
山
あ
り
、段
階
を
踏
ん
で
知
っ

て
い
く
こ
と
が
楽
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
折
角
の
就

活
生
と
い
う
立
場
で
い
ら
れ
る
間
に
、
色
々
見
て
お
こ

う
と
考
え
、
楽
し
ん
で
や
り
ま
し
た
。

　

進
路
で
あ
る
ネ
ッ
ト
業
界
は
、
元
々
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、
若
干
重
点
的
に
見
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

終
的
に
は
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ネ
ッ
ト
業
界
に

進
路
を
決
め
ま
し
た
が
、
本
エ
ン
ト
リ
ー
を
行
っ
た
の

は
80
社
を
超
え
ま
し
た
。エ
ン
ト
リ
ー
先
も
商
社
、メ
ー

カ
ー
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
多
様
な
業
種
・
規
模
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

吉
田　

絞
り
込
み
で
は
、３
段
階
の
過
程
を
経
ま
し
た
。

最
初
は
多
様
な
業
界
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
段
階

で
は
総
合
商
社
に
強
く
絞
り
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
実

際
に
絞
っ
て
み
る
と
、
最
初
は
な
ぜ
そ
こ
を
志
望
す
る

の
か
が
説
明
で
き
ず
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
次
第
に
、
自
分
は
川
上
の
仕
事
が

出
来
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
は
金
融
・
物
流
な
ど

も
候
補
に
挙
が
っ
て
き
ま
し
た
。

【
進
路
の
決
断
に
つ
い
て
】

小
林　

皆
様
の
中
に
は
、
最
終
的
に
内
定
を
複
数
も

ら
っ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
し
、
あ
る
は
最
終
面
接
な

ど
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
所
ま
で
行
っ
て
悩
ん
だ
経
験
を

お
持
ち
の
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
面

で
、
最
終
的
に
進
路
を
決
定
し
た
「
決
め
手
」
は
、
何

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

黒
葛
原　

就
職
活
動
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
、
会
社
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
自
分
の
性
格
と
会
社
の
雰

囲
気
が
合
っ
た
所
を
選
び
ま
し
た
。
幸
い
、
面
接
自
体

を
あ
ま
り
沢
山
は
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
オ
ー

バ
ー
・
ラ
ッ
プ
で
悩
む
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

西
島　

最
終
的
に
は
進
路
を
含
め
４
社
内
定
を
頂
き
、

１
社
最
終
ま
で
行
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
、消
費
財
メ
ー

カ
ー
、
生
保
、
金
融
、
サ
ー
ビ
ス
、
メ
ー
カ
ー
等
、
多

様
で
す
。
最
終
的
に
決
め
た
進
路
は
、
特
殊
な
職
種
で

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
前
線
と
い
う
世
界
か
ら
は
遠
い
と

い
う
不
安
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
以
前
か
ら
あ
こ
が
れ

は
持
っ
て
お
り
、
非
常
に
魅
力
的
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
優
先
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

西
村　

進
路
先
の
ほ
か
に
、
金
融
で
も
ひ
と
つ
内
定
も

ら
っ
て
い
て
、
多
少
迷
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
一

生
続
け
て
行
く
仕
事
な
の
だ
か
ら
、
自
分
が
与
え
ら
れ

る
影
響
力
が
大
き
い
方
が
よ
い
と
考
え
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
メ
ー
カ
ー
な
ら
、
自
分
の
扱
っ
た
商
品
を

世
界
の
人
が
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
、
そ

ち
ら
を
選
び
ま
し
た
。

正
木　

メ
ー
カ
ー
で
３
社
ほ
ど
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
迷
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
自
分
の
仕
事
が

ど
れ
だ
け
人
に
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
判
断
基
準

に
据
え
ま
し
た
。
採
用
数
が
多
い
と
こ
ろ
だ
と
、
組
織

の
歯
車
の
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い

う
懸
念
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
比
較
的
少
人
数
し
か
採

用
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
逆
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
自
分
の
仕
事
の
社
会
へ
の
影
響
と
い
う

こ
と
を
考
え
た
時
に
、
Ｂto

Ｂ
（
注
：
企
業
対
企
業
の

取
引
を
中
心
と
し
た
事
業
形
態
。
最
終
消
費
者
を
主
要

顧
客
と
す
る
企
業
を
表
す
Ｂto

Ｃ
と
対
比
し
て
用
い
ら

れ
る
）の
会
社
で
あ
る
こ
と
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

松
田　

自
分
の
場
合
は
、
実
は
複
数
重
な
っ
て
選
ぶ
と

い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
進
路
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
の
で
採
用
が
早
く
、
３
月
に
既
に
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。非
常
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
の
で
、

決
断
す
る
の
は
早
か
っ
た
で
す
。

　

も
っ
と
も
、短
期
間
に
集
中
し
て
多
く
受
け
た
の
で
、

就
活
の
過
程
で
は
面
接
が
同
じ
日
に
重
複
す
る
こ
と
も

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
色
々
国
内
往
復
も
あ
り
ま

し
た
し
、
一
日
で
京
都
│
大
阪
│
神
戸
で
面
接
を
こ
な

す
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。た
だ
相
手
企
業
も
、

ど
の
時
間
が
良
い
か
と
調
整
し
て
く
れ
る
の
で
、
幸
い
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ま
っ
た
く
時
間
が
か
ぶ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

吉
田　

働
く
な
ら
、
出
来
る
だ
け
社
会
に
対
す
る
影
響

の
大
き
い
と
こ
ろ
が
よ
い
と
考
え
ま
し
た
。
進
路
の

内
々
定
を
頂
い
た
と
き
に
、
他
に
選
考
に
残
っ
て
い
た

の
は
銀
行
が
あ
り
ま
し
た
が
、
進
路
先
の
ほ
う
が
日
本

全
国
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
ち
ら
に
決

め
ま
し
た
。

【
就
職
活
動
中
の
苦
労
】

小
林　

就
活
を
進
め
て
い
く
過
程
で
、
一
番
苦
労
し
た

点
は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

黒
葛
原　

僕
の
場
合
は
、
初
期
段
階
で
、
自
分
が
何
を

し
た
い
か
を
決
め
る
所
で
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
10
月

時
点
で
は
自
分
の
志
向
が
全
く
分
か
ら
ず
、
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
12
月
に
銀
行
の
説
明
会
に
行
っ
た
と
き
に
、

興
味
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
自
分
の
進
路

に
対
す
る
希
望
が
わ
か
り
、
精
神
的
に
楽
に
な
り
ま
し

た
。
業
種
・
目
標
が
絞
れ
た
あ
と
は
、
不
安
だ
っ
た
気

持
が
楽
に
な
り
、
大
き
な
悩
み
も
な
く
、
う
ま
く
こ
と

が
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

西
島　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
で
し
ょ
う
か
。
２
、
３
月

は
、
朝
昼
と
説
明
会
に
行
っ
て
、
夜
、
帰
宅
後
に
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
と
い
う
生
活
が
続
き
、
し
ん
ど

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
業
種
を
絞
ら
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
77
社
も
受
け
た
の
で
、
自
分
の
や
り
方
は
あ
ま

り
人
に
は
薦
め
て
い
ま
せ
ん
。
絞
れ
る
人
は
絞
っ
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
度
、
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
理
解
で
き

て
い
て
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ガ
タ
っ
と
落
ち
た
時

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
時
、そ
こ
で
思
い
き
り
遊
ん
で
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
回
復
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
林　

黒
葛
原
さ
ん
の
場
合
は
、希
望
業
種
が
定
ま
り
、

対
象
を
絞
る
こ
と
が
で
き
た
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ほ
ど

は
多
く
の
企
業
を
受
け
な
い
で
済
ん
だ
の
で
す
か
？

黒
葛
原　

そ
う
で
す
ね
。概
ね
10
│
20
社
く
ら
い
で
す
。

西
村　

苦
労
し
た
点
は
２
つ
、
自
己
分
析
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
で
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
段
階
に
な
っ
て
、
他
人

に
わ
か
っ
て
も
ら
う
前
に
自
分
が
自
分
自
身
を
わ
か
っ

て
い
な
い
と
気
付
き
、
苦
労
し
ま
し
た
。
友
人
が
や
っ

た
自
己
分
析
を
聞
い
た
り
、
参
考
書
を
読
ん
だ
り
し
な

が
ら
も
、
最
終
的
に
は
本
当
の
自
分
を
書
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
と
て
も
苦

労
し
ま
し
た
。毎
日
自
己
分
析
に
２
〜
３
時
間
は
か
け
、

結
局
、
納
得
の
い
く
自
己
分
析
が
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
２
、
３
月
く
ら
い
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
出

す
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
で
す
。

比
較
的
早
く
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
て
い
た
た
め
か
、

周
り
の
み
ん
な
が
本
気
に
な
り
だ
す
年
明
け
に
は
、

い
っ
た
ん
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
危
機
感
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
持
て
な

い
状
況
が
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
は
、
友
人

と
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
一
日
遊
ん
で
み
た
り
し
た
こ
と
が

有
効
で
し
た
。

正
木　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
内
容
を
、
面
接
で
う
ま

く
伝
え
る
こ
と
で
す
。
最
初
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

で
沢
山
落
ち
ま
し
た
。ま
た
、面
接
に
進
む
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
何
時
間
も
友
達
と
話
し
合
っ
た
り
し
な
が

ら
、
少
し
で
も
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

苦
心
し
ま
し
た
。
自
分
の
場
合
は
、
自
己
分
析
自
体
よ

り
も
、
う
ま
く
伝
え
る
所
で
苦
労
し
ま
し
た
し
、
そ
れ

ゆ
え
、
そ
こ
に
活
動
の
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

松
田　

も
と
も
と
就
職
活
動
は
厳
し
い
と
い
う
こ
と
を

前
提
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
し
、
活
動
開
始
か
ら
終

わ
り
ま
で
の
期
間
が
２
〜
３
ヶ
月
の
短
期
間
だ
っ
た
の

で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
苦
労
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。
強
い
て
言
え
ば
、
短
期
間
で
集
中
的
に
活
動
を

行
っ
た
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
面
が
タ
イ
ト
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
自
己
流
で
し
た
し
、
自
己
分

析
本
も
買
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
結
局
読
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
結
果
的
に
は
、
自
己
流
で
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
書
き
、
面
接
に
臨
ん
だ
の
が
却
っ
て
よ
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
林　

確
か
に
、
前
職
の
時
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
見
る
側
に
た
っ
て
み
る
と
、
ど
れ

も
似
た
よ
う
な
、
特
徴
に
欠
け
る
文
面
が
並
ぶ
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
自
己
流
で
工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
ど
の
よ

う
な
点
で
す
か
？

松
田　

例
え
ば
、
あ
る
女
性
下
着
メ
ー
カ
ー
を
受
け
た

の
で
す
が
、
周
り
は
み
ん
な
志
望
理
由
で
あ
っ
た
り
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
注
：
企
業
の
社
会
的
責
任
。
企
業
が
営
利
を

追
求
す
る
の
み
な
ら
ず
、
法
令
遵
守
や
環
境
保
全
、
市

民
生
活
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
に

対
す
る
責
任
を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
）
の
こ

と
等
を
書
い
て
い
た
よ
う
で
す
。僕
の
場
合
、「
自
分
は
、

女
性
の
下
着
が
好
き
で
す
」
み
た
い
な
「
つ
か
み
」
も

入
れ
て
、
無
論
そ
の
上
で
会
社
に
対
す
る
思
い
を
、
自

分
の
言
葉
で
表
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
で
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は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

吉
田　

私
も
、
や
は
り
自
己
分
析
に
苦
労
し
ま
し
た
。

自
分
の
強
み
が
わ
か
ら
な
い
状
態
、
弱
み
は
い
く
ら
で

も
出
て
く
る
の
に
、
強
み
が
見
え
て
い
な
い
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
ゆ
え
に
、面
接
な
ど
で
も
自
信
を
持
っ

て
迎
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
自
分
を

飾
っ
て
、
か
っ
こ
い
い
こ
と
を
言
お
う
と
し
す
ぎ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

友
達
と
他
己
分
析
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
自
分
の
弱

み
は
強
み
と
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
に
、
改
め
て
気
付

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
頑
固
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
意

志
が
強
い
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
る
等
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
あ
る

意
味
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、
友
人
と
の
他
己
分
析
の

中
で
気
付
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
立
ち
直
れ
た
面
が
あ
り

ま
す
。

【
外
部
資
源
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
】

小
林　

就
職
活
動
は
、
と
も
す
れ
ば
孤
独
な
戦
い
に
な

り
が
ち
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
以
外
の
人
や
組
織
の

助
け
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
て
い
ま
し
た
か
？

黒
葛
原　

僕
の
場
合
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
人

に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
見
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
が

あ
っ
て
、
み
て
頂
き
ま
し
た
。

西
島　

自
分
は
寮
生
な
の
で
、
寮
の
同
じ
学
年
の
仲
間

が
10
人
い
て
、
お
互
い
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
見
せ

合
い
を
し
た
り
、
情
報
の
共
有
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

寮
は
３
年
間
も
ず
っ
と
共
に
い
る
仲
間
な
の
で
、
相
手

の
こ
と
も
何
で
も
言
い
合
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
こ
れ

は
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

西
村　

ゼ
ミ
の
友
達
と
、
就
職
活
動
を
通
じ
て
出
会
っ

た
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
の
友
達
は
長
い
付
き
合
い
な
の
で
、
容
赦
な
く

強
み
、
弱
み
を
言
っ
て
く
れ
る
存
在
で
貴
重
で
し
た
。

日
々
の
生
活
の
自
分
に
つ
い
て
、
ず
い
ぶ
ん
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
一
方
就
職
活
動
で
出
会
っ
た
人
は
、
ま

だ
関
係
が
浅
い
の
で
、
自
分
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な

い
人
に
、
自
己
紹
介
を
す
る
練
習
が
出
来
ま
し
た
。
例

え
ば
、
私
は
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
と
面
接
で
い
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
外
か
ら
見
え
る
私
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
男
勝
り
で
、
弁
が
立
つ
。
そ
の
両
者
が
矛
盾
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
指
摘
を
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

正
木　

ゼ
ミ
の
友
人
と
は
頻
繁
に
会
い
、
自
分
が
行
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
説
明
会
や
、
異
な
る
業
界
を
志

望
し
て
い
る
友
人
と
情
報
の
共
有
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
、
地
元
の
友
人
や
就
職

活
動
で
知
り
合
っ
た
人
に
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
、
親
し
い
友
達
と
は
全
然
違
っ
た
こ
と
を

い
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
役
に
立
ち
ま
し
た
。
第
三
者

的
な
視
点
を
持
っ
た
人
の
存
在
は
貴
重
だ
と
思
い
ま

す
。

松
田　

友
達
と
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
し
ま
し
た
。
あ

と
心
が
け
て
い
た
点
と
し
て
は
、
会
社
の
説
明
会
の
際

な
ど
に
、
社
員
の
人
や
人
事
の
方
と
で
き
る
だ
け
話
す

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
か
ら
は
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
、
直
の
情
報
を

引
き
出
し
て
、
そ
の
会
社
の
本
質
を
知
ろ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
情
報
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作

成
や
面
接
の
時
な
ど
に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

吉
田　

友
達
と
他
己
分
析
を
お
互
い
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
比
較
的
歴
史
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

こ
と
を
生
か
し
、
サ
ー
ク
ル
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
会
社
の

実
際
に
面
接
を
す
る
よ
う
な
40
│
50
代
の
人
に
ア
ポ
イ

ン
ト
を
取
り
、
会
社
の
実
情
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た
シ
ニ
ア
・
ミ
ド
ル
の
人
か
ら
、
さ

ら
に
若
手
社
員
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
若
手
の

方
は
、
ご
自
身
も
就
職
活
動
を
し
て
間
も
な
い
で
す
の

で
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。

【
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

小
林　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
す
る
人
た
ち
に
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

黒
葛
原　

自
分
が
何
を
し
た
い
か
を
、
し
っ
か
り
自
己

分
析
し
て
探
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
が
な
い
と
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
が
定
型
的
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
逆
に
、
自
己
分
析
が
で
き
、

何
が
し
た
い
か
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
は
迷

い
な
く
進
め
る
と
思
い
ま
す
。

西
島　

自
分
の
可
能
性
を
狭
め
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
有
名
な
企
業
だ
と
、
東
大
と
か
早
慶

が
強
い
と
言
っ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
自
分
が
志
望

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て

し
ま
っ
て
受
け
な
い
と
か
言
う
人
が
多
い
で
す
が
、
そ

う
い
う
こ
と
は
気
に
せ
ず
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
ら

何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
僕
自
身
も
、
周
囲
の
内
定
者
は

圧
倒
的
に
理
系
が
多
い
中
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
わ

け
で
す
し
、入
れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
を
適
性
と
し
て
見
て
く
れ
る
か
は
、
受
け
る
側
か
ら
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は
み
え
な
い
場
合
が
多
い
。

西
村　

３
月
か
ら
４
月
の
時
期
は
、
就
職
活
動
が
う
ま

く
行
っ
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
差
が
激
し
い
た

め
に
、
と
も
す
れ
ば
周
り
を
意
識
し
す
ぎ
た
り
、
自
分

の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
人
が
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
こ
そ
、
自
分
一

人
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
惨
め
な
思
い
に
な
っ
て
、
自
分
一
人
で
こ

も
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
、
周
り
の
人
の
話
を
聞
き
、
周

り
を
味
方
に
し
な
が
ら
、
活
動
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

あ
と
、
最
後
ま
で
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。
春

も
後
半
に
な
る
と
、
就
職
活
動
が
終
わ
っ
た
か
の
よ
う

な
空
気
が
周
囲
に
流
れ
だ
し
ま
す
が
、
自
分
の
ゴ
ー
ル

の
切
り
方
は
自
分
で
決
め
て
下
さ
い
。
私
自
身
、
周
り

が
続
々
と
活
動
を
終
え
て
い
く
中
で
粘
り
続
け
、
最
後

に
枠
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
夏
採
用
に
内
定
を
頂
い

た
時
は
、
本
当
に
報
わ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
就
職
活

動
は
、「
い
つ
か
ら
始
め
る
か
」も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

「
い
つ
ま
で
頑
張
る
か
」
は
、
そ
れ
以
上
に
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

正
木　

妥
協
を
し
な
い
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。自
分
の
場
合
は
、業
界
を
最
初
か
ら
絞
っ

て
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
と
同
じ
業
界
を
志

望
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
決
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
志
望
し
て
い
な
い
業
界
を
受
け
始
め

た
と
き
、
不
安
に
は
な
っ
た
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し

僕
自
身
に
と
っ
て
は
、
妥
協
し
て
別
の
業
界
に
行
っ
て

も
、
そ
こ
で
長
く
続
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
結
局
妥
協
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
希
望

す
る
と
こ
ろ
以
外
を
受
け
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
何
で

そ
こ
に
行
き
た
い
の
か
が
見
え
て
こ
ず
、
迷
い
が
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。「
な
ぜ
そ
こ
で
働
き
た
い
の
か
」
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
も
、
妥
協
を
排
除
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

松
田　

自
分
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
可
能
性
は
無
限

に
あ
る
の
で
、
色
々
な
業
界
を
見
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
始
め
る
ま
で
は
社
名
く
ら
い

し
か
わ
か
ら
な
い
の
が
、
実
際
活
動
を
開
始
す
る
と
、

色
々
と
勉
強
も
し
て
そ
の
会
社
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
く

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
就
活
を
機
会
に
し
て
学
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
選
考
が
進
ん
だ
段
階
で
絞
り
込
む
の
は
よ

い
と
思
い
ま
す
が
、
序
盤
で
は
広
め
の
視
野
を
持
っ
た

ほ
う
が
、
色
々
と
自
分
の
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
、
僕
自
身
は
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
を
見

据
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕
の
進
路
は
、
あ
ら
ゆ

る
業
界
の
会
社
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
な
る
の
で
、
自
分

が
就
職
活
動
で
見
た
業
界
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
な
る
可

能
性
も
高
い
わ
け
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
実
際
に
就
職

し
な
か
っ
た
業
界
で
の
就
職
活
動
も
役
に
立
つ
か
も
し

れ
な
い
。
就
活
生
と
い
う
立
場
を
利
用
し
て
、
就
職
後

に
か
か
わ
り
を
持
つ
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
る
た
め
に

も
、
幅
広
く
見
て
お
く
こ
と
は
重
要
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

吉
田　

３
、
４
月
は
内
定
が
ほ
し
く
て
、
が
む
し
ゃ
ら

に
興
味
の
な
い
企
業
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
し

た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
落
ち
た
り
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
時
こ
そ
、

な
ぜ
働
く
の
か
を
改
め
て
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、「
お
金
持
ち
に
な
り
た
い
」
で
も
「
将

来
起
業
し
た
い
」
で
も
、
何
で
も
よ
い
の
で
、
自
分
の

目
標
像
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、「
内
々
定
を
と
る
ま
で
は
絶
対
に
気
を
抜
か

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
比
較
的
選
考
プ

ロ
セ
ス
が
早
い
会
社
を
受
け
て
い
て
、
２
、
３
月
で
最

終
面
接
近
く
ま
で
進
む
人
た
ち
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
目
先
に
あ
る
選
考
に
集
中
し
す
ぎ

て
し
ま
っ
て
、
他
の
会
社
の
エ
ン
ト
リ
ー
に
出
遅
れ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
進

路
先
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
エ

ン
ト
リ
ー
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
選
考
が
ピ
ー
ク
の
４
月
を
過
ぎ
て
も
、
た
く
さ
ん

の
企
業
が
２
回
目
の
選
考
を
始
め
た
り
す
る
の
で
、
納

得
で
き
る
ま
で
粘
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

小
林　

本
日
は
、
学
生
生
活
残
り
わ
ず
か
な
中
、
貴
重

な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
対
談
を

読
ん
で
、
後
輩
た
ち
が
ひ
と
つ
で
も
参
考
に
し
て
、
自

ら
の
活
動
の
糧
に
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
対
談
を
終
え
て
】

　

対
談
を
終
え
て
、
学
生
た
ち
の
話
を
頭
の
中
で
再
整

理
し
て
み
る
。
印
象
的
な
言
葉
を
多
数
聞
く
こ
と
が
で

き
た
が
、
一
言
で
「
就
職
活
動
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の

あ
り
方
は
様
々
だ
な
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
適
性
を
生
か
し
、
独
自
の
取
り
組

み
方
・
姿
勢
で
就
職
活
動
に
臨
ん
で
い
た
部
分
と
、
皆

に
共
通
す
る
部
分
の
両
方
が
存
在
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

業
界
や
企
業
の
絞
り
方
な
ど
は
、
最
初
か
ら
か
な
り

業
界
や
企
業
を
絞
る
人
と
、
序
盤
は
か
な
り
広
範
囲
に
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見
よ
う
と
す
る
人
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に

基
づ
い
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
決
め
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
然
個
人
に
よ
っ
て
職

業
観
や
も
の
の
見
方
が
多
様
で
あ
り
、
何
が
正
解
と
は

言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
共
通
す
る
部
分
は
、
狭
い
範
囲
の
、
自
分
や
仲

良
し
グ
ル
ー
プ
だ
け
の
殻
に
決
し
て
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

他
人
の
意
見
を
積
極
的
に
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
の

就
職
活
動
の
糧
に
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
自
ら
の
適
性
を
冷
静
に
見
極
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
彼
ら

の
多
く
は
、
他
人
か
ら
見
た
自
分
の
姿
に
対
す
る
意
見

や
、
自
分
の
書
い
た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
対
す
る
意

見
を
積
極
的
に
求
め
た
り
、
志
望
先
の
企
業
内
に
積
極

的
に
人
脈
を
求
め
て
情
報
を
集
め
た
り
し
て
い
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
意
思

を
伝
え
る
就
職
活
動
で
は
、
常
に「
情
報
の
非
対
称
性
」

の
問
題
が
付
い
て
回
る
。
そ
の
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え

た
上
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
如
何
に
自
分
を
表
現

す
る
か
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
他
人
の
視
点
を
積
極
的

に
活
用
し
な
が
ら
磨
い
て
い
っ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

　

職
に
就
く
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
組
織
の

中
、あ
る
い
は
組
織
間
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

個
人
と
し
て
の
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
者
と
の

関
わ
り
の
中
で
力
を
発
揮
し
て
い
く
能
力
を
、
就
職
活

動
の
中
で
も
冷
静
に
評
価
さ
れ
る
。
就
職
活
動
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
人
の
多
く
は
、
そ
う
し
た
点

を
認
め
ら
れ
て
内
定
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
対
談
を
読
ま
れ
た
方
が
、
一
人
で
も
多
く
自
分
の

活
動
を
展
開
す
る
う
え
で
の
参
考
に
し
て
、
厳
し
い
就

職
戦
線
を
勝
ち
抜
い
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。 

（
文
責
：
小
林
）
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不況に挑む経済学部

１
．
２
０
１
０
年
春
就
職
活
動
戦
線
の
変
化

■
内
定
状
況
と
そ
の
背
景

　

現
４
年
生
を
対
象
に
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
７
月
頃
ま
で
は
内
定
状
況
は
昨
年
度
と
比
較

し
て
15
％
近
く
低
い
状
況
で
し
た
。
こ
れ
は
、
学
生
の

売
り
手
市
場
と
い
わ
れ
る
前
の
２
０
０
５
年
度
と
同
程

度
の
水
準
で
す
。
現
時
点
︵
11
月
下
旬
︶
で
の
内
定
状

況
は
、
例
年
よ
り
１
割
弱
程
度
低
い
水
準︵
85
％
程
度
︶

に
な
っ
て
い
ま
す
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
他
大
学
よ
り
は
か
な
り
健
闘
し
て
い
る
水
準

と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
は
、
今
春
以
降
明
ら
か
に

な
っ
た
、
企
業
の
決
算
状
況
の
急
激
な
悪
化
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
企
業
の
人
事
担
当
者
が
採
用
し
た
い
と

考
え
て
い
て
も
、
決
算
時
期
を
経
て
経
営
側
が
経
営
指

標
の
悪
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
採
用
を
抑
制
す
る
方

向
に
舵
を
切
り
な
お
し
、
採
用
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。そ
の
た
め
、

以
前
で
あ
れ
ば
意
思
確
認
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た

最
終
面
接
で
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
、
例
年

以
上
に
頻
発
し
た
よ
う
で
す
。

■
業
種
・
職
種
別
状
況

　

都
市
銀
行
と
生
損
保
の
絞
込
み
傾
向
が
顕
著
で
し

た
。
特
に
女
子
の
一
般
職
の
口
が
か
な
り
削
減
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
生
保
の
一
般
職
等
で
は
、
例
年
の
半

分
以
下
に
減
っ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
よ
う
な
面
を
含
め
、
過
去
２
～
３
年
度
間
の

採
用
者
数
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
金
融
・
保
険
は

明
ら
か
に
減
少
し
て
い
ま
す
。メ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
to
Ｂ
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
優
秀
な
人
材
を
採
用
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
い
う
側
面
か
ら
採
用
意
欲
が
高

い
企
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
く
つ
か
顕
著
に
減
ら
し

た
企
業
が
あ
り
、
全
体
的
に
も
結
果
的
に
前
年
ま
で
の

採
用
人
数
水
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
欲
し
い
人

材
が
い
な
け
れ
ば
、
予
定
数
に
達
し
て
い
な
く
て
も
企

業
が
採
用
基
準
を
緩
め
な
い
、
と
い
う
状
況
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

■
活
動
の
開
始
時
期

　

就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
時
期
は
、
ま
だ
景
気
後
退
が

そ
れ
ほ
ど
深
刻
だ
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
お
お
む
ね
例
年
通
り
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
た
だ
、
関
学
生
の
リ
ク
ナ
ビ
登
録
状
況
等
を
聞
く

と
、
ス
タ
ー
ト
の
昨
年
10
月
１
日
時
点
で
例
年
の
１
・
２

倍
程
度
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
就
職
活

動
に
対
す
る
意
識
は
少
し
早
め
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

２
．
今
春
以
後
の
就
職
活
動
戦
線
の
展
望

　

各
業
種
と
も
、
年
末
年
始
、
遅
く
と
も
１
月
末
あ
た

り
に
採
用
予
定
数
を
決
め
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
時

点
で
は
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
厳
し
く
な

る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
筆
記
試
験
︵
Ｓ

Ｐ
Ｉ
等
︶、
論
述
、
面
接
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
通
過
の
ハ
ー
ド
ル
が
、

今
年
以
上
に
高
く
な
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
、
予
定
人

数
に
達
し
な
く
と
も
期
採
用
基
準
を
緩
め
な
い
、
と
い

う
状
況
は
継
続
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

当
世
キ
ャ
リ
ア
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
事
情

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　

日　

時
：
２
０
０
９
年
11
月
25
日　

９
時
30
分
～

　
　
　

場　

所
：
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
応
接
室

　
　
　

回
答
者
：
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

弓
山
大
輔
氏
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企
業
側
か
ら
す
る
と
、
平
年
並
み
の
人
数
採
用
予
定

か
ら
、
急
遽
採
用
数
を
減
ら
す
方
向
で
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
昨
年
度
と
異
な
り
、
今
年
の
ほ
う
が
予
め

決
め
た
採
用
数
を
前
提
と
し
た
上
で
採
用
活
動
の
準
備

が
で
き
る
た
め
、
よ
り
本
質
的
に
人
物
を
見
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
な
ぜ
働
く
か
、
働

く
上
で
自
分
の
活
か
せ
る
能
力
は
何
か
等
を
、
例
年
以

上
に
し
っ
か
り
と
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

３
． 

就
職
活
動
戦
線
を
順
調
に
乗
り
切
る
人
材
／

苦
戦
す
る
人
材

■
就
職
活
動
で
健
闘
す
る
／
苦
戦
す
る
人
材
像

　

一
言
で
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
端
的
な

言
い
方
を
す
れ
ば
、
物
事
を
一
面
的
で
は
な
く
、
逆
か

ら
、
あ
る
い
は
多
面
的
に
見
ら
れ
る
人
材
が
、
就
職
活

動
で
も
健
闘
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ど
う
し
て

も
、
学
生
は
入
社
試
験
を
受
け
る
側
の
視
点
に
と
ら
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
時
に
は
採
用
者
側
か
ら
見
た
視
線
を

持
つ
と
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
何
故
こ
ん
な
事
を
聞

い
て
く
る
の
か
、
と
い
っ
た
面
が
見
え
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
、
採
用
者
側
が
欲
す
る
人
材
に

対
す
る
意
図
を
理
解
す
る
人
材
は
、
強
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

真
面
目
で
い
い
学
生
な
の
に
苦
労
す
る
人
は
、
そ
の

逆
の
パ
タ
ー
ン
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
考
え
方
が
ま
っ
す
ぐ

過
ぎ
て
、
物
事
を
逆
サ
イ
ド
か
ら
見
ら
れ
な
い
。
ま
じ

め
で
成
績
も
い
い
し
、
就
職
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
等

も
ま
じ
め
に
読
み
す
ぎ
る
タ
イ
プ
は
、
か
え
っ
て
苦
戦

す
る
よ
う
で
す
。
就
職
活
動
は
、
会
社
・
事
業
に
付
加

価
値
を
つ
け
ら
れ
る
人
材
を
求
め
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
か

ら
、
基
本
的
な
考
え
方
は
加
点
方
式
だ
と
認
識
す
る
べ

き
で
す
。
100
点
満
点
か
ら
の
減
点
方
式
だ
と
考
え
、
ミ

ス
を
し
な
い
よ
う
に
と
考
え
す
ぎ
る
学
生
は
苦
労
す
る

反
面
、
加
点
方
式
を
認
識
し
て
い
る
学
生
は
う
ま
く
い

く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会
や
、
総
合
政
策
学
部
の
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ア
・
ポ
ス

タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
は
、
複
眼
的
思
考
を
養

い
、
問
題
発
見
や
解
決
能
力
そ
う
し
た
能
力
を
涵
養
す

る
上
で
、
有
効
に
作
用
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
す
。

■
就
職
活
動
向
け
の
準
備
と
資
格
取
得

　

就
職
活
動
準
備
に
入
る
早
さ
は
、
実
は
あ
ま
り
重
要

な
問
題
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
１
、

２
年
生
の
頃
か
ら
、
い
か
に
能
動
的
に
、
自
分
か
ら
所

属
す
る
組
織
に
働
き
か
け
て
き
た
か
が
重
要
な
よ
う
に

思
い
ま
す
。ゼ
ミ
を
始
め
、ク
ラ
ブ
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
、

複
数
の
団
体
に
身
を
お
い
て
、
そ
の
中
で
、
主
体
的
に

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
と
り

方
が
上
手
い
他
の
学
生
な
ど
に
触
発
さ
れ
、
学
ぶ
こ
と

な
ど
が
重
要
な
気
が
し
ま
す
。

　

資
格
に
つ
い
て
言
え
ば
、
実
は
各
種
資
格
の
取
得
状

況
と
就
職
活
動
へ
の
相
関
性
は
、
あ
ま
り
な
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
し
英
語
能
力
に
関
し
て
は
、
一
定
水
準
以

上
あ
っ
て
当
然
と
い
う
線
引
き
を
し
て
く
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
航
空
業
界
な
ど
で
は
、
英
語
の
能
力

で
ク
リ
ア
す
べ
き
最
低
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
ま
す
し
、

内
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
英
語
の
能
力
は
必
須

条
件
で
は
な
い
も
の
の
、
入
社
時
に
は
当
然
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
何
点
以
上
は
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
、
と
い
っ
た
ス
タ

ン
ス
の
企
業
は
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。多
く
の
企
業
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
採

用
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
英
語
能
力
は
意
識
し

て
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
参
加
す

る
こ
と
が
、
直
接
そ
の
企
業
の
採
用
で
有
利
に
働
く
こ

と
は
実
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
内
定
等
と
の
リ
ン

ク
が
あ
り
そ
う
な
の
は
外
資
系
金
融
ぐ
ら
い
で
、
あ
と

は
採
用
と
の
関
連
性
は
薄
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

企
業
側
の
狙
い
は
、
①
普
段
は
学
生
の
目
に
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
企
業
が
、
事
業
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う

企
業
Ｐ
Ｒ
、
②
若
手
社
員
が
、
緊
張
感
を
持
っ
て
仕
事

に
あ
た
る
刺
激
を
与
え
る
、
と
い
っ
た
面
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
社
内
に
緊
張

感
や
新
し
い
考
え
方
を
吹
き
込
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
学
生
の
視
点
か
ら
見
た
会
社
・
業
務
の
改
善
点
を

指
摘
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
参
加
す
る
学
生
側
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て

は
、
あ
く
ま
で
も
実
際
の
企
業
を
知
る
学
び
の
場
と
捉

え
る
べ
き
で
、
あ
ま
り
就
職
へ
の
結
び
つ
き
を
期
待
し

な
い
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
ワ

ン
デ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
企
業
側
の
Ｐ
Ｒ
の
第
一

歩
と
い
う
側
面
が
強
く
、
学
生
は
就
職
活
動
に
対
す
る

意
識
付
け
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
学
生
サ

イ
ド
に
参
加
す
る
こ
と
の
プ
ラ
ス
の
意
味
合
い
︵
社
会

構
造
を
深
く
し
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ど
︶
が
必
要
で

は
な
い
か
。
②
１
～
2
週
間
程
度
の
も
の
は
、
学
生
に

か
な
り
し
っ
か
り
と
業
務
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
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を
意
識
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
お
互
い
に
イ
メ
ー

ジ
が
合
え
ば
、
志
望
動
機
を
よ
り
具
体
的
に
持
つ
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
参
加
す
る
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

■
採
否
を
分
け
る
分
水
嶺

　

大
き
く
分
け
て
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、社
員
面
接
、

最
終
面
接
の
三
つ
の
関
門
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
成

否
を
分
け
る
も
の
と
し
て
、
①
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
、
②
面
接
で
の
応
答
、
③
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
訪
問
の

有
無
の
３
要
素
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
、
問
わ
れ
て
い
る
項
目
に
実

直
に
答
え
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も

採
用
者
側
に
、
自
分
と
い
う
人
と
な
り
を
明
確
に
伝
え

る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
効
果
的
か
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
限
ら
れ
た
文
字
数
で
自
己
紹
介

を
す
る
際
に
、
大
学
生
活
の
全
体
像
を
満
遍
な
く
書
く

の
で
は
な
く
、
特
に
象
徴
的
な
出
来
事
に
関
し
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
に
移
し
た
の
か
等

を
、
具
体
的
に
、
深
く
書
け
る
人
の
ほ
う
が
、
自
分
の

人
と
な
り
を
効
果
的
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
行
う
自
己
分
析
は
非
常
に
重
要
で
面
接
に

も
活
き
て
き
ま
す
。

　

次
に
面
接
に
つ
い
て
で
す
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

と
同
じ
設
問
を
聞
か
れ
た
時
に
、
書
い
た
内
容
と
同
じ

答
え
を
返
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
肉
付
け
す
る
、
あ

る
い
は
違
う
側
面
か
ら
答
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例

え
ば
、
あ
る
企
業
で
は
、
面
接
か
ら
３
次
ま
で
同
じ
設

問
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

ず
っ
と
同
じ
回
答
を
し
て
い
て
は
、
通
過
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
様
々
な
角
度
か
ら
答
え
る
こ
と
で
自
分
に
関

す
る
情
報
を
肉
付
け
し
、
自
分
と
い
う
人
材
に
対
す
る

判
断
材
料
を
効
果
的
に
相
手
に
増
や
し
て
あ
げ
ら
れ
る

能
力
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
数
次
に
わ
た
る
面
接
を
ク

リ
ア
し
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ

え
て
同
じ
質
問
を
す
る
と
い
う
の
は
、
学
生
を
試
し
て

い
る
面
が
大
い
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
お

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
記
の
よ
う
に
何
を
喋
る
か
と
い
う
言
語
で

示
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
と
も
に
、
表
情
・
声
の

ト
ー
ン
な
ど
、
非
言
語
領
域
か
ら
な
る
全
体
的
な
印
象

も
大
事
で
す
。
わ
が
社
の
社
員
と
し
て
お
客
様
に
ど
の

よ
う
に
相
対
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
側
面
か

ら
見
て
い
る
こ
と
も
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
先
輩
訪
問
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
ま

す
。
こ
の
春
の
就
職
活
動
戦
線
で
は
、
最
終
面
接
段
階

で
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
る
学
生
が
多
数
い
ま
し
た
が
、

話
を
聞
く
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
先
輩
訪
問
を
予
め
し

て
い
な
い
人
が
大
部
分
で
し
た
。
本
当
に
そ
の
会
社
で

働
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
先
輩
社
員
に
話
を
聞
い
て
お

い
て
欲
し
い
し
、
そ
こ
で
得
た
情
報
が
、
志
望
動
機
に

お
け
る
生
き
生
き
と
し
た
表
現
と
し
て
、
差
別
化
す
る

大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
最
終
面
接
に
近
い
ほ
ど
、

会
社
は
自
社
の
将
来
を
そ
の
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
か
を

見
る
側
面
が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
れ
だ
け

自
社
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
か
、
そ
の
人
の
本

気
度
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
情
報
を
並
べ
立
て
る
よ
り
も
、
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
か
ら

じ
か
に
聞
い
た
話
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
、
自
分
の
会
社
へ

の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
是
非
、
能
動
的

に
先
輩
に
話
を
聞
き
に
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

４
． 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
と
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
本
格
化
す
る
学
生
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス

　

就
職
活
動
は
、
あ
く
ま
で
も
学
生
個
々
人
が
能
動
的

に
行
い
、
自
分
の
道
を
切
り
拓
く
作
業
で
す
。
で
す
か

ら
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
後
押
し
し
す
ぎ
る
の
も
、

あ
ま
り
良
く
な
い
。
む
し
ろ
主
体
的
・
能
動
的
に
、
い

い
意
味
で
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
欲
し
い
と

考
え
ま
す
。
特
に
、
個
人
面
談
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
新
た
に
気
づ
く
こ
と
は
数
多
く
あ
る
は
ず

で
す
。

　

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
以
上
に
就
職
活
動
の
最
前
線
を
良

く
知
っ
て
い
る
の
は
、
就
職
活
動
を
終
え
た
ば
か
り
の

先
輩
学
生
で
す
。ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
先
輩
か
ら
、

積
極
的
に
情
報
を
得
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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幼
少
の
頃
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
テ
レ
ビ

で
見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
何
故
だ
か
分

か
ら
な
い
が
、
毎
週
の
よ
う
に
宇
宙
か
ら

怪
獣
が
や
っ
て
き
て
、
街
を
破
壊
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
街
が
い
つ
も
日
本
だ
っ
た

こ
と
や
、
あ
れ
だ
け
毎
週
破
壊
さ
れ
た
ら

経
済
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
は
、
子
ど
も
の
私
に
は
ど
う
で
も
良

か
っ
た
。
と
に
か
く
、
カ
ラ
ー
タ
イ
マ
ー

が
点
滅
し
て
か
ら
ス
ペ
シ
ウ
ム
光
線
で
怪

獣
を
倒
す
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
正
義
の
味

方
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
、「
正
義
」
と
は
何
か

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
私
の
専
門
が
財
政
学
で
あ
り
、

税
制
や
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
所
得
の

再
分
配
に
興
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
正

義
」
が
何
な
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
ど

の
よ
う
に
財
政
制
度
を
整
備
す
る
べ
き
か

を
提
示
で
き
な
い
。

　
「
正
義
」と
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
は
正
義
の
味
方
」
と
い
う
と

き
の
「
正
義
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
が
「
正
義
」
な
ら
ば
、
怪
獣

は「
悪
」で
あ
る
。
常
に「
正
義
」は「
悪
」

に
打
ち
勝
つ
。「
正
義
」
は
栄
え
る
が
、

「
悪
」
は
廃
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
「
正
義
」
を
と

ら
え
る
の
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ー

ロ
ー
、
ス
ー
パ
ー
マ
ン
だ
っ
て
そ
う
だ
。

水
戸
黄
門
も
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
も
、「
悪
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ「
正
義
」が
輝
く
。「
悪
」

が
な
け
れ
ば
「
正
義
」
も
存
在
し
な
い
。

　
「
正
義
」
の
前
提
が
「
悪
」
と
い
う
「
正

義
」
も
、
ひ
と
つ
の
「
正
義
」
の
あ
り
方

で
あ
る
。
し
か
し
、「
悪
」
は
絶
対
的
に

「
悪
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
街
を
破
壊
す
る

怪
獣
も
、
何
か
理
由
が
あ
っ
て
地
球
に
来

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
怪
獣
に
一
方
的
に

街
を
破
壊
さ
れ
る
地
球
人
は
、
味
方
を
し

て
く
れ
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
「
正
義
」
と

し
て
と
ら
え
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

宇
宙
か
ら
の
怪
獣
も
、
街
を
破
壊
す
る

よ
う
に
見
え
て
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
地

球
に
助
け
を
求
め
に
き
て
、
う
ま
く
表
現

が
で
き
な
い
ま
ま
に
、
街
を
破
壊
し
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
の
物
語
を
よ
く
見
て
い
る
と
、
た
び
た

び
悲
し
い
運
命
を
背
負
っ
た
怪
獣
が
登
場

す
る
。
そ
う
い
う
怪
獣
が
登
場
す
る
と

き
、
子
ど
も
だ
っ
た
私
は
、
怪
獣
に
も
同

情
を
寄
せ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、「
正
義
」
は
相
対
的
な
概
念

で
あ
り
、
絶
対
で
は
な
い
。
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
怪
獣
と
の
戦
闘
シ
ー
ン
で
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
も
街
を
破
壊
し
て
い
る
。
怪

獣
を
倒
す
た
め
と
は
い
え
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
に
家
を
破
壊
さ
れ
た
人
は
、「
ウ
ル
ト

ラ
マ
ン
は
正
義
の
味
方
」
と
思
え
る
だ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
「
正

義
」
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
正
義
」
と
同

じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
立
場
に

立
つ
か
に
よ
っ
て
、「
正
義
」
は
ま
っ
た

く
こ
と
な
る
様
相
で
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
概
念
で
「
正
義
」

を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な

い
。
や
た
ら
に
官
僚
を
た
た
き
、
他
の
政

党
の
失
敗
を
責
め
立
て
る
こ
と
で
、「
正

義
」
を
連
呼
す
る
政
治
家
に
、
む
な
し
さ

を
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
建
設
的
に
「
正
義
」
を
と
ら
え

な
お
す
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
多
様
な

人
々
が
自
ら
の
能
力
を
伸
ば
し
、
そ
の
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

自
由
で
公
正
な
社
会
の
実
現
こ
そ
、
本
当

の
『
正
義
』
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
い
ま

の
日
本
に
そ
の
よ
う
な
『
正
義
』
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
の
「
正
義
」
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

 

■

上
村
敏
之　
教
授
（
財
政
学
）

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の「
正
義
」を
越
え
て

2009年
5月7日
木曜日
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経済と人間
　

便
益
と
費
用
を
基
準
に
も
の
ご
と
を
考

え
る
、
こ
れ
が
経
済
学
の
基
本
的
な
考
え

方
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
千
差
万

別
な
人
々
の
倫
理
観
や
価
値
観
に
左
右
さ

れ
な
い
客
観
的
な
判
断
を
導
く
た
め
の
よ

き
材
料
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て

人
間
を
否
定
し
た
よ
う
な
冷
た
い
指
標
で

は
な
い
。

　

奈
良
の
興
福
寺
所
蔵
の
阿
修
羅
立
像
が

東
京
と
九
州
の
国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ

た
。
3
つ
の
顔
を
も
ち
、
6
本
の
細
く
美

し
い
腕
が
の
び
、
静
か
に
合
掌
を
し
て
い

る
あ
の
日
本
で
最
も
有
名
な
仏
像
で
あ

る
。
開
館
当
時
、
一
目
こ
の
像
を
見
よ
う

と
多
く
の
人
が
博
物
館
に
足
を
運
び
、
相

当
の
待
ち
時
間
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

国
宝
を
輸
送
す
る
専
門
の
仕
事
が
あ
る

こ
と
を
先
日
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
初
め
て

知
っ
た
。
こ
の
阿
修
羅
立
像
も
当
然
国
宝

で
あ
る
。
奈
良
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の

を
東
京
や
九
州
で
展
示
す
る
の
だ
か
ら
輸

送
が
必
要
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
宅
配
さ
れ
て
い

る
今
日
、
国
宝
の
輸
送
と
聞
い
て
も
違
和

感
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

国
宝
の
輸
送
は
一
大
事
業
の
よ
う
で
あ

る
。
阿
修
羅
像
は
こ
の
世
に
一
つ
し
か
な

く
、
し
か
も
１
３
０
０
年
も
の
間
存
在
し

て
い
る
。
そ
の
国
宝
を
あ
の
美
し
い
姿
か

ら
一
つ
の
木
片
も
は
が
す
こ
と
な
く
、
朽

ち
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
木
の
腕
を
脱
落

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
道
路
の
振
動
に
耐
え

な
が
ら
往
復
２
０
０
０
キ
ロ
以
上
の
距
離

を
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
す
る
。
専
用
の
輸
送

器
具
等
を
わ
ざ
わ
ざ
開
発
・
作
成
し
、
半

年
以
上
も
前
か
ら
そ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

備
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
輸
送
の
責

任
者
に
か
か
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
の

も
の
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の
を
ど
う

し
て
わ
ざ
わ
ざ
運
ぶ
の
か
。
奈
良
に
安
置

し
、
そ
こ
で
一
般
公
開
す
れ
ば
よ
い
で
は

な
い
か
。
県
外
で
見
た
い
人
は
、
交
通
費

を
払
っ
て
見
に
来
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
ら
の

費
用
を
す
べ
て
合
計
し
て
も
、
一
つ
し
か

な
い
国
宝
を
壊
す
リ
ス
ク
と
比
較
す
る
と

は
る
か
に
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
場
合
の
コ
ス
ト
は
、
輸
送
や
そ
の

準
備
に
か
か
る
費
用
、
国
宝
が
輸
送
中
に

破
損
し
た
場
合
の
損
害
等
が
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
一
方
で
、
奈
良
に
あ
る
時
よ

り
も
多
く
の
人
々
が
、
阿
修
羅
像
を
実
際

に
目
に
し
た
と
き
に
感
じ
る
何
か
し
ら
の

感
情
の
総
計
が
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
は
る

か
に
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
世
界
に
あ
る
貴
重
な
宝
が
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
へ
移
動
、
展
示
さ
れ
る
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
行
さ
れ
、
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
多
く
の
人
々
が
貴
重
な

満
足
を
得
て
い
る
。

　

費
用
と
便
益
を
比
較
し
て
、
便
益
が
費

用
を
上
回
れ
ば
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

行
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
非
常
に
シ
ン

プ
ル
で
客
観
的
で
あ
る
た
め
に
、
今
日
政

策
判
断
に
も
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
が

一
方
で
す
べ
て
を
金
銭
換
算
し
て
比
較
す

る
こ
と
へ
の
抵
抗
や
批
判
も
多
く
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
金
銭
換
算
す
る
こ
と
が

愚
か
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て

も
、
政
策
の
方
向
に
よ
っ
て
は
、
犠
牲
に

な
っ
た
り
さ
ら
に
は
存
在
も
疑
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
際
、
自
ら

の
主
張
を
相
手
に
き
っ
ち
り
と
伝
え
る
た

め
に
も
金
銭
換
算
に
よ
る
費
用
と
便
益
の

比
較
の
方
法
は
非
常
に
役
に
た
つ
。

 

■

山
鹿
久
木　
准
教
授
（
都
市
経
済
学
）

人
間
と
経
済
学

2009年
5月8日
金曜日
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チャペル講話
　

経
済
学
が
他
の
科
学
的
な
分
析
を
行
う

学
問
（
例
え
ば
物
理
学
）
と
異
な
る
点
は

そ
の
分
析
対
象
が
〝
考
え
・
思
考
〞
す
る

と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
経
済
学
は
物
理

学
と
同
様
に
数
式
や
図
を
多
用
し
事
象
を

分
析
す
る
学
問
で
す
が
、
思
考
し
な
い
物

体
を
扱
う
物
理
学
な
ど
と
比
較
し
て
、
思

考
す
る
物
体
を
対
象
と
す
る
分
あ
る
意
味

よ
り
複
雑
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
た
と
え

ば
発
射
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
弾
道
を
物
理

学
で
計
算
す
る
場
合
に
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
に

加
え
ら
れ
た
力
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
形
状
、
空

気
抵
抗
等
な
ど
様
々
な
こ
と
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
軌

跡
を
は
じ
き
出
す
の
に
そ
の
燃
料
が
少
な

く
な
っ
て
軽
く
な
っ
た
場
合
や
気
圧
が
低

く
な
っ
た
場
合
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う

に
思
考
し
行
動
を
変
え
る
か
な
ど
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
経
済
学
で
は
状
況
に
応
じ
て
人
間

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
そ
の
行
動
を
変
え

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
点
で
は
分
析
が
よ

り
複
雑
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

経
済
学
は
思
考
す
る
物
体
（
つ
ま
り
人

間
）
の
活
動
を
分
析
す
る
学
問
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
経
済
学
で

は
現
在
の
状
況
だ
け
で
な
く
人
々
が
将
来

に
対
し
て
抱
く
〝
期
待
〞
が
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
自
然
に
分
か
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
が
物
事
を
考

え
現
在
行
う
べ
き
行
動
に
関
し
て
意
思
決

定
を
行
う
時
に
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
現

在
の
状
況
だ
け
で
な
く
将
来
状
況
が
ど
う

変
化
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
て

現
時
点
の
行
動
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
（
経
済
学
に
お

け
る
期
待
の
重
要
性
に
つ
い
て
）
例
を
挙

げ
て
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

期
待
が
経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
に
関

し
て
の
例
と
し
て
は
近
年
の
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
の
発
生
原
因
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
米
国
の
住
宅
価
格
は
過
去
20
年
間

趨
勢
的
に
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
上

昇
ト
レ
ン
ド
は
人
々
に
住
宅
価
格
は
上
が

り
続
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を

植
え
付
け
ま
し
た
。
す
る
と
住
宅
ロ
ー
ン

を
提
供
す
る
銀
行
な
ど
は
、
住
宅
価
格
は

ま
だ
上
が
る
の
で
た
と
え
通
常
の
ロ
ー
ン

審
査
を
パ
ス
で
き
な
い
よ
う
な
人
に
ロ
ー

ン
を
提
供
し
て
仮
に
返
済
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
住
宅
を
取
り
上
げ
て
し
ま
え

ば
損
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
信
用
力

の
低
い
人
に
ど
ん
ど
ん
住
宅
ロ
ー
ン
を
組

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
の
発
生
の
背
景
の
一
つ

に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
金
利
方
式
や
支
払
い
方

法
の
特
性
と
相
ま
っ
て
（
金
利
方
式
は
変

更
可
能
金
利
で
導
入
時
期
は
低
金
利
、
支

払
方
式
は
借
入
当
初
の
時
期
に
お
い
て
は

金
利
の
み
で
一
定
期
間
後
金
利
＋
元
金
の

支
払
）、
そ
の
後
市
場
金
利
が
上
昇
し
た

と
き
に
多
量
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の

焦
げ
付
き
に
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
の
波
及
効
果
は
こ
こ
で
は

詳
し
く
述
べ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
例
で
示
し

た
い
こ
と
は
、
人
々
の
期
待
が
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
の
発
生
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

上
の
例
で
も
解
る
と
お
り
、
人
間
の
行

動
の
集
合
体
で
あ
る
経
済
を
分
析
す
る
上

で
は
人
間
が
抱
く
期
待
と
い
う
も
の
を
考

慮
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
す
。

近
代
の
経
済
学
は
人
々
の
期
待
形
成
の
影

響
を
数
学
的
手
法
を
用
い
詳
細
に
理
論
化

し
そ
の
影
響
を
定
量
的
に
分
析
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
近
代
経
済
学
は
経
済
政
策

な
ど
の
経
済
へ
の
影
響
の
有
無
だ
け
で
な

く
、
そ
の
政
策
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
効
果

を
与
え
え
る
の
か
（
換
言
す
る
と
、
ど
れ

ほ
ど
そ
の
政
策
が
重
要
な
の
か
）
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

■

岡
田
敏
裕　

准
教
授
（
マ
ク
ロ
経
済
学
）

期
待
と
経
済
活
動

2009年
5月26日
火曜日
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経済と人間
　

内
閣
府
が
２
０
０
９
年
12
月
９
日
に
発

表
し
た
同
年
７
│
９
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
二
次
速
報
値
は
、
物
価
変
動

の
影
響
を
除
い
た
実
質
で
前
年
比

０
・
３
％（
年
率
で
１
・
３
％
）と
な
っ
た
。

11
月
発
表
の
一
次
速
報
値
の
同
１
・
２
％

（
同
４
・
８
％
）
か
ら
大
幅
に
下
方
修
正

さ
れ
た
。
日
銀
が
8
日
に
発
表
し
た
11
月

の
貸
出
・
資
金
吸
収
動
向
に
よ
る
と
、
全

国
銀
行
の
貸
出
残
高
は
前
年
同
月
比

０
・
１
％
増
の
４
０
０
兆
５
０
８
７
億
円

と
な
っ
た
。
46
ヵ
月
連
続
の
増
加
だ
が
、

伸
び
率
は
11
ヵ
月
続
け
て
減
少
し
た
。

２
０
０
８
年
秋
の
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
」
に
よ
る
金
融
危
機
の
影
響
で
前
年
同

月
の
貸
出
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
反
動
で
あ

る
。
ま
た
、
11
月
27
日
に
総
務
省
が
発
表

し
た
10
月
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
生

鮮
食
品
を
除
い
た
「
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
が
前

年
同
月
比
で
２
・
２
％
低
下
し
、
８
ヵ
月

連
側
で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
昨
秋
の
世
界
的
な
金
融
危
機
か
ら
の

景
気
回
復
は
極
め
て
緩
慢
な
状
態
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
少
子
高
齢

化
や
地
球
温
暖
化
、
急
速
な
円
高
な
ど
の

構
造
要
因
に
、
さ
ら
に
雇
用
情
勢
の
悪
化

と
そ
れ
に
伴
う
雇
用
者
所
得
の
低
下
、
消

費
の
低
迷
な
ど
の
景
気
循
環
的
要
因
が
重

な
り
、
日
本
経
済
は
「
二
番
底
」
の
リ
ス

ク
に
さ
え
直
面
す
る
極
め
て
深
刻
な
事
態

に
陥
っ
て
い
る
。

　

１
９
８
０
年
代
以
前
の
日
本
の
産
業
金

融
モ
デ
ル
は
、「
メ
ー
ン
バ
ン
ク
制
度
」

等
を
特
徴
と
す
る
「
価
値
創
造
支
援
型
金

融
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
金
融
の
自
由
化

の
進
展
に
よ
り
資
産
価
格
に
歪
み
が
生
じ

て
新
た
な
収
益
機
会
が
広
が
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
効
か
せ
た
「
裁
定
型

金
融
」
の
投
資
銀
行
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ

の
裁
定
型
金
融
は
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
典

型
的
な
投
資
行
動
で
あ
る
①
理
論
値
よ
り

割
安
の
金
融
商
品
に
は
ロ
ン
グ
・
ポ
ジ

シ
ョ
ン
（
買
い
持
ち
）、
②
理
論
値
よ
り

も
割
高
の
金
融
商
品
に
は
シ
ョ
ー
ト
・
ポ

ジ
シ
ョ
ン(

売
り
持
ち)

を
と
る
。
従
来
は

適
切
な
取
引
手
段
（
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商

品
）
が
な
く
、
取
引
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
種
々
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
そ
れ

ら
を
取
引
対
象
と
す
る
金
融
技
術
革
新
が

実
現
し
た
。
こ
の
結
果
、「
裁
定
取
引
」

が
実
現
し
、
一
物
一
価
が
成
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
世
界
的
に
金
融
市

場
が
効
率
化
し
、
収
益
機
会
が
消
失
し

た
。
こ
れ
を
理
論
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、

「
適
切
な
価
格
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
し
、
裁
定
型
金
融
モ
デ
ル
の
成
功
を

象
徴
す
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
情
報
の

非
対
称
性
や
不
公
正
取
引
に
よ
る
高
収
益

の
獲
得
競
争
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①

「
安
く
買
う
」
た
め
に
は
、
売
り
手
に
適

切
な
情
報
を
与
え
な
い
で
取
引
し
、②「
高

く
売
る
」
た
め
に
は
、
金
融
商
品
の
リ
ス

ク
特
性
を
隠
し
て
取
引
す
る
。
ま
さ
に
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
は
そ
の
典
型

で
あ
る
。

　

一
方
で
２
０
０
０
年
以
降
、
米
国
の
経

常
収
支
赤
字
の
拡
大
と
、
中
国
や
ア
ジ
ア

の
新
興
国
・
産
油
国
の
経
常
収
支
黒
字
拡

大
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
」
が
拡
大
し
、
黒
字
国
か
ら
赤
字
国
へ

の
国
際
資
本
移
動
が
こ
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス

を
金
融
面
で
支
持
し
た
。
ま
た
、
国
内
経

済
全
体
に
占
め
る
金
融
部
門
の
比
率
が
上

昇
し
、「
金
融
の
深
化
」
が
急
速
に
進
展

し
た
。

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を
契
機
と
し
た
今

次
の
世
界
的
な
金
融
・
経
済
危
機
は
、
高

レ
バ
レ
ッ
ジ
経
営
に
よ
る
「
市
場
の
失

敗
」
と
〝T

oo Big to Fail

〞
を
軽
視
し

て
金
融
機
関
を
十
分
に
規
制
・
監
督
し
な

か
っ
た
「
政
府
の
失
敗
」
と
が
重
な
っ
て

発
生
し
た
。
高
額
の
報
酬
を
得
て
金
融
機

関
を
破
綻
さ
せ
た
経
営
者
に
対
す
る
国
民

（
＝
納
税
者
）
の
反
感
と
そ
れ
を
利
用
す

る
政
治
家
の
行
動
は
、
将
来
の
危
機
再
発

を
防
止
す
る
金
融
規
制
・
監
督
制
度
改
革

を
促
進
す
る
と
は
い
え
な
い
。

　
「
バ
ブ
ル
経
済
」
崩
壊
後
、「
失
わ
れ
た

十
年
」
と
い
う
日
本
経
済
の
失
敗
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
、
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間

投
資
の
促
進
に
よ
る
高
度
知
識
集
約
型
産

業
へ
の
転
換
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
金
融
面
に
お

け
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠

の
条
件
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
家

計
貯
蓄
率
の
低
下
と
経
常
収
支
黒
字
の
縮

小
は
上
記
の
政
策
対
応
の
時
間
的
余
裕
の

縮
小
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
事
態
を
正

し
く
理
解
で
き
る
有
能
な
政
治
家
の
輩
出

と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
選
挙
民
＝
国
民
の

意
識
の
高
度
化
が
、
今
ほ
ど
厳
し
く
問
わ

れ
る
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
歴
史

上
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
さ
え
言
え

る
。 

■

春
井
久
志　
教
授
（
国
際
金
融
論
）

世
界
同
時
金
融
危
機
と
日
本
の
対
応

2009年
5月27日
水曜日
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チャペル講話
　

昭
和
二
十
四
年
三
月
、
私
は
大
学
に
入

学
す
る
た
め
に
四
十
三
名
の
生
徒
達
と
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。「
先
生
、き
っ
と
帰
っ

て
く
る
が
か
え
？
」「
う
ん
、
う
ん
と
む

く
っ
て
（
勉
強
し
て
）
帰
っ
て
く
る
き
に

待
ち
よ
れ
よ
」「
う
そ
じ
ゃ
、
先
生
は
都

会
の
人
に
な
り
た
い
が
じ
ゃ
」「
う
そ
言

う
も
ん
か
、
帰
っ
て
き
て
お
ま
ん
ら
の
弟

や
妹
を
こ
じ
ゃ
ん
と
（
び
し
っ
と
）
教
え

ち
ゃ
る
き
に
み
ち
ょ
り
や
」「
あ
あ
お
そ

ろ
し
い
、
も
っ
と
こ
お
お
な
っ
て
（
怖
く

な
っ
て
）
戻
っ
て
く
る
が
か
、
そ
り
ゃ
、

た
ま
ら
ん
ろ
う
。
け
ん
ど
ま
っ
こ
と
（
ほ

ん
と
う
に
）
戻
っ
て
来
て
や
。」

　

私
は
山
峡
の
僻
地
校
に
勤
め
て
二
年
、

夏
は
雷
が
下
か
ら
聞
こ
え
、
秋
は
谷
間
か

ら
霧
が
湧
き
上
り
、
冬
は
大
雪
で
三
、四

日
も
休
校
、
春
の
訪
れ
の
遅
い
県
境
の
地

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
神
戸
か
ら

戦
時
中
に
疎
開
し
て
い
た
姉
を
訪
ね
て
、

高
知
県
長
岡
郡
豊
永
村
落
合
を
初
め
て
訪

れ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
春
、
関
学
理
工

科
を
卒
業
し
た
時
で
し
た
。
生
来
の
ロ
マ

ン
チ
ス
ト
で
あ
る
私
は
そ
の
桃
源
郷
に
も

に
も
似
た
山
村
の
佇
ま
い
に
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
秘
境
祖
谷
と
嶺
で
接
す
る
平
家
伝

説
の
残
る
寒
村
で
し
た
。
そ
の
年
か
ら
始

ま
る
新
制
中
学
の
教
師
の
な
り
手
が
い
な

い
の
を
知
り
、
即
座
に
こ
の
土
地
の
教
師

に
な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

校
舎
は
部
落
か
ら
急
な
坂
を
登
っ
た
斜

面
中
腹
に
あ
り
、
元
小
学
校
の
老
朽
校
舎

を
利
用
し
た
も
の
で
、
隙
間
だ
ら
け
の
板

壁
や
床
、
屋
根
瓦
は
あ
ち
こ
ち
で
割
れ
、

風
雨
の
時
は
大
変
で
し
た
。
そ
れ
に
も
ま

し
て
冬
、
寒
風
が
床
の
下
か
ら
吹
き
上
げ

て
く
る
の
に
は
私
も
生
徒
も
震
え
あ
が
り

ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
校
庭
か
ら
外
に
出
る

と
遥
か
下
の
谷
ま
で
拾
い
に
走
り
お
り
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
生
徒
達
は
学

校
に
来
る
の
が
楽
し
み
で
、
峠
を
越
え
、

谷
の
丸
太
橋
を
渡
っ
て
や
っ
て
来
て
、
放

課
後
遅
く
ま
で
な
か
な
か
帰
ろ
う
と
し
な

い
の
は
、
き
つ
い
山
仕
事
や
畑
仕
事
の
手

伝
い
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
し
た
。
生
徒
の

欠
席
が
何
日
か
続
く
と
そ
の
子
の
家
に
行

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
学
校
な
ぞ
に
行
っ

て
勉
強
し
て
も
な
ん
の
役
に
も
た
た
ん
、

そ
れ
よ
り
山
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
大

事
」
と
い
う
親
に
、
子
供
を
学
校
に
来
さ

せ
て
く
れ
る
よ
う
に
説
得
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
あ
る
家
に
行
く
と
、
母
親
が

密
造
の
焼
酎
を
飲
ん
で
い
て
「
娘
に
学
校

に
行
っ
て
も
か
ま
わ
ん
が
、
行
く
前
に
洗

濯
を
し
、
畑
の
草
を
と
っ
て
か
ら
に
せ
え

言
う
ち
ゃ
あ
る
、
先
生
、
わ
し
の
言
い
よ

る
こ
と
が
ま
ち
ご
う
ち
ょ
る
か
ね
。
ま

あ
、
先
生
も
ま
だ
若
い
、
わ
し
の
相
手
を

し
て
焼
酎
の
五
合
で
も
の
ま
に
ゃ
話
に
な

ら
ん
。
ま
あ
ち
ょ
く
っ
と
飲
み
や
。」
と

ア
ル
コ
ー
ル
度
六
十
度
以
上
の
密
造
物
を

強
要
さ
れ
、
相
手
を
し
な
が
ら
説
得
す
る

う
ち
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
討
ち
死
に
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
そ
ば
で
哀

願
す
る
よ
う
な
眼
差
し
で
私
を
見
て
い
た

女
の
子
は
、
学
校
に
来
る
こ
と
を
一
度
は

許
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
ヶ
月
も
経
た
ぬ
う

ち
に
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
度
か
説
得

に
行
き
ま
し
た
が
無
駄
で
し
た
。
そ
の
時

の
子
は
今
で
も
何
か
の
折
に
手
紙
や
電
話

を
く
れ
ま
す
。
あ
の
頃
の
私
は
あ
の
「
や

ま
び
こ
学
校
」
の
教
師
そ
の
ま
ま
の
生
活

で
し
た
。

　

大
学
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
彼
ら
と
の

約
束
を
忘
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
専
攻
の
講
義
以
外
に
農
村
社
会
学
や

教
育
学
の
講
義
を
と
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
専
攻
の
学
科
に
次
第
に
の
め
り
こ

み
、
卒
業
と
同
時
に
大
学
院
に
進
み
、
卒

業
し
た
ら
帰
っ
て
来
る
と
い
う
子
供
達
と

の
約
束
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
、
約

束
は
守
ら
れ
ず
、
三
田
学
園
高
校
に
奉
職

し
、
生
徒
達
を
裏
切
る
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
は
私
を
忘
れ
ず
赦
し
、

二
十
五
年
ぶ
り
に
皆
で
先
生
に
会
い
に
行

こ
う
と
二
十
三
名
が
宝
塚
に
や
っ
て
来
て

く
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
九
月

二
十
七
日
、
彼
ら
と
私
は
長
い
年
月
の
後

の
対
面
を
し
ま
し
た
。
す
っ
か
り
山
の
お

じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
彼
ら

を
、
ひ
で
、
ま
す
、
た
ろ
う
、
く
ま
、
み

か
、
ち
と
え
、
け
い
こ
…
と
そ
の
頃
の
呼

び
名
で
呼
び
な
が
ら
共
に
眠
ら
れ
ぬ
夜
を

飲
み
か
つ
語
り
明
か
し
ま
し
た
。

　

私
の
教
師
生
活
四
十
年
の
最
初
の
二
年

は
残
り
の
三
田
学
園
、
関
西
学
院
で
の

三
十
八
年
と
違
っ
た
経
験
と
し
て
忘
れ
ら

れ
ら
れ
な
い
一
頁
で
あ
り
ま
す
。 

■

前
田
高
志　

教
授
（
財
政
学
）

私
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か

　

│
あ
る
教
師
の
回
想
よ
り
│

2009年
5月28日
木曜日
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経済と人間
　

２
０
０
８
年
９
月
の
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
」
で
、
同
年
10
月
か
ら

２
０
０
９
年
３
月
に
か
け
、
わ
が
国
の
貿

易
量
は
３
割
も
減
少
し
、
こ
れ
が
自
動
車

を
中
心
に
製
造
業
を
直
撃
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
年
率
11
〜
13
％
も
引
き

下
げ
る
ほ
ど
で
し
た
。
労
働
力
の
「
ジ
ュ

ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
」
と
し
て
拡
大
し

て
き
た
労
働
者
派
遣
・
請
負
業
を
中
心

に
、
急
激
な
雇
用
崩
壊
が
起
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
済
危
機
に
対
し
、
先
進
諸
国

の
財
政
出
動
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、
中
国
・
韓
国
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
協
調
し
て

講
じ
た
景
気
対
策
は
、
域
内
の
貿
易
及
び

生
産
の
Ｖ
字
型
回
復
に
予
想
以
上
の
効
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
経

済
統
合
が
進
む「
東
ア
ジ
ア
の
活
力
」を
、

ど
う
取
り
込
む
か
が
、
長
期
的
に
み
て
人

口
減
少
下
で
内
需
拡
大
に
も
限
界
の
あ
る

日
本
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
期
待
に
か
か
わ
ら
ず
、

２
０
０
９
年
の
日
本
の
経
済
成
長
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
Ｇ
７
諸
国
の
な
か
で

最
悪
に
見
え
ま
す
。ど
う
し
て
、日
本
は
、

「
東
ア
ジ
ア
の
活
力
」
を
引
き
込
め
な
い

の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
意
外
な
ほ
ど

に
、
大
き
な
問
題
が
隠
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　

第
１
に
、
東
ア
ジ
ア
通
貨
を
米
ド
ル
か

ら
切
り
離
し
、
域
内
為
替
相
場
の
安
定
化

を
図
る
仕
組
が
な
い
こ
と
で
す
。

保
有
す
る
多
額
の
ド
ル
資
産
の
減
価
を
恐

れ
る
中
国
ほ
か
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
対
ド

ル
相
場
の
切
下
げ
を
回
避
し
よ
う
と
す
る

た
め
、
対
ド
ル
相
場
が
変
動
し
切
り
上
が

る
円
と
の
か
い
離
を
生
じ
ま
す
。
こ
れ

が
、
日
本
国
内
に
生
産
拠
点
を
維
持
し
付

加
価
値
を
生
ん
で
き
た
域
内
の
分
業
構
造

を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
の
で
す
。

　

第
２
は
、
日
本
企
業
が
、
東
ア
ジ
ア
で

生
産
し
欧
米
を
最
終
消
費
市
場
と
す
る
戦

略
か
ら
、
中
国
な
ど
新
興
国
を
最
終
市
場

と
す
る
戦
略
に
転
換
す
る
の
は
容
易
で
な

い
こ
と
で
す
。

日
本
企
業
は
、
モ
ノ
づ
く
り
で
は
世
界
最

高
の
水
準
を
極
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
欧

米
市
場
を
念
頭
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
即

ち
、
東
ア
ジ
ア
で
生
産
は
得
意
で
も
、
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
網
を
広
げ
、
現
地
市
場
に

食
い
込
む
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
が
乏
し
い
の

で
す
。

　

第
３
に
、
東
ア
ジ
ア
人
材
と
し
て
の
日

本
人
の
育
成
・
活
用
が
後
手
に
回
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

経
済
危
機
後
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
大
学

に
留
学
し
て
い
た
ア
ジ
ア
人
材
は
、
こ
れ

か
ら
東
ア
ジ
ア
こ
そ
活
躍
の
場
と
み
て
帰

り
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
中
国
人
、

イ
ン
ド
人
や
韓
国
人
は
多
く
含
ま
れ
ま
す

が
、
同
窓
生
に
日
本
人
が
あ
ま
り
に
少
な

い
の
で
す
。
一
緒
に
学
び
生
活
し
た
経
験

を
持
っ
た
人
材
が
東
ア
ジ
ア
で
協
働
す
る

未
来
を
展
望
し
よ
う
と
し
て
も
、
日
本
の

将
来
に
、
懸
念
を
持
た
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。

　

第
１
の
課
題
の
解
決
に
は
、
国
際
経
済

秩
序
に
関
す
る
巨
大
な
構
想
が
、
第
２
の

課
題
に
は
、
日
本
企
業
の
国
際
経
営
の
抜

本
的
革
新
が
、
第
3
に
は
、
東
ア
ジ
ア
を

視
野
に
い
れ
た
人
材
戦
略
が
必
要
で
す
。

　

本
日
の
聖
書
の
箇
所
（
ロ
ー
マ
の
信
徒

へ
の
手
紙
第
８
章
18
〜
25
節
）
で
、
パ
ウ

ロ
は
、
現
在
の
苦
難
と
将
来
へ
の
希
望
を

語
り
、「
心
の
な
か
で
う
め
き
な
が
ら
待

ち
望
む
」、「
目
に
見
え
な
い
も
の
を
望
ん

で
い
る
な
ら
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

な
希
望
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現

代
世
界
で
、
困
難
に
打
ち
ひ
し
が
れ
ず
、

希
望
を
持
っ
て
生
き
る
た
め
に
は
、
経
済

学
的
な
素
養
や
現
実
に
関
す
る
知
識
に
立

脚
し
た
構
想
力
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
パ
ウ
ロ
の
よ

う
に
、「
心
の
な
か
で
う
め
く
」
よ
う
に

希
望
を
持
ち
続
け
、
将
来
の
た
め
に
、
今

こ
そ
自
ら
を
鍛
え
準
備
を
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

 

（
了
）

井
口　

泰　

教
授
（
労
働
経
済
学
）

日
本
経
済
は
な
ぜ「
東
ア
ジ
ア
の
活
力
」

を
引
き
込
め
な
い
の
か

2009年
5月29日
金曜日
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中
国
の
経
済
発
展
が
大
き
く
変
化
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
は
、
１
９
７
８

年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
11

期
第
三
回
中
央
全
体
会
議
で
あ
っ
た
。
そ

の
会
議
で
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
経
済
と
い

う
経
済
運
営
か
ら
経
済
改
革
・
開
放
政
策

へ
と
一
歩
踏
み
出
し
た
。
そ
の
よ
う
な
変

化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
農
業
生
産
は

停
滞
し
、
工
業
部
門
国
有
企
業
の
労
働
者

の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
と
い
う
経

済
状
況
で
あ
っ
た
。

　

約
30
年
の
経
済
改
革
・
開
放
政
策
は
、

高
い
経
済
成
長
率
を
も
た
ら
し
、
90
年
に

３
２
０
ド
ル
で
あ
っ
た
一
人
当
た
り
国
民

所
得
は
、
２
０
０
６
年
に
は
２
０
０
０
ド

ル
に
達
し
た
。
輸
出
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
割
合
で

示
す
と
、
90
年
に
19
・
０
％
、
２
０
０
０

年
に
23
・
３
％
で
あ
っ
た
が
、
２
０
０
７

年
に
は
40
・
７
％
と
急
増
し
て
き
た
。
外

資
の
流
入
額
は
、85
年
に
19
・
６
億
ド
ル
、

90
年
に
34
・
９
億
ド
ル
、
９
５
年
に

３
７
５
・
２
億
ド
ル
、
２
０
０
０
年
に

４
０
７
・
２
億
ド
ル
、
２
０
０
５
年
に

６
０
３
・
３
億
ド
ル
、
２
０
０
８
年
に
は

９
２
４
億
ド
ル
に
ま
で
達
し
た
。
中
国
の

外
貨
準
備
高
は
、
８
０
年
代
に
大
き
く
変

動
し
て
き
た
が
、
92
年
の
１
９
４
・

４
３
億
ド
ル
か
ら
増
加
し
始
め
、
９
６
年

に
は
１

０

５

０
・
４

９

億
ド
ル
、

２
０
０
１
年
に
は
２
１
２
１
・
６
５
億
ド

ル
、
２
０
０
７
年
に
は
１
５
２
８
２
・

49
億
ド
ル
を
急
激
に
増
加
し
、
世
界
一
の

外
貨
準
備
高
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
マ
ク
ロ
経
済
指
標
は
、
素
晴
ら

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
済
成
果
を
も
た
ら
し
た
大

き
な
要
因
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
経

済
改
革
・
開
放
政
策
を
始
め
た
最
重
要
目

的
は
、
農
業
、
特
に
食
糧
の
生
産
増
大
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
般
的
に
非
弾

力
的
な
需
要
曲
線
に
直
面
す
る
農
民
に
対

し
て
、
政
府
は
食
糧
の
割
当
量
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
価
格
で
農
民
か
ら
購

入
し
、
割
当
量
以
上
生
産
し
た
場
合
に
は

さ
ら
に
高
い
価
格
で
購
入
す
る
制
度
を
導

入
し
、
食
糧
の
生
産
量
の
あ
る
一
定
量
を

政
府
に
納
め
、
増
加
し
た
食
糧
の
生
産
は

家
族
の
も
の
と
な
る
農
家
生
産
請
負
制
を

実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
変
更
が
、
農

家
に
対
し
て
大
き
な
生
産
増
加
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
も
た
ら
し
、
農
村
改
革
は
大

成
功
し
た
。
現
在
、
中
国
の
重
要
な
課
題

の
１
つ
に
所
得
格
差
が
あ
る
が
、
農
村
改

革
を
重
視
し
た
期
間
に
は
中
国
に
お
け
る

所
得
格
差
は
む
し
ろ
縮
小
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
市
場

経
済
の
拡
大
の
中
で
、
企
業
は
生
産
す
れ

ば
売
れ
る
状
況
が
う
ま
れ
、
こ
れ
が
企
業

の
発
展
に
貢
献
し
た
。
１
９
９
２
年
初
め

に
は
、
当
時
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
鄧
小

平
の
南
巡
講
話
が
あ
り
、
こ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
大
量
の
外
貨
の
流
入
、
国
内
投
資

の
増
大
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の

重
要
な
制
度
変
更
は
、
現
代
企
業
制
度
の

導
入
で
、
中
小
国
有
企
業
の
私
営
化
・
株

式
化
が
あ
り
、
企
業
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
１
年
12
月
の

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
は
、
生
産
拠
点
と
し

て
の
中
国
だ
け
で
な
く
、
市
場
と
し
て
の

中
国
の
存
在
が
大
き
く
な
り
、
貿
易
の
拡

大
と
国
内
市
場
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
、
外

資
・
国
内
企
業
に
と
っ
て
も
生
産
を
拡
大

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
中
国
経
済
の
発
展
の
節
目
に

は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
機
能
し
、
そ
れ

が
経
済
発
展
に
つ
な
が
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
は
所
得
格
差
や

環
境
問
題
な
ど
様
々
な
大
き
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
分
野
は
、
一
般
的
に
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
い
て
い
な
い
分
野
で
あ
る
と

言
え
る
。

 

■

伊
藤
正
一　
教
授
（
ア
ジ
ア
経
済
論
）

中
国
の
経
済
発
展
と
そ
の
課
題

2009年
6月1日
月曜日
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筆
者
の
好
き
な
小
説
家
に
山
崎
豊
子
さ

ん
が
い
る
。
き
っ
か
け
は
２
０
０
３
年
放

送
の
ド
ラ
マ
『
白
い
巨
塔
』
で
そ
の
原
作

本
を
皮
切
り
に
氏
の
作
品
の
大
半
を
拝
読

し
た
。
そ
の
後
２
０
０
５
年
に
『
女
系
家

族
』、２
０
０
７
年
に『
華
麗
な
る
一
族
』、

そ
し
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
は
今
秋
、
氏
の
中
で

最
長
編
で
あ
る
『
不
毛
地
帯
』
を
ド
ラ
マ

化
し
、
更
に
初
の
映
像
化
と
な
る
『
沈
ま

ぬ
太
陽
』（
映
画
）
も
今
秋
放
映
す
る２

。

テ
レ
ビ
・
映
画
界
に
は
一
種
の
山
崎
ブ
ー

ム
が
起
こ
っ
て
お
り
氏
の
フ
ァ
ン
で
あ
る

筆
者
に
は
嬉
し
い
が
、
安
易
な
映
像
化
の

感
も
あ
る
。２
０
０
３
年
の『
白
い
巨
塔
』

の
高
視
聴
率
を
見
た
関
係
者
は
こ
ぞ
っ
て

「
氏
の
作
品
な
ら
間
違
い
な
く
当
た
る
」

と
踏
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
へ
豪
華
俳
優

陣
を
投
入
す
れ
ば
高
視
聴
率
間
違
い
な
し

と
い
う
思
惑
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
典
型

が
２
０
０
７
年
の
『
華
麗
な
る
一
族
』
で

あ
る
。
こ
こ
に
木
村
拓
哉
さ
ん
を
配
し
た

Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
『
白
い
巨
塔
』

を
越
え
る
意
気
込
み
だ
っ
た
に
違
い
な
い

が
、
結
果
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
た３

。

　

実
は
筆
者
の
専
門
の
国
際
経
済
学
で
も

同
じ
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
２
０
０
３
年

に
メ
リ
ッ
ツ
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
教
授
が

発
表
し
た
論
文
は
忽
ち
有
名
に
な
り
、
そ

れ
を
基
に
し
た
論
文
が
文
字
通
り
山
の
よ

う
に
出
て
き
た
。
筆
者
は
こ
の
分
野
に
は

興
味
が
な
い
が
、
国
際
学
会
に
行
く
と
余

り
に
も
そ
の
分
野
の
論
文
が
多
く
驚
い

た
。
た
だ
こ
の
傾
向
へ
の
筆
者
（
も
含
め

た
複
数
の
学
者
）
の
見
方
は
冷
や
や
か
で

ブ
ー
ム
は
間
も
な
く
落
着
く
と
見
る
。

　

あ
る
も
の
が
当
た
っ
た
時
に
そ
の
二
番

煎
じ
を
狙
う
事
自
体
は
当
然
で
あ
り
、
学

問
の
発
展
は
大
半
が
過
去
の
研
究
を
土
台

と
し
完
璧
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
は
皆
無

に
近
い
。
た
だ
重
要
な
の
は
ど
れ
だ
け
の

付
加
価
値
を
付
け
た
か
で
あ
る
。
国
際
的

に
著
名
な
雑
誌
か
ら
発
表
さ
れ
た
論
文
に

共
通
す
る
の
は
、
土
台
自
体
は
過
去
の
研

究
に
基
づ
い
て
い
て
も
そ
こ
に
著
者
の
新

た
な
視
点
が
加
わ
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。

先
日
「
貿
易
、
環
境
及
び
資
源
」
と
題
す

る
国
際
学
会
（
香
港
で
開
催
）
に
参
加
し

た
。
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
論
文
は
全
て
国

際
経
済
学
で
は
お
馴
染
み
の
土
台
を
使
っ

て
い
た
が
、
そ
の
全
て
が
環
境
汚
染
・
資

源
採
掘
な
ど
今
の
世
界
経
済
に
と
っ
て
重

要
な
問
題
を
加
味
し
て
お
り
充
分
な
付
加

価
値
を
持
つ
高
質
な
論
文
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

　

大
学
ま
た
は
今
後
の
実
社
会
の
中
で
皆

さ
ん
が
行
う
仕
事
も
多
く
は
既
に
開
拓
さ

れ
た
も
の
の
二
番
煎
じ
で
あ
る
。
二
番
煎

じ
と
い
う
と
聞
こ
え
が
悪
い
が
、
そ
れ
に

大
き
な
付
加
価
値
を
付
け
る
と
そ
の
仕
事

は
一
番
煎
じ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
０
０
８
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受

け
た
ク
ル
ー
グ
マ
ン
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

教
授
が
１
９
９
１
年
に
発
表
し
た
論
文
は

経
済
地
理
学
で
は
一
番
煎
じ
の
論
文
と
し

て
有
名
だ
が
、
実
は
そ
れ
は
彼
が

１
９
８
０
年
に
発
表
し
た
国
際
経
済
学
の

論
文
の
二
番
煎
じ
で
あ
る
。
だ
が
91
年
の

論
文
は
あ
ま
り
に
も
付
加
価
値
が
大
き
い

の
で
一
番
煎
じ
の
論
文
に
登
り
つ
め
、
そ

の
論
文
に
基
礎
を
置
く
新
た
な
研
究
を
多

く
誘
発
し
た
。
筆
者
が
皆
さ
ん
に
も
そ
し

て
自
分
自
身
に
も
戒
め
た
い
の
は
真
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
仕
事
を
追
う
と
共
に
、
た
と

え
二
番
煎
じ
で
も
高
い
付
加
価
値
を
付
け

た
仕
事
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
い
う
事
で

あ
る
。

 

■

１　

本
稿
は
２
０
０
９
年
5
月
に
執
筆
さ
れ
た
。

２　

現
在
単
行
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
氏
の
最
新
作

『
運
命
の
人
』
も
近
い
将
来
映
像
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

３ 　

ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
社
に
よ
る
。
た
だ
『
華
麗
な

る
一
族
』
放
送
時
に
は
『
白
い
巨
塔
』
に
よ
り
氏

が
若
年
層
に
も
知
ら
れ
て
お
り
そ
れ
に
よ
る
視
聴

率
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

藤
原
憲
二　
准
教
授
（
国
際
経
済
学
）　　
　
　
　

付
加
価
値
の
あ
る
二
番
煎
じ１

2009年
6月3日
水曜日
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最
近
、
経
済
学
の
入
門
科
目
や
基
礎
科

目
を
担
当
す
る
と
、
1
回
生
や
2
回
生
の

学
生
か
ら
講
義
の
後
、
質
問
を
受
け
る
こ

と
が
あ
る
。

学
生　
「
先
生
の
講
義
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
ん
で
す
け
ど
。。。」

私　
　
「
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
、
わ
か
ら

な
い
ん
で
す
か
？
」

学
生　
「
何
て
い
う
か
、
全
体
的
に
よ
く

わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
で
す
か
？
」

私　
　
「
そ
う
い
う
質
問
だ
と
何
を
答
え

て
い
い
の
か
、
こ
ち
ら
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
ん
だ
け
ど
。。。
あ
な
た
、
自
分
の
質
問

ぐ
ら
い
ち
ゃ
ん
と
整
理
し
て
、
質
問
に
来

て
く
だ
さ
い
。
参
考
文
献
や
講
義
レ
ジ
ュ

メ
の
具
体
的
箇
所
に
関
し
て
、
質
問
し
て

く
れ
ま
す
か
？

学
生　
「
…
…
」

　

こ
う
し
た
学
生
と
の
や
り
と
り
を
経
験

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
数
年
の
こ
と
で
あ

る
。
20
年
前
に
大
学
教
員
と
し
て
初
め
て

教
壇
に
た
っ
た
頃
は
学
生
と
、
こ
う
し
た

や
り
と
り
を
し
た
記
憶
は
あ
ま
り
な
い
。

当
時
の
学
生
は
、
教
員
に
質
問
に
来
る
と

き
は
少
な
く
と
も
「
自
分
の
言
葉
で
」、

何
が
わ
か
ら
な
い
の
か
を
自
分
で
整
理
す

る
努
力
を
し
て
か
ら
、
質
問
に
来
て
い
た

よ
う
に
思
う
。

　

こ
う
し
た
経
験
の
原
因
を
考
え
て
み
る

と
、思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る
。ど
う
も
、

関
学
生
に
限
ら
ず
最
近
の
学
生
は
、
小
中

学
生
の
と
き
か
ら「
進
学
塾
」に
通
っ
て
、

重
要
ポ
イ
ン
ト
や
問
題
の
手
っ
取
り
早
い

解
き
方
を
塾
の
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
て

育
っ
て
き
た
人
が
多
い
。我
「々
オ
ジ
ン
」

が
育
っ
た
頃
と
は
違
っ
て
、
彼
ら
は
生
活

全
般
で
も
、
洗
濯
も
全
自
動
の
洗
濯
機
が

あ
る
し
、
食
事
も
レ
ト
ル
ト
食
品
や
冷
凍

食
品
や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で

買
っ
た
加
工
食
品
を
電
子
レ
ン
ジ
で
「
チ

ン
」
し
て
食
べ
る
な
ど
、
自
分
で
一
か
ら

汚
れ
が
す
っ
き
り
落
ち
て
「
し
わ
」
に
な

ら
な
い
か
と
か
、
ど
う
し
た
ら
お
い
し
く

安
く
早
く
作
れ
る
の
か
を
自
分
で
一
か
ら

考
え
、
工
夫
す
る
こ
と
な
く
も
少
な
い
便

利
な
時
代
に
育
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
現
代
の「
便
利
な
生
活
」は
、

企
業
が
消
費
者
の
「
楽
で
便
利
に
」
と
い

う
「
ニ
ー
ズ
」
を
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
化
し

て
お
金
や
仕
事
を
生
み
出
し
、
経
済
活
動

の
対
象
と
す
る
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
経

済
学
が
分
析
対
象
と
す
る
「
経
済
活
動
」

が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
活
動
は
確
か
に
、
現
代

の
日
本
の
我
々
の
生
活
を
快
適
で
豊
か
な

も
の
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済

活
動
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
企
業
や
人

や
社
会
か
ら
与
え
ら
れ
過
ぎ
、
自
分
自
身

が
「
食
べ
た
い
」、「
知
り
た
い
」、「
こ
う

い
う
仕
事
が
し
た
い
」、「
こ
う
い
う
人
生

を
歩
み
た
い
」
と
い
う
、
自
ら
の
本
来
の

願
い
の
達
成
の
た
め
、
自
分
の
頭
で
考

え
、
情
報
を
探
し
、
工
夫
し
よ
う
と
す
る

「
真
に
求
め
る
力
」
が
弱
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

他
方
、
テ
レ
ビ
で
女
優
の
藤
原
紀
香
さ

ん
が
、
発
展
途
上
国
の
子
供
た
ち
へ
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
通
じ
て
の
援
助
活
動
を
し
た
と
き

の
経
験
談
を
思
い
出
す
。「
餓
え
て
貧
し

く
、
近
く
に
井
戸
が
な
い
た
め
に
飲
料
や

生
活
の
た
め
に
使
う
水
を
往
復
で
1
時
間

も
か
け
て
重
い
水
瓶
を
運
ぶ
途
上
国
の
子

供
た
ち
が
、『
学
校
で
勉
強
し
た
い
』、『
病

気
を
治
す
医
師
に
な
り
た
い
』、『
こ
の
国

を
よ
く
す
る
大
統
領
に
な
り
た
い
』、
と

明
る
く
話
す
の
で
す
。」
と
い
う
紀
香
さ

ん
の
話
を
聞
い
て
、
貧
し
い
途
上
国
の
子

供
た
ち
は
、
豊
か
で
便
利
な
関
学
の
学
生

や
私
た
ち
よ
り
強
い
「
真
に
求
め
る
力
」

を
も
っ
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

は
あ
る
ま
い
。

　

ほ
ぼ
「
正
解
」
の
あ
る
問
題
の
「
解
き

方
」
を
効
率
的
に
学
ん
で
き
た
高
校
ま
で

と
違
い
、正
解
の
な
い
か
も
し
れ
な
い「
問

題
」
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
教
員
の
「
見

方
」
を
聴
き
、
自
分
で
調
べ
、
考
え
、
工

夫
し
て
自
分
な
り
の
「
答
え
」
を
探
す
と

い
う
、
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
は
お
そ
ら

く
社
会
に
出
る
た
め
の
最
後
の
学
ぶ
機
会

で
あ
る
、
関
西
学
院
大
学
で
の
学
生
生
活

で
、
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
施
設
、

自
分
の
身
体
、
頭
を
使
い
、
そ
し
て
教
員

や
友
人
と
の
議
論
、
課
外
活
動
を
通
し

て
、「
真
に
求
め
る
力
」
を
強
く
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。

新
海
哲
哉　
教
授
（
理
論
経
済
学
）

「
与
え
ら
れ
過
ぎ
る
こ
と
」と
離
れ
、

「
真
に
求
め
る
力
」を
強
く
！

2009年
6月23日
火曜日
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経済と人間
　

大
学
の
空
間
の
中
で
一
番
重
要
な
場
所

は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
教
室
だ
ろ
う
か
、
食

堂
だ
ろ
う
か
、
部
室
だ
ろ
う
か
、
体
育
館

だ
ろ
う
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
ろ
う
か
。
人

に
よ
っ
て
、
答
え
は
違
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
大
学
は
、
今
、
知
識
を
伝

達
す
る
場
所
か
ら
知
識
を
創
発
す
る
場
所

へ
と
確
実
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
、
あ
る
大

学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
聞
き
、
な
る
ほ
ど

と
思
っ
た
。
偉
い
人
の
話
を
聞
く
と
、
現

代
の
大
学
は
、
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く

力
を
与
え
る
た
め
、
課
題
を
発
見
で
き
る

人
材
を
育
成
し
、
思
考
・
表
現
な
ど
高
次

な
能
力
を
重
視
す
る
場
所
に
移
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
。
講
義
の
た
め
の
教
室
、
そ
れ

は
ま
さ
に
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
知
識
伝

達
の
場
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
現
在
の
大
学
の
空
間
と
し

て
貧
弱
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
今
後
、
大
学

と
い
う
空
間
は
、
学
生
が
自
立
し
、
異
質

な
他
人
と
付
き
合
え
る
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
教
員
と
学
生
が
議
論
し
、
と
も
に
考

え
る
場
所
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、

学
生
同
士
が
共
に
教
え
あ
い
、
学
び
あ
う

場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

校
舎
に
入
っ
た
ら
ま
ず
オ
ー
プ
ン
な
共

同
ス
ペ
ー
ス
や
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、
そ
こ

で
学
生
た
ち
は
集
い
、
議
論
し
、
友
情
を

深
め
る
。
と
き
に
は
そ
の
空
間
に
大
学
院

生
が
入
り
、
教
員
や
職
員
も
参
加
す
る
。

今
年
の
夏
、
経
済
学
部
に
そ
の
よ
う
な
空

間
が
で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
の

空
間
は
、
大
学
院
生
の
と
き
、
僕
に
数
学

と
人
生
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
の
財
政
的

貢
献
が
あ
っ
た
こ
と
も
個
人
的
に
う
れ
し

い
。
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、

あ
る
建
築
家
は
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指

摘
し
て
い
る
。ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も「
き

れ
い
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。
次
に
、

風
通
し
の
良
さ
、
全
体
が
見
渡
せ
る
こ
と

が
大
事
、
ガ
ラ
ス
張
り
で
ど
こ
か
ら
で
も

見
え
る
「
オ
ー
プ
ン
」
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
三
番
目
は
、
一

つ
の
部
屋
を
多
用
途
に
使
え
る
よ
う
に
、

机
や
椅
子
は
容
易
に
移
動
で
き
る
「
未
完

成
」
な
ス
ペ
ー
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
く
に
机
は
い
く
つ
か
で
簡
単
に
輪

に
な
る
こ
と
に
適
し
た
形
の
も
の
が
最
高

だ
そ
う
だ
。
三
番
目
は
、
ゼ
ミ
教
室
に
も

あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

　

他
の
学
部
の
学
生
や
先
生
た
ち
と
出
会

う
も
っ
と
広
い
共
同
ス
ペ
ー
ス
も
必
要

だ
。
ど
こ
で
も
Ｉ
Ｔ
利
用
が
で
き
る
場
所

は
不
可
欠
だ
し
、
食
べ
な
が
ら
、
飲
み
な

が
ら
学
習
す
る
場
所
も
必
要
だ
ろ
う
。

Ｍ 
Ｉ
Ｔ
は
い
つ
訪
問
し
て
も
学
習
空
間
が

変
わ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
会
社

も
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
よ
り
、
職
場
の
中
の
配

置
も
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
生
産
性
は
あ

が
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
椅
子
や
机

の
配
置
が
そ
の
ま
ま
で
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
て

も
成
功
し
な
い
ら
し
い
。
い
つ
ま
で
も
一

番
い
い
場
所
に
課
長
や
部
長
の
大
き
な
机

が
あ
る
の
は
、
時
代
遅
れ
な
の
だ
ろ
う
。

大
学
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
え
る
ば
か
り

で
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
教
室
の
空
間
も

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
教
室

も
、
教
卓
が
前
に
あ
り
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
学
生
た
ち
の
す
べ
て
の
席
が
あ
る
と
い

う
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら

の
教
室
は
、
学
生
た
ち
が
向
か
い
合
い
、

教
師
は
そ
の
ま
わ
り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い

る
。
教
師
に
は
教
卓
に
囲
ま
れ
た
席
は
い

ら
な
い
し
、
オ
フ
ィ
ス
に
は
部
長
や
課
長

の
固
定
席
も
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

授
業
や
ゼ
ミ
が
始
ま
る
ま
で
の
居
場

所
、
授
業
や
ゼ
ミ
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
居

場
所
、
教
室
と
食
堂
の
間
で
過
ご
せ
る
居

場
所
、
こ
の
よ
う
な
居
場
所
は
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
学
び
の
場
と
な
る
だ
ろ
う
。
日

本
で
一
番
と
い
わ
れ
て
い
る
大
学
の
先
生

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
で
こ
う
言
い

放
っ
た
。「
大
学
で
最
も
理
想
的
な
学
習

空
間
は
広
い
芝
生
で
す
」。 

■

根
岸　
紳　

教
授
︵
計
量
経
済
学
︶

講
義
と
食
事
の
間
に

新
し
い
学
び
の
場
が
あ
る

2009年
6月25日
木曜日
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チャペル講話
　

私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
資
源
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
有
効
に
活
用
し

て
、
幸
福
を
最
大
に
す
る
た
め
に
は
、
選

択
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
一
方
で
、
選
択
の
自
由
を

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
題
材
に
、「
選
択
の
自
由
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

ク
ー
ル
・
ビ
ズ
（CO

O
L BIZ

）
は
、

夏
期
に
行
な
わ
れ
る
環
境
対
策
な
ど
を
目

的
と
し
た
衣
服
の
軽
装
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
こ
と
で
、
小
泉
政
権
下
の2005

年
に
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
時
期
に
は
霞
が
関
の
中
央
官
庁

で
は
上
着
や
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
る
職
員

は
ほ
ぼ
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
治

体
も
同
じ
で
す
。

　

気
に
な
る
の
は
、「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
を

実
施
し
て
い
る
の
で
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で

お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
案
内
で
す
。
地

方
分
権
の
講
演
を
頼
ま
れ
た
と
き
に
、
主

催
者
か
ら
何
度
も
こ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
地
方
分
権
と
は
、
地
域
の
個
性

を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う

に
、
地
方
の
選
択
の
自
由
度
を
高
め
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
の
限
り
あ

る
資
源
が
有
効
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
か

ら
で
す
。

　

環
境
へ
の
負
荷
を
考
え
て
室
温
を
28
度

と
高
め
に
設
定
す
る
こ
と
は
賛
成
だ
し
、

進
め
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
温
度
に
対

す
る
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
る
し
、「
暑

く
て
も
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
た
い
」
と
考

え
る
人
も
い
る
は
ず
で
す
。
室
温
を
高
く

設
定
す
る
が
、
暑
い
人
は
ネ
ク
タ
イ
を
し

め
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
服

装
の
自
由
度
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
十
分

な
の
で
す
。
軽
装
を
強
い
た
り
、
ネ
ク
タ

イ
を
し
め
て
い
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ
を

感
じ
さ
せ
る
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
は
「
選
択
の

自
由
」
へ
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
地
方
分
権
の
講
演
で
の
出
来

事
な
の
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

　

次
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
も
ち
ろ
ん
怖
い
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、そ
れ
と
同
時
に
、困
っ
た
な
あ
と
思
っ

た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
マ
ス

ク
と
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
、
そ
し
て
国
の
対

応
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

り
だ
し
た
当
初
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
一
斉
に
マ
ス
ク
を
し
、
そ
し
て
、
一

斉
に
マ
ス
ク
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
、
マ

ス
ク
を
す
る
か
ど
う
か
は
た
し
か
に
個
人

個
人
の
主
体
的
な
判
断
な
の
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
右
向
け
右
、
全
員

が
一
斉
に
動
き
出
す
、
と
く
に
マ
ス
コ
ミ

に
振
り
回
さ
れ
る
日
本
人
の
姿
を
見
た
よ

う
な
気
が
し
た
も
の
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
国
境
す
ら
関

係
が
な
い
世
界
的
な
問
題
で
す
。
国
が
き

ち
ん
と
対
応
す
べ
き
な
の
で
す
が
、
厚
生

労
働
省
の
動
き
は
鈍
く
、
自
治
体
に
対
応

を
ゆ
だ
ね
た
こ
と
が
、
混
乱
を
大
き
く
し

た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
大
阪
府
の

橋
本
知
事
の
「
国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
弱
毒
性
だ
と
い
う
こ
と
を
、
国
民

に
き
ち
ん
と
伝
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う
発

言
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
地
方
分
権

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
の
対
応
に
お
い
て
地
方
の
選
択
の
自

由
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
す
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
強
毒
性
だ
っ
た
な

ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
選
択
の
自
由
を
認
め
る
べ
き
事
柄

と
、
認
め
て
は
い
け
な
い
事
柄
を
見
極
め

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。�

■

林　

宜
嗣　

教
授
︵
財
政
学
︶

選
択
の
自
由

─
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
─

2009年
7月2日
木曜日
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経済と人間

Ⅰ

　

今
朝
の
お
話
は
〈
百
年
に
一
度
の
危

機
〉
と
い
う
、
今
で
も
度
々
用
い
ら
れ
る

言
葉
の
意
味
合
い
を
、
私
が
専
攻
す
る
経

済
史
論
と
い
う
経
済
学
の
一
領
域
か
ら
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
は
未
経
験
の
大
き
な
社
会
現
象
に

遭
遇
す
る
と「
百
年
に
一
度
！
」と
語
り
、

ま
た「
新
〇
〇
現
象
」と
か「
〇
〇
革
命
」

の
表
現
で
、
新
事
態
を
捉
え
よ
う
と
し
ま

す
。
歴
史
上
、
度
々
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
各
現
象
は
、
過

去
百
年
間
に
４
回
出
現
し
た
と
さ
れ
ま

す
。
最
新
の
そ
れ
は
、
一
九
九
○
年
代
半

ば
に
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
り
情
報
管
理
を
つ
う

じ
需
要
・
供
給
状
況
が
事
前
に
調
整
さ
れ

て
、
景
気
循
環
が
消
滅
し
て
い
く
新
経
済

シ
ス
テ
ム
の
到
来
を
謳
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
論
も
同

現
象
も
（
景
気
循
環
は
存
続
す
る
故
に
）

実
に
短
命
に
消
え
去
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

先
行
し
た
三
次
に
亘
る
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
の
中
身
は
各
時
代
を
反
映
し
て

異
な
り
ま
す
が
、「
新
現
象
ニ
ュ
ー
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
」
自
体
が
姿
を
変
え
繰
返
し
登

場
し
、
主
張
さ
れ
る
の
は
真
に
興
味
深
い

も
の
で
す
。

Ⅱ

　

確
か
に
「
大
恐
慌
」「
大
不
況
」
と
呼

ぶ
べ
き
経
済
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
揺
る
が

す
大
変
動
は
、
め
っ
た
に
出
現
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
景
気
循
環
で

好
況
・
不
況
が
反
復
的
に
繰
返
さ
れ
る
よ

う
に
、
時
に
経
済
危
機
と
呼
び
う
る
大
現

象
の
再
発
も
、
人
間
の
一
生
涯
で
何
度
か

あ
り
得
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
も
「
百
年
に

一
度
！
」
と
感
ず
る
よ
う
な
革
命
的
現
象

や
大
型
の
不
況
や
好
景
気
は
、
今
後
何
十

年
か
お
き
に
生
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
残

念
な
が
ら
「
百
年
に
一
度
」
と
称
さ
れ
よ

う
と
も
、「
百
年
ご
と
」
よ
り
も
、
よ
り

短
い
周
期
で
、
よ
り
頻
度
も
高
く
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
「
未
想
定
の
訪
問
者
」
の
如

き
新
現
象
は
、
性
質
も
形
成
要
因
も
、
背

景
と
な
る
経
済
環
境
が
絶
え
ず
変
化
し
続

け
る
た
め
、
そ
の
現
象
が
生
じ
る
度
に
、

毎
回
、
毎
回
異
な
る
タ
イ
プ
の
事
態
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
一
九
二
九
年
秋
（「
暗
黒
の
木

曜
日
」）
に
発
生
し
た
大
恐
慌
を
、
自
ら

子
供
時
代
に
体
験
し
た
理
論
経
済
学
者
た

ち
へ
、
大
恐
慌
の
個
人
的
記
憶
と
、
大
恐

慌
を
如
何
に
経
済
学
で
捉
え
て
い
く
か
を

問
う
た
貴
重
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
経
済
学

者
た
ち
は
「
一
九
二
九
年
大
恐
慌
の
、
現

代
へ
の
再
来
は
な
い
」
と
す
る
も
の
の
、

代
わ
り
に
「
し
か
し
深
刻
な
経
済
危
機
は

今
後
も
生
じ
う
る
」
と
指
摘
（
Ｍ
・
ア
ブ

ラ
モ
ビ
ッ
ツ
な
ど
。
Ｒ
・
Ｅ
・
パ
ー
カ
ー

『
大
恐
慌
を
見
た
経
済
学
者
11
人
は
ど
う

生
き
た
か
』、
二
〇
〇
五
年
）。
新
た
な
不

況
が
性
格
を
変
え
、
何
度
も
到
来
す
る
と

想
定
し
な
が
ら
。

Ⅲ

　

こ
の
お
話
の
冒
頭
で
舟
木　

譲
先
生
に

読
ん
で
頂
い
た
今
朝
の
聖
句
「
コ
リ
ン
ト

人
へ
の
手
紙　

二
」
4
：
18
（
＊
）
が
示

す
よ
う
に
、
目
に
入
る
現
象
ば
か
り
に
囚

わ
れ
ず
、
諸
現
象
の
裏
側
に
あ
る
、
目
に

見
え
ぬ
複
雑
な
背
景
や
、
先
入
観
を
超
え

て
存
在
す
る
新
た
な
諸
要
素
に
も
想
像
力

を
以
て
十
分
注
意
を
払
い
、
事
物
の
「
新

し
さ
」
と
「
反
復
」
と
を
判
別
し
て
い
く

姿
勢
こ
そ
、
神
様
が
我
々
人
間
に
こ
こ
で

与
え
た
教
え
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
の
教
え
と
「
百
年
に
一

度
！
」を
、如
何
に
体
感
し
て
い
ま
す
か
？

 

■

市
川
文
彦　

准
教
授
（
経
済
史
学
）

〈
百
年
に
一
度
の
危
機
〉は
、百
年
ご
と
に
？

　

│
「
新
現
象
」の
反
復
的
到
来

│

2009年
7月3日
金曜日

＊
聖
句
： 

「
わ
た
し
た
ち
は
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぎ
ま
す
。
見
え
る
も
の
は
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、

見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
す
。」



Econo Forum 21 ／ No.1633

チャペル講話
　

聖
書
の
言
葉
に
「
施
し
を
す
る
と
き

は
、
右
の
手
の
す
る
こ
と
を
左
の
手
に
知

ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
の
施
し
を

人
目
に
つ
か
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
隠
れ
た
こ
と
を
見
て
お
ら
れ
る

父
が
、あ
な
た
に
報
い
て
く
だ
さ
る
。」（
マ

タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
6
章
３-

４
節
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
聖
句
は
、
陰

の
努
力
や
善
行
の
奨
励
と
い
う
よ
う
に
理

解
さ
れ
、
誰
も
が
首
肯
す
る
勧
め
と
一
見

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ざ
こ
う
し
た
こ

と
を
実
行
に
移
そ
う
と
す
る
と
、
そ
の
困

難
さ
に
だ
れ
し
も
が
た
じ
ろ
ぐ
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、
報
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
努
力
や
、
表
に
出
な
い
働
き
、
数

字
等
で
測
れ
な
い
働
き
を
継
続
す
る
こ
と

は
「
無
駄
」
で
あ
り
、「
結
果
」
の
出
る

働
き
こ
そ
が
「
価
値
あ
る
」
も
の
と
見
な

さ
れ
る
の
が
現
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
現
代
の
社
会
で
は
、
結
果
が
優
先

し
、
結
果
が
出
な
い
「
経
過
」
は
「
間
違

い
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
拙
速
な
価
値

判
断
が
我
々
の
生
き
難
さ
を
加
速
さ
せ
て

い
る
感
じ
が
否
め
な
い
。こ
う
し
た
、人
々

を
日
々
追
い
立
て
る
様
な
日
常
を
考
え
直

す
機
会
が
、
先
日
個
人
的
に
恥
じ
入
る
経

験
を
す
る
こ
と
で
与
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
経
験
は
、
上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

裏
に
あ
る
、
甲
山
森
林
公
園
で
の
出
来
事

で
あ
る
。
こ
の
公
園
は
近
隣
の
学
生
や

人
々
に
と
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
を
気

軽
に
行
え
る
自
然
に
満
ち
た
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
。
私
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
気

分
転
換
に
散
策
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ

て
久
し
い
が
、
一
昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た
「
メ
タ
ボ
検
診
」
あ
た
り
か
ら
、
健
康

志
向
の
人
々
が
増
え
た
の
か
、
週
末
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
を
見
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
と
と

も
に
煙
草
の
吸
殻
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
時
に
は
、
火
が
つ
い
た
ま
ま
の
吸
い

殻
さ
え
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
憂
慮

す
べ
き
事
態
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
山
火
事
を
誘
発
し
か
ね
な
い
こ
う
し

た
危
険
で
非
常
識
極
ま
り
な
い
行
為
が
出

来
る
無
神
経
さ
を
思
い
、
捨
て
ら
れ
て
い

る
吸
い
殻
を
見
る
た
び
に
、
そ
の
背
後
に

い
る
非
常
識
な
輩
へ
の
憤
り
を
感
じ
て
い

た
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に

公
園
を
上
っ
て
い
る
と
、
上
か
ら
一
人
の

初
老
の
男
性
が
片
手
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
も

う
一
方
の
手
に
は
火
ば
さ
み
を
持
っ
て
降

り
て
来
ら
れ
る
の
に
出
会
っ
た
。
そ
の
方

は
、
淡
々
と
、
別
に
大
層
な
雰
囲
気
で
も

な
く
、
極
め
て
自
然
に
目
に
つ
く
吸
い
殻

や
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、
散
歩
を
し
て
お

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
を
見
た
と

た
ん
、
こ
れ
ま
で
吸
い
殻
を
見
る
た
び
に

憤
っ
て
い
た
自
分
が
と
て
も
一
人
よ
が
り

で
恥
ず
か
し
い
傲
慢
な
存
在
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
、
穴
で
も
あ
っ
た
ら
入
り
た
い

よ
う
な
申
し
訳
な
さ
と
と
も
に
、
そ
の
方

の
何
気
な
い
行
為
に
人
と
し
て
の
温
か
い

「
善
意
」
を
感
じ
て
心
が
熱
く
な
り
励
ま

さ
れ
る
思
い
を
し
た
。

　

こ
れ
は
、
と
て
も
些
細
な
経
験
か
も
し

れ
な
い
が
、
我
々
や
社
会
が
、
表
に
出
な

い
多
く
の
「
無
名
な
」
人
々
の
「
隠
れ
た

業
」
と
「
善
意
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
時
に

我
々
が
陥
り
が
ち
な
「
傲
慢
」
さ
へ
の
警

告
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
。目
に
見
え
る「
結

果
」
が
優
先
す
る
中
で
、
社
会
は
、
無
名

の
多
く
の
人
々
の
「
隠
れ
た
業
」
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
単
純
な
当
た
り
前
の

事
実
に
気
づ
く
感
性
と
想
像
力
を
大
切
に

し
た
い
と
、
改
め
て
思
わ
し
め
ら
れ
た
出

来
事
で
あ
っ
た
。

 

■

舟
木　

讓　

准
教
授
︵
宗
教
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
学
︶

﹁
人
間
を
考
え
る 

ー 

隠
れ
た
業 

ー
」

2009年
11月16日
月曜日
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人間を考える
　

私
は
経
済
学
と
い
う
学
問
の
持
つ
理
論

体
系
の
中
で
様
々
な
こ
と
を
考
察
し
、
そ

の
体
系
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て

日
々
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活

を
続
け
て
い
て
ふ
と
我
に
返
る
と
、
次
の

よ
う
な
疑
問
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

「
こ
の
学
問
の
持
つ
理
論
体
系
が
完
成
す

る
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

遠
い
未
来
で
も
良
い
、
も
し
く
は
、
人
類

は
行
き
つ
か
な
い
と
し
て
も
、
可
能
性
だ

け
で
も
完
成
形
は
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
私
達
は

努
力
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
疑
問
は
、「
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中

で
生
じ
る
問
い
に
対
し
て
、
す
べ
て
答
え

る
こ
と
の
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
造

れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
似
て
い
ま

す
。
学
問
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

論
理
体
系
、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
を
持
っ

て
い
て
、
そ
の
中
で
様
々
な
問
い
に
答
え

て
行
く
も
の
だ
か
ら
で
す
。
学
問
や
科
学

の
論
理
体
系
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
は
、
Ｓ
Ｆ
な
ど
に
よ
く
出
て
く
る
自
己

矛
盾
の
な
い
完
璧
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

目
指
す
の
に
あ
る
意
味
似
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
提
示
す
る
と
、
ど

う
も
こ
れ
は
「
宇
宙
人
は
い
る
の
か
」
と

い
っ
た
類
の
誰
も
答
え
ら
れ
な
い
疑
問
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

実
は
こ
の
疑
問
に
は
、
明
確
な
論
理
的
解

答
が
数
学
的
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
名
も
「
ゲ
ー
デ
ル
の
不
完
全
性
定
理

（
１
９
３
１
）」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
定
理
を
証
明
し
た
ク
ル
ト
・
ゲ
ー

デ
ル
（
〜
１
９
７
８
）
は
、
米
国
の
プ
リ

ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
の
教
授
で
し
た
。

こ
の
研
究
所
は
、
ご
存
知
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
が
在
籍
し
て
い
た
こ
と
で
も
有
名
な

研
究
所
で
す
。
ゲ
ー
デ
ル
は
、
そ
の
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
「
自
分
が
研
究
所
に
出

勤
す
る
の
は
ゲ
ー
デ
ル
と
議
論
が
で
き
る

と
い
う
恩
恵
に
預
か
れ
る
か
ら
だ
」
と
言

わ
し
め
た
ほ
ど
の
天
才
中
の
天
才
で
す
。

こ
の
評
価
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
不
完
全
性

定
理
」
を
証
明
し
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
定
理
に
よ
る
と
、
冒
頭
の
疑
問
の

答
え
は
Ｎ
Ｏ
で
す
。
つ
ま
り
、人
間
が「
ど

の
よ
う
な
論
理
体
系
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
も
、
そ
の
中
で
真
偽
が
決
定
で
き
な
い

命
題
が
見
出
さ
れ
て
し
ま
う
」
の
で
す
。

こ
れ
は
「
理
性
の
限
界
を
示
し
た
定
理
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
定
理
か
ら
、
す
べ
て
の
問
題
に
答

え
ら
れ
る
完
成
形
の
学
問
は
い
く
ら
追
い

求
め
て
も
原
理
的
に
存
在
し
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
学

問
、
ひ
い
て
は
論
理
的
思
考
な
ど
は
意
味

が
な
い
か
ら
や
め
て
し
ま
え
、
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
完
全
性
定
理
が

示
し
た
こ
と
は
、論
理
体
系
の「
一
部
に
」

答
え
ら
れ
な
い
命
題
が
存
在
す
る
、
と
い

う
こ
と
だ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
何
か
は
捨

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
他
の

多
く
の
こ
と
に
関
し
て
は
そ
の
論
理
体
系

に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
考
え
る
と
、論
理
体
系
の「
完
成
」

と
い
う
よ
り
は
そ
の
「
選
択
」
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
行
き
つ
く
完
成
形
が
な
い
の
な

ら
、
そ
の
時
代
・
そ
の
場
所
で
の
人
々
の

最
も
知
り
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
何
を

捨
て
る
論
理
体
系
が
望
ま
し
い
の
か
を
選

ぶ
不
断
の
努
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
「
捨

て
る
力
」
に
こ
そ
、
ど
の
よ
う
な
論
理
体

系
・
シ
ス
テ
ム
に
も
模
倣
で
き
な
い
、
人

間
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
考
文
献
：
ゲ
ー
デ
ル
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
い
場
合
は
、『
ゲ
ー
デ
ル
の
哲
学

〜
不
完
全
性
定
理
と
神
の
存
在
論
』　

高

橋
昌
一
郎
（
１
９
９
９
）
講
談
社
現
代
新

書　

が
読
み
や
す
く
面
白
い
。

 

■

猪
野
弘
明　

助
教
（
産
業
組
織
論
）

学
問
は「
完
成
」す
る
の
か

　
〜
不
完
全
性
定
理
よ
り

2009年
11月18日
水曜日
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「
人
間
と
は
何
か
」
を
考
え
る
の
に
、

ま
ず
は
「
人
間
」
を
定
義
す
る
必
要
が
あ

る
。
我
々
人
間
は
被
造
物
の
中
で
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
、
自
分
の
存
在
の

意
味
を
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
の
で
き
る
唯

一
の
存
在
者
だ
。
な
ぜ
そ
う
で
あ
る
か
と

言
う
と
、
聖
書
に
よ
る
と
、
人
間
だ
け
が

「
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
」
か

ら
だ
。
要
す
る
に
、
神
と
似
て
い
る
、
神

の
性
質
を
反
映
す
る
存
在
者
だ
と
い
う
こ

と
だ
。

　

一
方
、
人
間
に
は
こ
の
崇
高
な
面
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堕
落
し
て
い
る
面

を
も
抱
え
て
い
る
。
17
世
紀
の
科
学
者
で

あ
っ
た
パ
ス
カ
ル
が
言
っ
た
よ
う
に
、「
人

間
は
崇
高
な
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
哀

れ
な
存
在
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
不
思
議

な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。」
聖
書

に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、「
こ
の
舌
で
父

な
る
主
を
賛
美
し
、
ま
た
、
そ
の
同
じ
舌

で
、
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
た
人
間
を

呪
っ
て
い
る
。
同
じ
口
か
ら
、
賛
美
と
呪

い
と
が
出
て
く
る
。」
こ
の
箇
所
で
は
、

ヤ
コ
ブ
は
人
間
の
舌
を
船
の
舵
と
比
較

し
、
そ
の
舵
が
ご
く
小
さ
い
も
の
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
大
き
な
船
を
方
向
転
換

さ
せ
ら
れ
る
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
同
時

に
、
舌
は
破
壊
的
な
山
火
事
を
引
き
起
こ

せ
る
小
さ
な
火
花
の
よ
う
な
こ
と
で
も
あ

る
と
言
っ
た
。

　

我
々
人
間
は
本
当
に
「
偉
大
さ
と
哀
れ

さ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。
こ
の
逆

説
を
ど
う
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
パ
ス

カ
ル
は
こ
の
な
ぞ
を
十
分
に
説
明
で
き
る

の
は
聖
書
的
世
界
観
だ
と
考
え
た
。
人
間

が
崇
高
な
存
在
と
同
時
に
、
哀
れ
な
存
在

で
も
あ
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
の

反
面
で
は
、
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
て

い
る
た
め
に
、
偉
大
な
、
崇
高
な
存
在
者

だ
。
こ
れ
故
に
、
造
り
主
で
あ
る
神
様
の

性
質
と
能
力
を
部
分
的
に
反
映
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
根
本
的
な
議
論
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
人
間
は
本
質
的
に
善
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
悪
で
あ
る
か
と
い
う
議
論
が
あ

る
。
哲
学
で
は
、
そ
れ
ら
は
「
性
善
説
」

と
「
性
悪
説
」
と
呼
ば
れ
る
。
私
な
ら
、

人
間
は
本
質
的
に
良
い
も
の
で
、
善
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
た
い
。
だ
れ
で
も

そ
う
だ
と
思
う
。
人
間
は
本
質
的
に
悪
で

あ
る
と
信
じ
た
く
な
い
。
し
か
し
、
聖
書

は
違
う
こ
と
を
教
え
る
。
実
は
、
あ
る
意

味
で
、
両
方
を
教
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
神
に
か
た
ど
っ
て
造
ら
れ
た
」
と
い
う

面
に
対
し
て
、「
性
善
説
」
を
教
え
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
「
神
に
か
た
ど
っ
て

造
ら
れ
た
」と
い
う
こ
と
は「
罪
」に
よ
っ

て
、
損
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
わ
け

で
、心
の
レ
ベ
ル
で
は
、人
間
に
対
し
て
、

聖
書
が
「
性
悪
説
」
を
教
え
て
い
る
。

　

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
や
宗
教
的
世

界
観
の
中
で
、
人
間
性
は
本
質
的
に
善
で

あ
る
こ
と
を
教
え
る
も
の
は
多
く
あ
る
。

こ
う
い
う
場
合
、
人
間
が
起
こ
し
て
い
る

悪
を
説
明
す
る
の
に
、
善
で
あ
る
は
ず
の

人
間
の
心
を
狂
わ
せ
る
こ
と
は
悪
い
環
境

や
教
育
が
足
り
な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

勿
論
、
社
会
的
な
環
境
や
教
育
を
改
善
す

る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
だ
が
、
良
い
環

境
で
育
て
ら
れ
た
、
教
育
の
あ
る
人
が
ひ

ど
い
悪
を
行
な
っ
た
例
が
数
多
く
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
反
対
に
、
家
庭
環
境
が
ひ

ど
く
、
良
い
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
の

に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
素
晴
ら
し
い
業

績
を
残
し
た
例
も
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に

そ
れ
が
完
全
な
説
明
で
は
な
い
。
そ
う
思

い
た
い
の
だ
が
、
現
実
と
相
反
す
る
。

　

で
は
、
人
間
が
起
こ
す
悪
は
ど
う
説
明

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
私
が
知
る
限
り
、
人

間
性
が
本
質
的
に
悪
に
染
ま
っ
て
い
る
と

教
え
る
の
は
聖
書
だ
け
だ
。
人
間
が
「
偉

大
さ
と
哀
れ
さ
の
不
思
議
な
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
事
実
を
説
明
で
き
る
の

は
こ
の
聖
書
的
世
界
観
だ
け
だ
。
従
っ

て
、「
人
間
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
考
え
る
の
に
、
こ
の
世
の
現
実
に
合

う
、
人
間
に
対
す
る
正
し
い
見
方
が
必
要

だ
。
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
に
お
い
て
、

自
分
の
こ
と
や
社
会
の
あ
り
方
な
ど
を
考

え
て
、
自
分
の
人
生
の
方
向
を
決
め
て
行

く
大
事
な
時
間
だ
。
人
間
に
対
す
る
正
し

い
見
方
が
そ
の
出
発
点
だ
。 

■

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ボ
イ
ル　

教
授
︵
科
学
と
宗
教
︶

人
間
と
は
何
か
？

　
　

ヤ
コ
ブ
の
手
紙
３
：
２-

10

2009年
11月19日
木曜日
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人間を考える
　

社
会
学
者
ハ
ー
ベ
イ
・
サ
ッ
ク
ス
は

一
九
七
〇
年
春
の
第
一
回
講
義
に
解
題
と

し
て
こ
の
話
し
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

い
う
「
普
通
で
あ
る
こ
と
」
の
実
践
と
い

う
の
は
、
そ
れ
が
「
よ
く
あ
る
こ
と
」
だ

と
多
く
の
人
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
私
た
ち
が
知・

っ・

て・

い・

る・

と
い
う
こ

と
で
す
。
サ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
「
普
通
で

あ
る
こ
と
」
の
実
践
を
、
も・

の・

語・

る・

行
為

の
中
に
分
析
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

何
が
起
っ
て
い
る
の
か
で
は
な
く
、
む
し

ろ
起
っ
て
い
る
こ
と
の
普
通
性
、
つ
ま
り

そ
こ
で
起
っ
て
い
る
こ
と
が
普・

通・

の・

出
来

事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
語
る
の
だ
と
い

う
の
で
す
。
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る

の
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
ケ
ネ

デ
ィ
が
暗
殺
さ
れ
た
と
き
の
報
道
で
す
。

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
た
と
き
に

行
進
を
見
て
い
た
群
衆
の
中
に
い
た
人
た

ち
は
、
第
一
射
の
あ
と
、
銃
弾
の
音
だ
と

は
思
わ
ず
、
爆
竹
か
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
ー

の
音
が
し
た
と
証
言
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
状
況
で
「
普
通
だ
」
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
私
た
ち
の
理
解
は
向
か
っ
て
い
く

の
で
す
。

　

こ
の
講
義
で
サ
ッ
ク
ス
が
問
題
に
し
て

い
る
の
は
、「
普
通
の
人
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、「
普
通
の
人

だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
」
実
践
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
夜
に
帰
宅
す
る
と
、
ま
ず
何
を
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
の
ス

イ
ッ
チ
を
い
れ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
多

く
の
普
通
の
人
が
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま

さ
に
あ
な
た
が
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、「
普
通
の
夜
を
す
ご
す
」
方
法
が
、

こ
の
場
合
は
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
い
れ

る
こ
と
だ
と
あ・

な・

た・

が・

知・

っ・

て・

い・

る・

と
い

う
こ
と
が
、「
普
通
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」

の
実
践
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

　

五
〇
歳
く
ら
い
の
中
年
男
性
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
、
夜
十
一
時
こ
ろ
、
帰
宅
し
て
ま

も
な
く
、
大
学
正
門
近
く
の
住
宅
街
を
ぬ

け
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。
酔
い
覚
ま
し
に

夜
の
散
歩
を
始
め
た
の
で
し
た
。
た
っ
た

一
人
で
街
灯
の
光
だ
け
を
頼
り
に
ど
ん
ど

ん
あ
る
き
続
け
ま
し
た
。
学
園
花
通
り
の

交
番
か
ら
は
巡
回
中
の
パ
ト
カ
ー
が
と
ま

り
、「
ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
、
ど
ち
ら

に
お
で
か
け
で
す
か
。」
と
声
を
か
け
て

き
ま
し
た
。
ど
う
も
、
町
内
の
人
が
警
察

に
通
報
し
た
ら
し
く
、
普
段
散
歩
を
す
る

人
も
い
な
い
よ
う
な
夜
更
け
に
町
内
を
見

知
ら
ぬ
中
年
男
性
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た

の
で
、
警
察
か
ら
職
務
質
問
を
受
け
た
の

で
し
た
。

　

こ
の
男
性
で
す
が
、
ど
う
し
て
怪
し
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
、
逆
の
問

を
た
て
ま
し
ょ
う
。
こ
の
男
性
は
、
ど
う

し
た
ら
怪・

し・

ま・

れ・

ず・

に・

散
歩
が
で
き
た
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
犬
を
連
れ
て
散
歩

を
す
る
と
怪
し
ま
れ
な
い
の
で
す
。
犬
を

連
れ
て
散
歩
を
す
る
だ
け
で
、
普
通
の

シ
ー
ン
に
溶
け
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
人
か
ら
は
「
普
通
だ
」
と
み
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
私
た
ち

が
こ
の
「
普
通
で
あ
る
」
と
い
う
知
識
を

も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、「
普
通
で

あ
る
と
い
う
こ
と
」
の
実
践
な
の
で
す
。

こ
の
例
は
、
サ
ッ
ク
ス
の
言
う
「
普
通
な

人
で
あ
る
」
の
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

人
々
の
意
識
の
中
に
潜
ん
で
い
る
「
普
通

な
ひ
と
」
と
そ
の
対
極
に
あ
る
「
普
通
で

な
い
ひ
と
」や「
罪
を
犯
し
そ
う
な
ひ
と
」

が
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
こ
れ
ほ
ど
違
う

の
に
、
分
類
の
仕
方
が
同
じ
論
理
の
構
造

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
と
こ

ろ
で
す
。 

■

中
川
慎
二　

准
教
授
（
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
言
語
教
育
研
究
）

「
普
通
で
あ
る
こ
と
」の
実
践
に
つ
い
て

2009年
11月24日
火曜日
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満
州
事
変
（
１
９
３
１
）
が
お
こ
り
ア

メ
リ
カ
の
対
日
感
情
が
悪
化
す
る
と
、
稲

造
は
高
齢
と
病
を
お
し
て
翌
年
4
月
に
渡

米
す
る
。
外
務
省
の
依
頼
に
応
じ
て
日
本

の
立
場
を
講
演
や
ラ
ジ
オ
演
説
を
と
お

し
、
全
米
で
弁
護
す
る
た
め
だ
っ
た
。
一

年
で
100
回
以
上
の
講
演
を
引
き
受
け
た
。

そ
の
た
め
に
死
期
を
早
め
、
翌
33
年
８
月

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
不
帰
の
人
と

な
っ
た
。
徒
労
だ
っ
た
。
彼
を
知
る
ア
メ

リ
カ
人
の
大
半
が
稲
造
の
行
動
に
失
望
し

た
か
ら
。
自
由
主
義
者
ド
ク
タ
・
ニ
ト
ベ

も
軍
部
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
な
り
さ

が
っ
た
か
、
と
。

　

私
生
活
で
は
日
本
に
帰
化
し
た
「
万

里
」（
メ
ア
リ
）
と
添
い
遂
げ
、「
太
平
洋

の
架
け
橋
」
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に

果
た
し
た
稲
造
も
、
政
治
の
世
界
で
は
時

代
の
波
に
邪
魔
さ
れ
て
志
を
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
彼
の
死
を
ど
う
見
る
か
。
愛
国

的
自
由
主
義
者
の
限
界
と
言
っ
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
だ
が
、
忍
び
寄
る

人
生
の
終
焉
を
意
識
し
な
が
ら
「
任
務
」

を
ま
っ
と
う
し
よ
う
と
し
た
彼
の
死
に
様

に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
サ
ム
ラ
イ
を
感

じ
る
か
ら
。

　
「
武
士
道
と
い
う
は
、
死
ぬ
こ
と
と
見

つ
け
た
り
」―
御
存
知
『
葉
隠
』。
三

島
由
紀
夫
を
ぞ
っ
こ
ん
ま
い
ら
せ
、
奇
矯

な
死
を
彼
に
選
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
威
勢

の
い
い
冒
頭
の
「
ま
す
ら
お
言
葉
」
の
響

き
と
は
裏
腹
に
、『
葉
隠
』（
１
７
１
６
年

頃
）
は
実
は
奉
公
人
道
を
説
く
実
用
書
で

あ
る
、
と
い
う
。（
小
池
喜
明
）
君
に
た

い
す
る
奉
公
人
の
あ
る
べ
き
心
構
え
と
確

か
な
行
動
を
、
日
々
の
暮
ら
し
で
ど
う
実

践
す
る
か
を
繰
り
返
し
説
く
。
徳
川
幕
府

が
安
定
し
て
殉
死
が
厳
禁
さ
れ
、
も
の
の

ふ
が
自
己
の
存
在
意
義
を
見
失
い
か
け
た

時
代
、
幕
藩
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
奉
公

人
と
し
て
の
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
こ

そ
、
あ
ら
た
め
て
死
を
侍
た
ち
に
意
識
さ

せ
る
必
要
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
。
や
や

も
す
れ
ば
刹
那
的
で
平
和
な
時
代
風
潮
の

な
か
、
死
ぬ
覚
悟
で
君
に
仕
え
よ
、
と
説

く
警
世
の
書
と
い
う
。
生
と
断
絶
し
た
死

の
美
学
を
吹
聴
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
三
島
の
誤
解
ら
し
い
。

　

自
身
も
『
武
士
道
』（
１
９
０
０
）
を

著
し
た
稲
造
は
、
迫
り
来
る
自
ら
の
死
を

ど
う
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
制
度
と
し

て
の
武
士
道
が
す
で
に
過
去
の
も
の
と
成

り
果
て
た
こ
と
を
嘆
き
つ
つ
も
、
そ
の
精

神
は
桜
の
よ
う
に
香
り
つ
づ
け
る
、
と
稲

造
は
著
作
を
結
ん
だ
。
日
本
人
の
精
神
的

支
柱
と
し
て
武
士
道
が
維
新
に
至
る
ま
で

果
た
し
て
き
た
役
割
と
意
義
を
力
説
し
た

後
、
将
来
に
お
い
て
も
民
族
の
特
質
に
影

響
し
続
け
る
、
と
予
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

新
渡
戸
流
武
士
道
の
妥
当
性
に
つ
い
て

は
批
判
が
あ
る

│
鎌
倉
幕
府
成
立
後
、

7
世
紀
に
お
よ
ぶ
封
建
体
制
下
に
あ
っ
て

培
わ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
道
理
解
で
は
な
く
て

「
明
治
武
士
道
」
で
あ
る
、
つ
ま
り
江
戸
時

代
に
奉
公
人
が
仕
え
た
「
君
」
に
代
わ
り
、

天
皇
が
頂
点
に
立
っ
て
一
億
国
民
の
意
識

改
革
を
促
し
、
近
代
国
家
成
立
に
向
け
た
国

民
支
配
の
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
部
と

な
っ
た
、
と
す
る
批
判
で
あ
る
。（
菅
野
覚

明
）
菅
野
の
解
釈
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
。

　
『
武
士
道
』
は
そ
も
そ
も
、
日
本
に
も

キ
リ
ス
ト
教
と
通
底
す
る
道
徳
体
系
が

あ
っ
た
こ
と
を
西
欧
世
界
に
語
ろ
う
と
し

た
日
本
弁
護
の
書
で
あ
っ
た
。
武
士
道
に

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
新
た
な
精
神
支
柱
を

接
ぎ
木
す
る
こ
と
が
、
不
可
能
で
は
な
い

こ
と
を
欧
米
に
語
ろ
う
と
し
た
。
愛
国
心

と
信
仰
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
内
村
の
場
合
と
お
な
じ
で
あ
る
。
新

渡
戸
は
誰
の
た
め
に
命
を
と
し
て
ま
で
働

こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
大
日
本
帝
国
の

支
配
者
た
る
天
皇
の
た
め
か
、
そ
れ
と
も

太
平
洋
に
平
和
を
も
た
ら
す
も
う
一
人
の

「
王
」
の
た
め
か
。 

■

杉
山
直
人　
教
授
（
ア
メ
リ
カ
文
学
）

新
渡
戸
稲
造
と「
太
平
洋
の
架
け
橋
」

2009年
11月26日
木曜日
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人間を考える
　

私
が
廃
墟
画
に
関
心
が
あ
る
と
言
う

と
、
た
い
て
い
奇
異
な
眼
差
し
が
返
っ
て

く
る
。
廃
墟
は
利
用
価
値
の
な
い
建
築
物

の
残
骸
で
あ
り
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

そ
ん
な
も
の
に
関
心
を
抱
い
て
ど
う
な

る
、
と
言
い
た
げ
だ
。
有
用
性
と
い
う
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
廃
墟
な
ど
無
価
値
に
等

し
い
。
し
か
し
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
や
ユ

ベ
ー
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
が
描
く
廃
墟
画
は
、

有
用
性
と
は
ま
た
別
の
次
元
で
廃
墟
が
あ

る
意
味
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
ト
に
滞
在
中
の
こ
と

だ
っ
た
。
友
人
夫
妻
の
車
で
ナ
ン
ト
近
郊

の
ク
リ
ソ
ン
と
い
う
小
さ
な
町
を
訪
れ

た
。
中
世
の
城
塞
跡
が
あ
り
、
生
い
茂
る

緑
が
川
面
に
映
え
、
薄
黄
色
を
基
調
と
す

る
イ
タ
リ
ア
様
式
の
教
会
が
あ
っ
て
ま
さ

に
「
絵
の
よ
う
な
風
景
」
が
拡
が
っ
て
い

た
。
町
の
公
園
に
は
ロ
ー
マ
時
代
の
廃
墟

を
思
わ
せ
る
円
柱
が
立
っ
て
い
た
り
、
ラ

テ
ン
語
の
碑
文
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
土
か

ら
出
て
い
た
。
こ
の
公
園
を
中
心
に
し
た

一
帯
は
、
19
世
紀
初
頭
流
行
し
て
い
た
廃

墟
画
家
ユ
ベ
ー
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
の
絵
画
の

風
景
を
現
実
に
再
現
し
よ
う
と
し
て
作
ら

れ
た
人
工
的
風
景
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら

れ
る
古
代
の
円
柱
や
碑
文
な
ど
は
人
工
廃

墟
の
道
具
立
て
の
一
部
だ
っ
た
。

　

人
工
廃
墟
は
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀

初
頭
に
か
け
て
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
大

ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
が
そ
の
典
型

だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
革
命
以
後
、
廃
墟

は
時
代
の
感
受
性
を
映
し
出
す
モ
チ
ー
フ

と
し
て
絵
画
や
文
学
作
品
で
頻
繁
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
廃
墟

の
流
行
は
デ
ィ
ド
ロ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
こ
の
哲
学
者
は
廃
墟
を
前
に
、
こ

の
世
の
す
べ
て
の
も
の
が
時
間
に
流
さ

れ
、
朽
ち
果
て
崩
壊
し
て
ゆ
く
姿
に
生
の

虚
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

し
か
し
私
に
と
っ
て
廃
墟
は
、
不
完
全

で
あ
り
断
片
的
で
あ
る
こ
と
が
見
る
者
の

感
性
を
揺
さ
ぶ
る
興
味
深
い
イ
メ
ー
ジ
な

の
だ
。
崩
れ
落
ち
て
欠
け
て
い
る
、
あ
る

い
は
断
片
化
し
た
建
築
物
は
完
璧
な
状
態

か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
廃
墟
は
完
成
や
全
体

性
と
い
う
観
念
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
廃
墟
の
不
完
全
さ
に
よ
っ
て

浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
は
、「
完
全
＝
価

値
あ
る
も
の
」
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
固
定

観
念
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
性
の
幅

を
狭
く
し
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
歪

な
形
状
の
ガ
ラ
ス
の
器
や
ひ
び
割
れ
を
取

り
入
れ
た
陶
磁
器
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
製
品
と
し
て
不
完
全
だ
。
だ
が
、
そ
の

よ
う
な
不
完
全
さ
が
逆
に
負
の
効
果
と
で

も
よ
べ
る
独
特
の
魅
力
を
生
ん
で
い
る
。

廃
墟
も
ま
た
同
じ
だ
。

　

Ｉ
Ｔ
機
器
が
生
活
全
般
を
支
配
す
る
現

在
、
す
べ
て
が
完
璧
に
機
能
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
欠
け
る
と
こ
ろ
の
な
い
完

全
さ
に
慣
れ
た
私
た
ち
は
、
不
完
全
で
あ

り
断
片
で
あ
る
こ
と
を
重
大
な
欠
点
と
考

え
る
。
完
璧
さ
を
追
い
求
め
る
精
神
が
な

け
れ
ば
現
代
の
社
会
生
活
は
混
乱
す
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
完
全
性
や
完
璧
さ
を
求
め

る
社
会
は
ど
こ
か
息
苦
し
い
。
廃
墟
の
魅

力
は
そ
ん
な
息
苦
し
さ
か
ら
の
解
放
に
繋

が
る
。
廃
墟
の
本
質
は
人
工
的
な
構
築
物

が
自
然
と
い
う
カ
オ
ス
に
戻
っ
て
い
く
途

上
に
あ
り
、
不
完
全
で
あ
る
こ
と
だ
。
完

全
性
を
求
め
る
現
代
に
あ
っ
て
そ
れ
は
後

退
で
し
か
な
い
が
、
廃
墟
は
断
片
の
ま
ま

で
あ
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
こ
に

あ
る
の
は
一
種
の
安
堵
感
だ
。
そ
れ
は
、

人
間
の
営
み
す
べ
て
は
断
片
の
ま
ま
で
あ

り
完
成
の
な
い
こ
と
が
宿
命
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
限
界
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
安
堵
感
な
の
だ
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
や
ロ
ベ
ー
ル
の
廃
墟
画
に
感
じ
ら
れ
る

自
然
・
廃
墟
・
人
間
の
調
和
は
そ
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。 

■

藤
田
友
尚　

教
授
（
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
）

廃
墟
が
語
る
こ
と

2009年
12月1日
火曜日
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チャペル講話
　

コ
モ
ン
ズ
と
は
、
日
本
語
で
は
共
有

地
、
共
有
資
源
と
い
わ
れ
、
個
人
的
に
占

有
・
所
有
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
あ
る
い
は
難
し
い
資
源
で
す
。
例
え

ば
、日
本
の
農
村
に
は
そ
の
後
背
地
に「
入

会
地
」
と
呼
ば
れ
る
コ
モ
ン
ズ
が
あ
り
ま

し
た
（
す
）。
入
会
地
は
村
の
人
た
ち
全

員
の
共
有
で
あ
り
、
肥
料
を
と
っ
た
り
、

薪
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

占
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
そ
れ

を
利
用
す
る
人
々
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
目
の
前
に
あ

る
資
源
を
将
来
の
資
源
の
た
め
に
残
し
て

お
い
て
も
他
の
人
が
と
っ
て
し
ま
え
ば
何

の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
の
場

合
、
そ
の
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
便
益
を
み

す
み
す
他
の
人
に
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
他
人
よ
り
早
く
と

ろ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
資
源
を
長

い
目
で
見
て
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
誘
因

が
弱
ま
る
の
で
す
。
こ
れ
を
コ
モ
ン
ズ
の

悲
劇
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
生
態
系
や
大
気
も
コ
モ
ン
ズ

と
し
て
捉
え
ら
れ
ま
す
。
古
く
は
、
モ
ア

イ
像
で
有
名
な
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
社
会
が

滅
び
た
こ
と
も
、
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
の
考

え
方
で
説
明
で
き
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
歴
史
を
調
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
必
ず
し
も
全
て
の
コ
モ
ン

ズ
に
お
い
て
悲
劇
が
起
こ
っ
て
き
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
会
地
は
、
全
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
長
い
間
そ
れ
ぞ
れ
の
村

の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
要
因
が
う
ま
く
管
理
で
き
る

か
、
で
き
な
い
か
を
決
め
る
の
で
し
ょ
う

か
。
長
い
お
付
き
合
い
、
つ
ま
り
長
期
に

わ
た
る
固
定
メ
ン
バ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
存
在
が
大
事
な
の
で
し
ょ
う

か
。
確
か
に
、
入
会
地
に
お
い
て
は
村
の

人
た
ち
は
長
期
の
人
間
関
係
を
築
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
都
市
部
の

住
民
が
郊
外
の
環
境
保
全
を
訴
え
て
管
理

を
行
お
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
利
益
を
得
る
機
会
（
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
）
が
あ
る
と
ダ
メ
な
の
で

し
ょ
う
か
。
薪
や
鹿
を
自
分
た
ち
の
燃
料

や
食
糧
と
し
て
利
用
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫

な
の
に
、
そ
れ
ら
を
売
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
コ
モ
ン
ズ
は
守
ら
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
あ
り
そ
う
で
す

が
、
必
ず
し
も
成
り
立
つ
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
所
有
権
や
利
用
権
を
き

ち
ん
と
配
分
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。
環

境
社
会
学
で
は
、「
正
当
性
」
と
い
う
表

現
を
用
い
た
り
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
魚

に
つ
い
て
も
漁
獲
割
当
と
い
っ
て
、
一
定

量
の
魚
を
と
る
権
利
を
配
分
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
他

人
よ
り
先
に
と
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
誘
因

が
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
権
取
引
も
同
じ
で
、

「
き
れ
い
な
大
気
」を
利
用
す
る
権
利
を
配

分
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　

最
後
に
重
要
な
こ
と
が
２
つ
あ
り
ま

す
。
第
１
に
、
望
ま
し
い
利
用
権
の
配
分

方
法
は
、
時
と
と
も
に
変
わ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
あ
る
地
域
で
水
を
利
用
す
る
権
利

は
、
最
初
は
農
業
者
に
与
え
ら
れ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
口
が
少
な
く
、
農

業
が
主
な
利
用
目
的
の
場
合
に
は
そ
れ
で

大
丈
夫
で
す
。
で
も
、
人
口
が
増
え
て
水

道
用
の
水
が
よ
り
多
く
必
要
に
な
っ
て
き

た
ら
、
水
道
用
に
水
を
多
く
配
分
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。
第
２

に
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
と
き
に
共
有

地
や
共
有
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
分

け
方
に
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
は
合
意

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
々
が
納
得
で

き
な
い
よ
う
な
ル
ー
ル
や
分
け
方
は
、
実

行
に
は
う
つ
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
皆
さ
ん

で
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

■

東
田
啓
作　
教
授
（
資
源
経
済
学
）

コ
モ
ン
ズ
を
考
え
る

2009年
12月3日
木曜日
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人間を考える
　

今
年
度
の
チ
ャ
ペ
ル
講
話
は
中
国
茶
の

実
演
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
を
言
語
化
さ
せ

る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
の
で
、

他
の
内
容
を
用
い
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と

に
し
た
。
ご
理
解
戴
き
た
い
。

　

さ
て
、
２
０
１
０
年
４
月
か
ら
12
年
間

勤
め
た
経
済
学
部
か
ら
国
際
学
部
へ
移
籍

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
度
の
経
済
学

部
の
基
礎
ゼ
ミ
は
私
に
と
っ
て
経
済
学
部

の
最
後
の
基
礎
ゼ
ミ
と
な
る
。
幸
い
、
今

年
度
も
い
い
ゼ
ミ
生
に
恵
ま
れ
て
、
組
長

も
副
組
長
（
正
式
名
称
は
ゼ
ミ
連
絡
員
）

も
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
楽
し
く
ゼ

ミ
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

　

ゼ
ミ
生
と
話
を
し
て
い
る
中
で
、
彼
ら

が
使
っ
て
い
る
言
葉
の
表
現
が
時
々
理
解

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ク

リ
ソ
ツ
（
そ
っ
く
り
）
と
か
、
ゲ
ッ
テ
ィ

（
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
）
と
か
、
ジ
ュ
ク
コ
ウ

（
塾
講
師
）
と
か
、ガ
ハ
ラ
（
上
ヶ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
）
と
か
、
タ
マ
ブ
（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
サ
ー
ク
ル
）
と
か
、
バ
ミ
ル
（
中
華
レ

ス
ト
ラ
ン
「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
」
で
食
事
を
す

る
こ
と
）
と
か
だ
。

　

ま
た
、
文
学
部
の
日
本
語
学
特
殊
講
義

や
大
学
院
の
授
業
で
、「
先
生
が
う
ち
の

弟
に
本
を

│
。」
の
下
線
部
に
、「
く
れ

る
」
か
「
あ
げ
る
」
の
ど
ち
ら
か
を
一
つ

選
択
さ
せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
ら
、

非
常
に
意
外
な
結
果
が
出
て
き
た
。「
先

生
が
う
ち
の
弟
に
本
を
あ
げ
る
。」
を
選

択
し
た
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
だ
。

あ
る
受
講
者
は
、「
違
和
感
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
」
と
ま
で
言
っ
て
い
た
。
弟
は

明
ら
か
に
「
ウ
チ
」
の
人
な
の
で
、
話
し

手
と
同
じ
縄
張
り
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
の
に
、「
く
れ
る
」
で
は
な
く
、「
あ

げ
る
」
が
選
択
さ
れ
る
の
だ
。
つ
ま
り
、

兄
弟
が
も
う「
ウ
チ
」で
は
な
く
、「
ソ
ト
」

に
属
し
、
自
分
と
異
な
る
縄
張
り
を
有
す

る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
現

象
に
つ
い
て
は
、
要
調
査
だ
が
、
若
者
た

ち
の
言
葉
の
表
現
や
表
現
の
選
択
に
は
、

確
実
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
言
語
現
象
は
「
日
本
語
の

乱
れ
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、「
日
本
語
の
変
化
」
と
見
な
し
て
い

る
人
も
い
る
。
重
要
な
の
は
、
い
か
に
し

て
言
葉
が
乱
れ
ま
た
は
変
化
し
、
そ
の
背

景
に
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
、
春
学
期
の
終
わ
り
に
、『
関

西
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
用
語
辞
書
』（
暫

定
版
）
を
作
っ
て
み
な
い
か
と
、
ゼ
ミ
生

に
提
案
し
た
の
だ
。
彼
ら
は
、
言
葉
の
感

性
が
鋭
く
、
流
行
語
や
ス
ラ
ン
グ
に
非
常

に
敏
感
だ
か
ら
。
無
理
な
提
案
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ゼ
ミ
生
全
員
は
、
快
く

引
き
受
け
て
く
れ
、
議
論
や
修
正
を
重
ね

た
上
で
、『
関
西
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

用
語
辞
書
』（
暫
定
版
）
を
完
成
さ
せ
た
。

　

初
稿
に
は
、
発
音
記
号
も
付
し
て
あ
っ

た
が
、
関
西
弁
で
発
音
す
る
か
、
共
通
語

で
発
音
す
る
か
、
ま
た
は
自
分
の
方
言
で

発
音
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
分
か

れ
た
。
そ
の
結
果
、
暫
定
版
に
は
、
発
音

記
号
を
省
い
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
あ
り
の

ま
ま
の
感
性
を
尊
重
す
る
た
め
、
意
味
解

釈
や
用
例
に
つ
い
て
は
、
私
の
方
か
ら
は

一
切
手
を
つ
け
な
い
こ
と
に
し
た
。

　
『
関
西
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
用
語
辞

典
』（
暫
定
版
）
を
目
の
前
に
し
て
、

２
０
０
９
年
度
経
済
学
部
于
ゼ
ミ
（
24

組
）
の
諸
君
の
努
力
に
心
を
打
た
れ
た
。

そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
次
の
言

葉
を
諸
君
に
贈
り
た
い
。「
２
０
０
９
年

度
于
ゼ
ミ
24
組
、
万
歳
！
」

 

■

于　
　

康　
教
授
（
中
国
語
学
・
日
本
語
学
）

２
０
０
９
年
度
于
ゼ
ミ
24
組
、万
歳
！

2009年
12月4日
金曜日
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チャペル講話
　

も
う
半
世
紀
も
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
中
国
で
は
１
９
６
０
年
代
半

ば
か
ら
10
年
に
お
よ
ぶ
文
化
大
革
命
が
国

中
を
吹
き
荒
れ
た
。
ま
だ
中
学
・
高
校
生

だ
っ
た
ぼ
く
に
強
い
印
象
を
残
し
た
の

は
、
紅
衛
兵
と
呼
ば
れ
る
少
年
少
女
た
ち

が
、
知
識
や
文
化
を
否
定
し
、
知
識
人
を

特
権
階
級
と
し
て
槍
玉
に
あ
げ
て
い
た
こ

と
だ
っ
た
。
街
頭
に
連
れ
出
さ
れ
た
知
識

人
（
そ
の
中
に
は
大
学
教
授
も
も
ち
ろ
ん

含
ま
れ
る
）
が
三
角
帽
を
か
ぶ
ら
さ
れ
、

罪
状
を
大
書
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
首
か
ら

ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て
、
群
衆
の
前
で
自
己
批

判
を
さ
せ
ら
れ
る
光
景
は
、
自
分
が
学
校

で
「
お
勉
強
」
に
励
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
時
期
だ
っ
た
だ
け
に
、
特
に
強
烈
だ
っ

た
。
学
ぶ
こ
と
や
知
る
こ
と
は
、
も
し
か

し
た
ら
正
し
く
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
思
い
が
頭
を
か
す
め
た
り
も

し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ラ
ジ
カ
ル
な
知
識
否

定
は
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
だ
っ
た
。
文
化

大
革
命
の
実
態
は
中
国
内
部
の
権
力
闘
争

で
あ
り
、
知
識
や
伝
統
文
化
の
否
定
は
、

青
少
年
を
政
治
の
道
具
と
し
て
利
用
す
る

た
め
の
方
便
で
あ
り
、
何
億
も
の
人
々
を

狂
奔
さ
せ
た
こ
の
「
革
命
」
の
た
め
に
多

数
の
犠
牲
者
が
出
た
。文
革（
ブ
ン
カ
ク
）

以
降
の
中
国
で
は
、
知
識
が
罪
だ
な
ど
と

い
う
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
「
知

は
力
な
り
」
と
い
う
競
争
社
会
の
ル
ー
ル

が
現
在
の
中
国
で
大
手
を
ふ
る
っ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
「
知
は
力
な
り
」

│
イ
ギ
リ
ス
16
世

紀
の
哲
学
者
で
あ
り
、
政
治
家
で
も
あ
っ

た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
に
由
来
す
る

と
さ
れ
る
こ
の
格
言
は
、
生
き
る
た
め
に

知
識
や
経
験
が
い
か
に
役
に
立
つ
か
を
教

え
る
言
葉
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

る
。
よ
り
良
く
生
き
よ
う
と
思
え
ば
、
よ

り
多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
ほ
う
が
い

い
し
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

は
、
選
択
肢
を
増
や
す
。
そ
の
意
味
で
は

知
識
も
経
験
も
多
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
。
も
の
を
知
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
、
そ
の
人
間
の
無
力
と
、
生
存

競
争
に
お
け
る
敗
北
を
意
味
す
る
。

　

た
だ
ぼ
く
に
は
こ
の「
力
」の
原
理
が
、

あ
ま
り
に
露
骨
な
競
争
原
理
を
あ
お
る
も

の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

も
の
を
知
ら
な
い
相
手
を
出
し
抜
い
た

り
、
損
得
勘
定
と
結
び
つ
く
場
合
が
そ
う

だ
。「
知
ら
な
い
こ
と
の
罪
」に
対
し
、「
知

る
こ
と
の
罪
」
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
旧
約
聖
書
の
創
世
記
に
は
「
ア

ダ
ム
、
イ
ブ
を
知
り
き
」
と
あ
る
。
英
語

で
はA

dam
 knew

 Eve. 

「
知
る
」
は
こ

こ
で
、
ア
ダ
ム
が
イ
ブ
と
単
に
知
り
合
っ

た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
二
人
が
性
的
な

関
係
を
も
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

神
に
禁
じ
ら
れ
た
「
知
恵
の
木
の
実
」
を

悪
魔
の
誘
惑
に
乗
っ
て
食
べ
た
こ
と
か
ら

性
的
な
欲
望
が
生
ま
れ
、
二
人
を
始
祖
と

す
る
人
類
の
堕
罪
が
始
ま
っ
た
。
い
き
な

り
キ
リ
ス
ト
教
的
な
原
罪
の
思
想
に
ま
で

つ
な
げ
な
く
て
も
、「
知
る
」
こ
と
が
一

種
の
罪
悪
感
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は

だ
れ
し
も
身
に
覚
え
の
あ
る
こ
と
だ
（
た

と
え
ば
恋
愛
が
そ
う
だ
）。
む
し
ろ
ベ
ー

コ
ン
の
格
言
は
、
知
識
の
獲
得
に
ま
つ
わ

る
罪
悪
感
を
払
拭
し
、
知
識
を
万
人
に
応

用
可
能
な
万
能
の
原
理
へ
と
読
み
替
え
る

こ
と
を
本
旨
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

か
つ
て
の
紅
衛
兵
の
よ
う
に
、
知
る
こ

と
す
べ
て
が
罪
悪
だ
と
き
め
つ
け
る
の

は
、
い
か
に
も
乱
暴
で
あ
る
。
逆
に
、
知

識
や
経
験
を
万
能
の
「
力
」
と
し
て
、も
っ

ぱ
ら
功
利
的
に
使
用
す
る
の
も
行
き
過
ぎ

の
よ
う
な
気
が
す
る
。少
な
く
と
も
、「
力
」

と
し
て
の
知
識
が
、
そ
れ
を
持
た
な
い
人

た
ち
に
対
す
る
蔑
視
や
差
別
を
産
む
可
能

性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
持
つ

側
に
い
る
者
は
敏
感
で
あ
り
た
い
。
こ
れ

は
ぼ
く
自
身
へ
の
自
戒
で
も
あ
る
。 

■

田
村
和
彦　

教
授
（
ド
イ
ツ
文
学
・
思
想
）

知
る
こ
と
の
罪
、知
ら
な
い
こ
と
の
罪

2009年
12月8日
火曜日
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主
婦
が
家
庭
で
行
う
家
事
は
家
族
１
人

１
人
の
好
み
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
ほ

ど
喜
ば
れ
る
。「
夫
の
好
み
に
あ
わ
せ
て

献
立
を
考
え
る
」、「
子
供
の
好
み
に
あ
わ

せ
て
服
を
買
う
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し

た
家
事
の
技
能
は
「
家
族
と
の
関
係
」
に

お
い
て
の
み
意
味
を
持
つ
点
に
特
徴
が
あ

る
。
主
婦
は
家
族
の
好
み
に
関
す
る
知
識

を
蓄
積
し
て
い
る
の
で
、「
自
分
の
家
族
」

に
対
し
て
は
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
。
し
か
し
家
族
以
外
に
同
じ
よ

う
な
満
足
を
も
た
ら
す
こ
と
は
難
し
い
。

こ
う
し
た
「
特
定
の
人
と
の
関
係
」
に
お

い
て
の
み
意
味
を
持
つ
技
能
の
こ
と
を

「
関
係
特
殊
的
な
技
能
」
と
呼
ぶ
。
こ
の

家
事
技
能
の
特
性
こ
そ
が
か
つ
て
家
庭
内

で
女
性
の
交
渉
力
が
弱
か
っ
た
理
由
の
１

つ
で
あ
る
。
農
業
を
中
心
と
す
る
社
会
に

お
い
て
夫
が
生
み
出
す
生
産
物
や
労
働
は

市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
主
婦

の
家
事
技
能
は
家
族
と
の
関
係
に
お
い
て

し
か
意
味
を
持
た
な
い
の
で
市
場
で
は
評

価
さ
れ
な
い
。
こ
の
評
価
の
違
い
に
つ
け

込
め
ば
、
夫
は
十
分
な
対
価
を
払
わ
ず
に

妻
の
家
事
技
能
を
享
受
で
き
る
。
妻
の
家

事
技
能
は
家
族
以
外
の
人
間
に
は
評
価
が

さ
れ
な
い
の
で
、
妻
は
ど
ん
な
に
見
返
り

が
少
な
く
と
も
夫
と
の
取
引
に
応
じ
ざ
る

を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
封
建
的

な
社
会
に
お
け
る
女
性
差
別
の
構
造
で
あ

る
。
し
か
し
経
済
発
展
に
伴
う
産
業
構
造

の
転
換
は
女
性
に
「
家
事
技
能
の
形
成
に

特
化
す
る
」
以
外
の
選
択
肢
を
提
供
し

た
。
例
え
ば
明
治
期
に
発
達
し
た
製
糸
業

で
は
多
く
の
女
性
を
労
働
者
と
し
て
採
用

し
た
。
こ
う
し
た
女
性
労
働
市
場
出
現
は

い
ざ
と
な
れ
ば
夫
と
別
れ
て
帰
る
場
所
を

女
性
に
提
供
し
た
。
そ
の
た
め
夫
が
妻
を

家
庭
に
と
ど
め
て
お
き
た
け
れ
ば
、
少
な

く
と
も
労
働
市
場
よ
り
は
快
適
な
条
件
を

提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
家
族

内
に
お
け
る
女
性
の
交
渉
力
を
高
め
る
効

果
を
も
っ
た
。
現
在
女
性
の
賃
金
は
徐
々

に
男
性
の
そ
れ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
家

庭
内
に
お
け
る
女
性
の
交
渉
力
も
ま
す
ま

す
強
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
一

方
、
こ
う
し
た
女
性
の
相
対
賃
金
の
上
昇

が
晩
婚
化
・
非
婚
化
を
通
じ
少
子
化
を
生

み
出
し
た
側
面
も
あ
る
。
女
性
の
相
対
賃

金
の
上
昇
は
結
婚
・
出
産
・
退
職
に
よ
っ

て
女
性
が
失
う
も
の
の
価
値
（
機
会
費

用
）
を
高
め
る
の
で
、
結
婚
の
魅
力
が
低

下
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
仮
に
女
性
が

結
婚
・
出
産
を
経
験
し
て
も
就
業
を
継
続

で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
え
ば
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
女
性
の
相
対
賃
金
の
上
昇
は
そ

れ
で
も
な
お
晩
婚
化
・
非
婚
化
を
生
み
出

す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る

答
え
の
手
が
か
り
は
、
先
の
夫
婦
の
交
渉

力
に
関
す
る
議
論
に
あ
る
。
就
業
継
続
が

可
能
な
場
合
、
女
性
の
相
対
賃
金
の
上
昇

は
、
家
庭
内
に
お
け
る
既
婚
女
性
の
交
渉

力
を
引
き
上
げ
る
効
果
を
も
つ
。
そ
の
結

果
、
結
婚
し
た
後
の
女
性
の
家
庭
に
お
け

る
厚
生
水
準
（
幸
福
度
）
は
現
在
よ
り
も

さ
ら
に
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま

り
女
性
が
結
婚
・
出
産
を
経
験
し
て
も
就

業
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
環
境
さ
え
整
え

ば
、
女
性
の
相
対
賃
金
の
上
昇
は
、
女
性

に
と
っ
て
の
結
婚
の
魅
力
を
増
加
さ
せ
る

効
果
を
持
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
と

き
男
性
に
と
っ
て
の
結
婚
の
魅
力
は
…
。

 

■

１ 　

以
下
の
議
論
は
中
林
真
幸
「
日
本
の
長

い
近
代
化
と
市
場
経
済
」（
や
さ
し
い
経

済
学　

日
本
経
済
新
聞
２
０
０
９
年
12
月

１
日
）
お
よ
び
宇
南
山
卓
「
結
婚
促
進
こ

そ
少
子
化
対
策
の
要
」（
経
済
教
室　

日

本
経
済
新
聞　

２
０
０
９
年
11
月
29
日
）

の
議
論
を
参
照
し
た
。

田
畑　

顕　

准
教
授
（
経
済
成
長
論
）

夫
婦
間
の
交
渉
力
と
晩
婚
化１

2009年
12月9日
水曜日
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「
儒
教
の
国
な
の
に
な
ぜ
韓
国
人
は
美

容
整
形
を
多
く
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問

を
よ
く
受
け
る
が
、
今
日
は
そ
の
答
え
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
韓
国
の

６
割
の
女
性
が
整
形
を
し
て
い
る
と
い
う

統
計
も
あ
る
ほ
ど
、
確
か
に
韓
国
で
は
整

形
を
す
る
人
が
多
く
、
整
形
す
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
も
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
韓
国
人
の
求
め
る
幸
せ
観

が
あ
る
の
で
は
と
思
う
。
ま
ず
、
幸
せ
に

な
る
た
め
に
は
、
ど
こ
の
国
の
人
も
健
康

で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
健
康

と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
肉
体
的
、
精
神

的
、
社
会
的
健
康
の
三
位
一
体
の
状
態
を

意
味
す
る
。
で
は
、
ま
ず
、
韓
国
の
人
の

肉
体
的
健
康
の
維
持
方
法
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
韓
国
で
は
、
心
身
と
も
に
健

康
で
あ
ろ
う
と
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

指
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン
グ
（W

ell-being

）

と
い
う
言
葉
が
非
常
に
流
行
し
て
お
り
、

日
ご
ろ
の
食
事
や
運
動
な
ど
に
気
を
配
っ

て
い
る
。
韓
国
は
、
薬
食
同
源
の
国
で
あ

り
、
料
理
や
お
菓
子
、
酒
や
お
茶
に
つ
い

て
も
薬
膳
を
ベ
ー
ス
に
し
た
発
想
が
見
ら

れ
、
食
す
る
こ
と
自
体
、「
補
身
」
の
行

為
で
あ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
自

然
食
や
薬
食
同
源
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

食
事
が
人
気
で
あ
る
。
韓
国
ド
ラ
マ
「
宮

廷
女
官
チ
ャ
ン
グ
ム
」
や
「
ホ
ジ
ュ
ン
」

を
見
た
人
は
、
韓
国
は
昔
か
ら
漢
方
薬
を

用
い
た
医
学
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
だ
ろ
う
が
、
現
在
も
韓
国
で
は
、
西

洋
医
学
と
同
じ
く
ら
い
東
洋
医
学
が
発
達

し
、
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。「
補

薬
」
と
い
っ
て
、
健
康
な
人
も
疾
病
の
予

防
や
健
康
維
持
の
た
め
に
、
漢
方
薬
を
飲

ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
韓
国
な
ら
で
は
の

漢
方
の
処
方
や
飲
み
方
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
漢
方
薬
を
「
韓
薬
」
と
い
い
、
そ
の

医
術
を
「
韓
医
学
」
と
い
う
。
健
康
な
身

体
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
身
体
文
化
は
、

食
事
や
「
補
薬
」
の
ほ
か
に
運
動
や
サ
ウ

ナ
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
公
園
や
一
般
の

マ
ン
シ
ョ
ン
（
韓
国
で
は
ア
パ
ー
ト
）
に

は
、
多
様
な
運
動
器
具
が
住
民
の
た
め
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

通
わ
な
く
て
も
、
手
軽
に
運
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
ガ
イ

ド
に
も
よ
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、「
汗

蒸
幕
」
や
日
本
の
健
康
ラ
ン
ド
の
よ
う
な

室
内
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
で
も
言
え
る
「
チ

ム
ジ
ル
バ
ン
」
に
通
う
習
慣
も
韓
国
人
の

身
体
を
労
わ
る
行
為
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
身
体
へ
の
い
た
わ
り
と
は
別
に
、
整
形

大
国
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
美
へ
の
関
心
も

強
く
、
女
性
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

が
、
特
に
女
性
に
は
「
美
し
く
あ
る
べ
き

だ
」
と
い
う
美
人
至
上
主
義
が
広
ま
っ
て

い
る
。
韓
国
語
に
は
美
し
い
も
の
を
賞
賛

す
る
「
ど
う
せ
な
ら
朱
色
の
ス
カ
ー
ト
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
ほ
ど
、
高
い
美
意
識

が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し

て
美
容
整
形
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

韓
国
は
周
知
の
通
り
、
儒
教
の
国
で
、
儒

教
の
思
想
は
人
々
の
生
活
や
価
値
観
に
深

く
関
係
し
て
い
る
。
儒
教
で
は
「
身
体
は

祖
先
の
亡
骸
で
あ
る
」
と
し
、
祖
先
か
ら

譲
り
受
け
た
身
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
い

け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

の
韓
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
価

値
観
よ
り
、
社
会
的
な
要
求
に
積
極
的
に

対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
な
幸

せ
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
よ
り
優
先
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
身
体
的
健

康
と
社
会
的
な
健
康
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
精
神
的
な
健
康
が
得
ら
れ
、
日
常
の

幸
福
感
を
満
た
す
と
こ
ろ
に
、
韓
国
的
な

幸
せ
が
あ
ろ
う
。
こ
の
幸
せ
の
輪
の
中

に
、
美
容
整
形
と
い
う
人
間
の
さ
さ
や
か

な
努
力
が
あ
る
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
な

の
だ
ろ
う
か
。

 

■

厳　

廷
美　

准
教
授
（
社
会
言
語
学
）

韓
国
的
な
幸
せ

2009年
12月11日
金曜日
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人間を考える
　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
新
し
い
大
統
領

が
そ
の
抱
負
を
述
べ
る
就
任
演
説
は
、
日

本
の
首
相
が
行
う
「
所
信
表
明
」
よ
り
も

は
る
か
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
何
よ
り

も
国
民
に
直
接
語
り
か
け
る
そ
の
ス
タ
イ

ル
は
、
民
主
主
義
の
理
念
を
映
し
出
す
も

の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
記
憶
に
残
る
「
就

任
演
説
」
や
重
要
な
演
説
は
少
な
く
な

い
。
た
と
え
ば
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
の

「
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
演
説
」（
１
８
６
３
）

の
一
節
、「
人
民
の
、
人
民
の
た
め
の
、

人
民
に
よ
る
政
府
は
地
上
か
ら
消
え
去
り

は
し
な
い
」
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る

し
、
ま
た
、
最
近
で
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

の
「
就
任
演
説
」
に
あ
る
「
現
在
の
危
機

的
状
況
に
お
い
て
、
政
府
は
問
題
の
解
決

と
は
な
ら
な
い
。
政
府
が
問
題
な
の
だ
」

は
、「
小
さ
な
政
府
」
を
指
向
す
る
宣
言

で
あ
り
、
日
本
に
も
波
及
し
て
「
小
泉
改

革
」
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
連
の

演
説
は
国
家
の
戦
略
を
明
確
に
打
ち
出
す

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
、
時
の
社
会
情
勢
を
反
映

し
て
様
々
で
あ
っ
て
も
、
米
国
大
統
領
が

行
う
演
説
に
あ
る
種
普
遍
的
に
織
り
込
ま

れ
て
い
る
の
は
、
宗
教
的
な
要
素
で
あ

る
。
上
記
の
レ
ー
ガ
ン
の
就
任
演
説
に

も
、「
我
々
は
神
の
元
に
あ
る
国
家
」
と

の
一
節
が
あ
る
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
の
就
任
演
説
も
、
ま
た

例
外
で
は
な
い
。〝the tim

e has com
e 

to set aside childish things.

〞
の
一

節
は
、
新
約
聖
書
「
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の

手
紙
第
１
」
13
章
11
節
に
あ
る
「
成
人
し

た
今
、
幼
子
の
こ
と
を
棄
て
た
」
か
ら
の

引
用
で
あ
る
。
若
い
国
家
と
見
な
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
も
、
も
は
や
成
熟
期
を
迎
え
て

い
る
と
い
う
自
覚
を
国
民
に
促
そ
う
と
い

う
の
が
こ
の
下
り
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
は
聖
書
な

の
で
あ
る
。

　

歴
代
の
大
統
領
就
任
演
説
に
お
け
る
こ

う
い
っ
た
宗
教
性
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う

国
家
の
成
り
立
ち
と
深
く
関
係
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
宗
主
国
の
利

潤
追
求
の
手
段
で
あ
る
一
方
で
、
本
国
で

迫
害
を
受
け
て
い
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち

が
宗
教
的
自
由
を
求
め
て
移
民
し
た
土
地

で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
新
大
陸
に
理
想

の
宗
教
的
共
同
体
設
立
を
夢
見
て
大
西
洋

を
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
オ
バ

マ
大
統
領
の
就
任
演
説
は
、
こ
の
宗
教
性

を
巡
っ
て
従
来
の
就
任
演
説
と
は
実
は
一

線
を
画
し
て
い
る
。
彼
は
、「
我
々
は
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
ユ
ダ

ヤ
教
徒
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
、
そ
し
て
無
宗

教
の
人
々
か
ら
成
る
国
家
な
の
だ
」
と
い

う
一
節
を
演
説
に
織
り
込
み
、
歴
代
大
統

領
の
中
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
多

様
性
を
公
式
の
場
で
是
認
し
た
。
か
つ
て

は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
、
つ
ま
りW

A
SP

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
の
国
は
、
歴
史
を
経

る
内
に
今
や
多
様
な
人
種
、
文
化
、
宗
教

の
ひ
し
め
き
合
う
場
所
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
多
分
に
意
識
的
に
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
ひ
と
つ
の
言
葉
、「
旅
」（journey

）

も
国
民
の
連
帯
を
希
求
す
る
。

　

再
び
歴
史
を
遡
っ
て
17
世
紀
植
民
地
時

代
に
戻
れ
ば
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
と
っ
て

は
新
大
陸
へ
の
渡
航
は
命
懸
け
の
「
旅
」

で
あ
っ
た
。
同
時
に
こ
の
言
葉
は
、
約
束

の
地
を
求
め
て
40
年
に
渉
っ
て
荒
野
を
彷

徨
し
た
旧
約
聖
書
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
の
民
の

苦
難
と
自
ら
の
体
験
を
重
ね
合
わ
せ
、
且

つ
人
生
を
地
上
か
ら
天
国
に
至
る
「
旅
」

と
捉
え
る
宗
教
的
な
感
性
を
も
包
含
す

る
。さ
ら
に
、植
民
地
時
代
以
降
も
地
域
、

人
種
を
拡
大
し
な
が
ら
大
量
の
移
民
が
陸

続
と
新
大
陸
へ
と
渡
り
、
そ
れ
も
ま
た

「
旅
」
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
も
と
も
と
こ
の
地
に
住

ん
で
い
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
以

外
は
、
そ
の
意
志
に
反
し
て
奴
隷
と
し
て

強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
々
を
も
含

め
て
、
そ
の
大
半
が
「
移
民
」
と
そ
の
子

孫
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
国
家
で
あ

る
。「
旅
」
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
構

成
員
の
琴
線
に
触
れ
る
言
葉（
辛
い「
旅
」

で
も
あ
る
）で
あ
り
、同
時
に
精
神
的
な
、

あ
る
い
は
宗
教
的
な
意
味
合
い
を
も
そ
こ

に
込
め
る
言
葉
な
の
で
あ
る
。 

■

増
永
俊
一　

教
授
（
ア
メ
リ
カ
文
学
・
文
化
）

ア
メ
リ
カ
大
統
領
就
任
演
説
：

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の〈
旅
〉

2009年
12月15日
火曜日
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２
０
０
８
年
12
月
31
日
、
岡
山
県
倉
敷

市
の
旧
倉
敷
紡
績
工
場
跡
を
借
り
て

１
９
９
７
年
に
開
設
さ
れ
た
テ
ー
マ
・

パ
ー
ク
「
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
」
が
そ
の
歴

史
に
幕
を
お
ろ
し
た
。
跡
地
は
、
今
流
行

り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
る
こ
と

が
正
式
決
定
し
、
施
設
は
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。た
だ
、今
回
の
閉
園
は
、

単
に
バ
ブ
ル
経
済
時
の
ず
さ
ん
な
計
画
に

踊
っ
た
一
施
設
が
そ
の
つ
け
を
払
っ
た
と

い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
に
お
け

る
新
し
い
文
化
の
醸
成
と
維
持
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
一
つ
の
問
題
提
起
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
」
は
当
初
、
岡
山

市
制
百
年
記
念
事
業
と
し
て
岡
山
市
に
建

設
予
定
で
あ
っ
た
が
、
計
画
の
ず
さ
ん
さ

等
が
発
覚
し
経
営
見
通
し
が
立
た
な
い
と

の
理
由
で
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
さ
れ
、
そ

の
後
、
そ
の
計
画
を
岡
山
県
と
倉
敷
市
が

引
き
継
ぐ
形
で
実
行
さ
れ
た
と
い
う
少
し

複
雑
な
開
設
経
緯
を
有
し
て
い
る
。
一
方

こ
の
施
設
の
特
徴
は
、「
チ
ボ
リ
」
と
い

う
名
前
が
示
す
通
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
中
央
駅
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

世
界
最
古
の
テ
ー
マ
・
パ
ー
ク
と
言
わ
れ

る
「
チ
ボ
リ
公
園
」
と
の
提
携
で
設
計
や

運
営
が
進
め
ら
れ
た
点
に
あ
る
。
そ
の
た

め
園
内
の
施
設
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
チ

ボ
リ
公
園
内
の
施
設
を
規
模
の
差
こ
そ
あ

れ
、
極
め
て
忠
実
に
再
現
し
、
さ
ら
に
、

本
国
で
は
公
園
の
外
に
あ
る
ア
ン
デ
ル
セ

ン
像
や
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
北
に
あ
る

有
名
な
人
魚
姫
の
像
の
レ
プ
リ
カ
が
園
内

に
飾
ら
れ
て
あ
る
。
ま
た
、
園
内
の
売
店

で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
有
名
な
ビ
ー
ル
で

あ
っ
た
り
、屋
台
で「
フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
軽
食
を
「
デ
ン

マ
ー
ク
ド
ッ
ク
」
と
い
う
名
前
で
安
価
に

提
供
し
た
り
し
て
、
日
本
に
居
な
が
ら
に

し
て
、
本
場
の
雰
囲
気
を
十
分
に
味
わ
え

る
良
質
な
施
設
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。

加
え
て
、
18
世
紀
の
古
い
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
街
並
み
を
重
厚
に
再
現
し
た
エ
リ
ア

も
あ
り
大
人
の
鑑
賞
に
耐
え
う
る
テ
ー

マ
・
パ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
当
初
の
計
画
時
に
岡
山
市
が

懸
念
し
た
通
り
、
来
場
者
は
減
り
続
け
、

ま
た
、
借
地
権
の
更
新
期
限
を
迎
え
る
中

で
、
廃
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
企
業

努
力
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
従
業
員
の
方
が
中
心

と
な
っ
て
園
を
も
り
あ
げ
る
た
め
に
「
Ｔ

Ｅ
（
チ
ボ
リ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
）」

と
い
う
役
割
を
分
担
し
、
踊
り
や
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
等
を
プ
ロ
の
方
と
共
に
担
っ
て
、

危
機
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
献
身
的
な
働

き
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
そ
う
し
た
努
力

と
継
続
を
祈
る
気
持
ち
も
適
わ
ず
、
多
く

の
従
業
員
が
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

開
設
計
画
時
か
ら
開
園
に
い
た
る
ま
で

の
計
画
の
ず
さ
ん
さ
や
不
透
明
さ
が
、
当

時
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
倉
敷
市
議
会

等
で
糾
弾
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
部
分

は
公
正
に
解
明
さ
れ
た
上
で
、
責
任
の
所

在
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は

当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
活
動
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
利
益
の
追
求
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
が
、
文
化
の
熟
成
と
維
持
発

展
が
我
々
に
も
た
ら
す
、
目
に
見
え
な
い

豊
か
さ
を
忘
れ
た
と
き
、
我
々
の
さ
ま
ざ

ま
な
営
み
が
持
つ
深
み
が
失
わ
れ
て
い
く

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
社
会
の
構
造
や
不
公

正
か
ら
生
じ
る
格
差
や
経
済
的
な
貧
困
は

当
然
解
消
さ
れ
る
べ
く
不
断
の
検
証
と
改

善
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
健
全

な
経
済
的
営
み
と
と
も
に
私
た
ち
に
精
神

的
な
豊
か
さ
を
与
え
て
く
れ
る
文
化
を
維

持
す
る
知
恵
を
育
む
こ
と
の
重
要
性
を
今

こ
そ
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。 

■

舟
木　

讓　

准
教
授
︵
宗
教
哲
学
・
キ
リ
ス
ト
教
学
︶

﹁
経
済
と
倫
理

ー 

消
え
た
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園 

ー
」

2010年
1月 6日
水曜日
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経済と倫理
　

２
０
０
８
年
秋
の
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融

危
機
で
、
欧
米
の
金
融
機
関
は
巨
額
の
不

良
債
権
を
抱
え
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
帰
国
し
た

方
の
話
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
払
え
ず
、

家
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
自
動
車
の
中
で

生
活
す
る
人
々
も
珍
し
く
な
い
そ
う
で

す
。

　

現
在
で
は
、
危
機
の
発
生
源
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
よ
り
、
欧
州
の
方
が
事
態
は
深
刻

で
、
金
融
機
関
は
公
的
資
金
の
注
入
で
な

ん
と
か
維
持
さ
れ
て
い
る
模
様
で
す
。
不

良
債
権
も
増
加
を
続
け
、
そ
の
処
理
に
何

年
か
か
る
か
展
望
で
き
な
い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
直
接

の
原
因
は
、
高
額
報
酬
を
求
め
、
リ
ス
ク

の
高
い
サ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
証
券
を
世
界
中

に
売
り
さ
ば
い
た
投
資
銀
行
の
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
「
強
欲
」
だ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
、低
金
利
資
金
を
供
給
し
、

不
動
産
や
金
融
バ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
濫
用
を
放
置
し
た
各
国

や
国
際
社
会
に
も
強
い
反
省
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ウ
イ
ー
ク
誌
に
よ
れ
ば
、
今

年
度
の
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー

ル
の
最
も
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
は
「
倫

理
」
で
す
。
私
た
ち
経
済
学
部
で
は
、
３

年
前
か
ら
チ
ャ
ペ
ル
で
シ
リ
ー
ズ
「
経
済

と
倫
理
」
を
行
い
、
本
年
度
か
ら
、
経
済

学
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
経
済
と
倫
理
」
の
講
義

を
開
始
し
ま
し
た
。
経
済
危
機
を
ア
メ
リ

カ
又
は
「
強
欲
」
の
せ
い
に
す
る
の
は
簡

単
で
す
が
、
大
事
な
の
は
、
自
分
自
身
も

「
強
欲
」
の
虜
に
な
っ
た
り
、
加
担
者
又

は
加
害
者
に
な
り
か
ね
な
い
現
実
か
ら
目

を
背
け
な
い
こ
と
で
す
。　

　

経
済
危
機
の
影
響
は
身
近
に
及
び
、
最

近
で
は
兵
庫
県
で
も
製
造
業
の
工
場
閉
鎖

や
雇
用
削
減
が
相
次
ぎ
、
生
産
拠
点
の
中

国
シ
フ
ト
の
懸
念
が
再
燃
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
流
出
の
影
響
が
加
わ
っ
て
、

商
店
の
閉
鎖
な
ど
地
域
経
済
の
疲
弊
は
目

に
見
え
て
拡
大
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業

で
は
年
間
ボ
ー
ナ
ス
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
も
増

え
、
住
宅
ロ
ー
ン
返
還
が
滞
り
、
教
育
費

を
払
え
な
い
高
校
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
金
融
機

関
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
金
融
商
品
の
保
有

率
は
１
割
を
下
回
り
、
金
融
危
機
の
直
接

的
影
響
は
軽
微
で
し
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ

ア
諸
国
は
協
調
的
で
、
大
規
模
な
財
政
出

動
を
行
い
域
内
市
場
は
拡
大
し
、
欧
米
市

場
依
存
か
ら
脱
却
す
る
希
望
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
講
義
「
経
済
と
倫
理
」

で
は
、
①
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
と
世
界

経
済
危
機
の
克
服
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
の
か
、
②
地
球
環
境
な
ど
を
め
ぐ
る
先

進
国
と
途
上
国
の
対
立
を
ど
の
よ
う
に
解

く
の
か
、
③
世
代
間
の
利
害
対
立
を
超

え
、
次
世
代
に
夢
を
与
え
る
社
会
を
築
け

る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
多
数
の
学
生
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

本
日
読
ん
で
い
た
だ
い
た
マ
ル
コ
に
よ

る
福
音
書
（
第
一
章
一
〜
八
節
）
は
、
紀

元
後
50
〜
60
年
頃
、
使
徒
ペ
テ
ロ
の
通
訳

で
同
行
者
だ
っ
た
マ
ル
コ
が
記
し
た
最
も

古
い
福
音
書
で
す
。
そ
こ
で
マ
ル
コ
は
、

徹
底
的
に
、
イ
エ
ス
が
こ
の
世
で
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
歴
史
を
描
く
の
で
す
。
即

ち
、
と
こ
と
ん
神
が
存
在
し
な
い
世
界
を

描
き
な
が
ら
、
イ
エ
ス
の
生
涯
を
通
じ
、

苦
難
を
共
に
す
る
神
の
愛
の
働
き
を
主
張

す
る
の
で
す
。
悔
改
め
と
は
、
個
人
の
罪

や
不
安
か
ら
如
何
に
立
ち
直
る
か
を
問
う

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
が
抱
え
る

困
難
の
ど
真
ん
中
か
ら
出
発
し
、
そ
の
克

服
へ
の
希
望
を
持
ち
、
共
に
生
き
る
積
極

的
な
生
き
方
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
る
の

で
す
。

 

■

井
口　

泰　

教
授
（
労
働
経
済
学
）

経
済
と
倫
理

　

困
難
か
ら
の
新
た
な
出
発

2010年
1月 7日
木曜日
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学部開設 75周年記念チャペル講話

〝
大
切
な
の
は
、
植
え
る
者
で
も
水
を
注

ぐ
者
で
も
な
く
、
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
る

神
で
す
。〞（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
三
・
７
）

○
今
は
や
り
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判

　
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
受
け
入
れ
る
心
の

広
い
哲
学
を
持
っ
て
い
る
仏
教
に
は
期
待

で
き
る
が
、
西
欧
文
明
か
ら
派
生
し
た
経

済
シ
ス
テ
ム
や
価
値
観
が
行
き
詰
っ
て
い

る
の
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教

に
「
排
他
性
」
が
あ
り
、
独
善
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。」

　

概
要
以
上
の
発
言
は
、
民
主
党
小
沢
幹

事
長
が
○
九
年
一
一
月
高
野
山
に
詣
で
、

仏
教
界
の
代
表
者
と
会
見
し
た
際
の
キ
リ

ス
ト
教
批
判
で
す
。

　

わ
が
国
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
は
、
日
本

と
い
う
国
が
意
識
に
の
ぼ
る
度
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
「
国
際
性
」
で
あ

り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
間
に
相
容
れ

な
い
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
に
始
ま

り
、
帝
国
憲
法
下
の
宗
教
統
制
、
特
に
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
弾
圧
と
、
国
家
挙
げ
て
の

キ
リ
ス
ト
教
批
判
は
、
大
小
は
あ
る
に
し

ろ
過
去
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
後
発

と
し
て
の
関
西
学
院

　

明
治
維
新
と
と
も
に
「
禁
教
」
が
解
か

れ
ま
す
と
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
っ

た
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
活
動
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
派
に
よ
っ
て
一
斉
に
力
強
く

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
建
設

に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教

主
義
学
校
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
）
が

多
数
設
立
さ
れ
、
教
育
界
に
限
ら
ず
多
方

面
に
わ
た
り
貢
献
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

関
西
学
院
が
神
戸
に
産
声
を
上
げ
た
の

は
、
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が
明

治
初
期
に
開
校
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
と
後
発

に
属
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
今
年
は
創

立
一
二
○
年
に
な
り
ま
す
。

　

遅
れ
た
原
因
は
、
一
八
六
○
年
代
に
ア

メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
南
北
戦
争
の
余
波

で
、
教
会
も
「
北
」
と
「
南
」
に
分
裂
、

「
南
部
」
に
属
し
た
教
会
の
日
本
伝
道
は

い
ず
れ
も
遅
れ
、
関
西
学
院
を
建
て
た
南

メ
ソ
ヂ
ス
ト
監
督
教
会
も
同
様
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

遅
れ
た
の
は
以
上
の
事
情
で
す
が
、
そ

の
年
は
帝
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
日
本
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
核
と
な
る
「
天
皇

制
」
国
家
へ
の
道
が
開
か
れ
て
、
キ
リ
ス

ト
教
は
苦
難
の
道
を
歩
み
始
め
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
関
西
学
院
の
そ
の
後
二
○

年
程
は
、
や
は
り
困
難
な
道
で
し
た
。

○
大
学
設
立
も
後
発
の
経
済
学
部

　

帝
国
大
学
以
外
で
大
学
が
設
立
可
能
に

な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
一
八
（
大

正
七
）
年
で
、「
関
関
同
立
」
と
い
わ
れ

る
関
西
私
学
は
次
々
と
大
学
を
開
設
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
関
西
学
院
は
か
な
り

後
で
あ
る
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
大

学
予
科
、
二
年
後
の
三
四
年
に
学
部
を
開

設
し
ま
し
た
。
今
年
が
創
立
七
五
年
の
記

念
の
年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
市
街
化
が
始
ま
っ
て
い
た
神
戸
王

子
の
地
か
ら
、
ま
だ
郊
外
の
田
圃
で
あ
っ

た
現
在
の
上
ヶ
原
へ
の
移
転
に
よ
っ
て
、

大
学
設
立
の
資
金
を
確
保
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

商
経
学
部
と
し
て
始
ま
っ
た
経
済
学
部

山
本
栄
一　

名
誉
教
授
（
財
政
学
）

経
済
学
部
開
設
75
周
年
を
覚
え
て

2009年
12月2日
水曜日
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の
そ
の
後
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
へ
の

歩
み
を
始
め
て
お
り
、
学
院
の
開
設
時
期

と
同
様
、
戦
後
の
時
期
ま
で
困
難
な
道
を

歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
経
済
学
部
・
キ
リ
ス
ト
教
と

　

わ
た
し

　

わ
た
し
が
学
部
に
入
学
し
た
の
は

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
で
、
日
本
経

済
が
成
長
を
は
じ
め
た
時
期
で
、
学
院
も

成
長
の
途
上
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

学
部
を
卒
業
、
大
学
院
で
の
学
び
を
終

え
、
一
九
六
九
年
学
部
の
教
員
と
な
り
、

二
○
○
八
年
ま
で
財
政
学
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
。
学
部
七
五
年
の
歩
み
の
三
分
の

二
に
当
た
る
五
○
年
間
在
籍
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

は
じ
め
は
、
学
部
卒
業
後
、
就
職
し
て

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
十
歳
頃
に
患
っ
た
心
臓
病
の
た
め
、

そ
の
道
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
の
大
学

院
入
学
で
、
自
慢
で
き
る
進
路
決
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
学
院
で
の
学
び
の
中
で
、
本
格
的
に

キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
学
部
チ
ャ
ペ
ル
に
出
て
は
い
ま
し
た

が
、「
こ
こ
ろ
」
は
動
か
ず
関
心
も
抱
か

ず
仕
舞
い
で
し
た
。
大
学
院
で
の
教
授
の

個
別
指
導
の
中
で
、
教
会
出
席
の
機
会
が

あ
り
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
と
の
「
本
格

的
」
な
出
会
い
で
し
た
。

○
経
済
学
部
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

わ
た
し
は
関
西
学
院
に
い
て
多
く
の
恩

義
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
最
大
の
も
の

は
大
学
院
の
最
終
年
度
に
洗
礼
を
受
け
キ

リ
ス
ト
者
と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
時
か
ら
、
恐
ら
く
心
臓
病
を

抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
死
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。「
死
」

に
つ
い
て
考
え
込
ん
で
い
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
生
理
的
に
突
然
「
死
」
の
実
感

が
脳
裏
に
浮
か
び
叫
び
声
を
上
げ
る
と
い

う
も
の
で
、
そ
の
瞬
間
が
過
ぎ
る
と
も
と

に
戻
り
ま
す
。

　

青
年
期
も
変
わ
り
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、教
会
で
聖
書
の
話
を
聞
く
中
で
、メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の「
十

字
架
の
死
と
そ
こ
か
ら
の
復
活
」
を
、
わ

が
身
の
救
い
と
し
て
受
け
入
れ
る
信
仰
を

与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
西
学
院
を
設
立
さ
れ
た
ラ
ン
バ
ス
博

士
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
学
校
経
営
と
教

育
に
労
苦
さ
れ
た
宣
教
師
は
皆
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
生
き
働
か
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
も
そ
の
戦
列
の
一
端
に
繋
が
れ
た

こ
と
は
、
他
の
学
校
で
は
味
わ
え
な
い
特

権
で
し
た
。

○
キ
リ
ス
ト
教
は
排
他
的
且
つ

　

独
善
的
か

　

宗
教
は
信
じ
る
者
に
は
掛
替
え
が
な
く

て
も
、そ
う
で
な
い
人
に
は
、ど
こ
か
し
っ

く
り
し
な
い
、
時
に
は
胡
散
臭
い
も
の
に

映
り
ま
す
。
先
に
民
主
党
幹
事
長
が
仏
教

に
は
親
和
性
が
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教

に
は
胡
散
臭
さ
を
感
じ
て
の
こ
と
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
政
治
家

の
薄
っ
ぺ
ら
い
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
だ
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宗
教
に
つ
い
て
感
想
や
思
い
込
み
を
語

る
の
は
自
由
で
す
が
、
社
会
的
に
大
き
な

力
を
持
つ
人
が
宗
教
を
批
判
す
る
た
め
に

は
、
た
と
え
信
仰
が
な
く
て
も
、
信
仰
に

内
在
す
る
知
識
を
い
く
ら
か
で
も
持
つ
必

要
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
さ
れ
ま
す
。

○
キ
リ
ス
ト
と
わ
た
し

　

わ
た
し
に
と
っ
て
の
信
仰
は
「
死
か
ら

命
へ
」
の
救
い
を
信
じ
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
は
「
わ
た
し
」
と
「
神
・
キ
リ
ス
ト
」

の
関
係
だ
け
が
あ
り
、
他
者
や
社
会
と
の

関
係
は
介
在
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
独
善
、

排
他
と
い
う
の
は
自
由
で
す
が
、
キ
リ
ス

ト
教
の
命
は
こ
こ
に
あ
り
、
そ
れ
が
関
西

学
院
を
生
か
し
そ
の
歴
史
を
刻
ま
せ
た
理

由
で
も
あ
る
と
か
ん
が
え
て
い
ま
す
。

　

宣
教
師
を
は
じ
め
多
く
の
教
職
員
・
学

生
が
今
日
の
関
西
学
院
を
育
て
て
き
た
に

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
の
聖
書
の

こ
と
ば
に
あ
る
よ
う
に
、「
成
長
さ
せ
て

く
だ
さ
っ
た
の
は
神
」
な
の
で
す
。

 

■
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わ
が
国
で
は
、
理
系
と
文
系
と
い
う
分

類
が
よ
く
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の
分
類
は
単

純
明
快
で
あ
る
ら
し
く
、
ま
た
便
利
で
あ

る
せ
い
か
、
そ
れ
は
人
間
個
人
の
性
格
の

分
類
（
す
な
わ
ち
、
理
系
人
間
と
文
系
人

間
の
分
類
）
に
ま
で
及
ん
で
お
り
ま
す
。

大
学
入
学
試
験
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け

私
立
大
学
の
入
学
試
験
に
お
い
て
は
、（
例

外
は
あ
る
も
の
の
）
理
系
科
目
と
文
系
科

目
が
完
全
に
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
理
系
と
は
、
人
間
そ
の
も

の
と
人
間
を
取
り
ま
く
自
然
全
般
に
つ
い

て
研
究
す
る
学
問
と
さ
れ
、
そ
の
対
象
は

自
然
科
学
で
あ
り
、
文
系
と
は
、
個
人
と

し
て
の
人
間
や
集
団
と
し
て
の
人
間
の
行

動
や
思
考
に
関
わ
る
現
象
に
つ
い
て
の
学

問
と
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
経
済
学
の
よ
う

な
社
会
科
学
や
人
文
科
学
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
学
問
的
方
法
の
特
徴

と
し
て
、
理
系
と
称
せ
ら
れ
る
学
問
は
数

学
を
利
用
す
る
場
面
が
多
く
、
文
系
と
称

せ
ら
れ
る
学
問
は
数
学
を
必
要
と
し
な
い

領
域
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
学
問
上
の
方
法
と
し
て
の
数
学

の
論
理
性
・
体
系
性
に
よ
る
の
で
し
ょ
う

か
、
あ
る
い
は
そ
の
学
問
対
象
の
客
観

性
・
普
遍
性
と
思
し
き
理
由
に
よ
る
の
で

し
ょ
う
か
、理
（
数
）
系
分
野
は
科
学
で
、

文
系
分
野
は
非
科
学
で
あ
る
と
の
意
見
す

ら
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
12
月
18
日
（
金
）
日
本
経

済
新
聞
に
東
大
の
伊
藤
元
重
教
授
が
、
12

月
13
日
（
日
）
に
亡
く
な
っ
た
（
最
も
偉

大
な
経
済
学
者
の
一
人
で
あ
る
）Paul. A

. 

サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
米
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
工

科
大
学（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）名
誉
教
授（
１
９
１
５

年
生
ま
れ
、
１
９
７
０
年
第
２
回
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
受
賞
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。「
人
文
社
会

科
学
の
中
で
、
経
済
学
ほ
ど
世
界
中
の
大

学
で
そ
の
教
育
内
容
に
類
似
性
が
見
ら
れ

る
学
問
は
な
い
。
そ
う
し
た
教
育
内
容
の

世
界
標
準
化
は
こ
の
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン

教
授
の
）
教
科
書
が
仕
掛
け
た
と
い
っ
て

も
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
学
が
他
の
人

文
社
会
科
学
に
比
べ
て
数
理
的
な
手
法
を

多
用
す
る
こ
と
も
、
学
問
の
世
界
標
準
化

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
た
だ
、
経
済
学
の

数
理
的
分
析
の
多
く
も
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン

教
授
の
一
連
の
著
作
か
ら
出
て
き
た
も
の

が
少
な
く
な
い
。
経
済
学
の
数
理
的
手
法

の
発
展
全
般
を
リ
ー
ド
し
た
と
い
う
意
味

も
含
め
て
、
教
授
に
よ
っ
て
経
済
学
の
教

育
お
よ
び
研
究
の
世
界
標
準
化
が
進
ん
だ

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。」

　

あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
、
私
は
、
改
め

て
「
科
学
」
の
意
味
を
国
語
辞
典
で
調
べ

て
み
ま
し
た
。『
広
辞
苑
（
第
五
版
）』
に

よ
れ
ば
、
①
体
系
的
で
あ
り
、
経
験
的
に

実
証
可
能
な
知
識
。
物
理
学
・
化
学
・
生

物
学
な
ど
の
自
然
科
学
が
科
学
の
典
型
で

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
経
済
学
・
法
学
な
ど

の
社
会
科
学
、
心
理
学
・
言
語
学
な
ど
の

人
間
科
学
も
あ
る
。
②
狭
義
で
は
自
然
科

学
と
同
義
。『
国
語
大
辞
典
（
一
冊
版
）』

に
よ
れ
ば
、
普
遍
的
真
理
や
法
則
の
発
見

を
目
的
と
し
た
体
系
的
知
識
。
そ
の
対
象

領
域
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学

と
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
に
数
学
、

論
理
学
を
含
む
形
式
科
学
や
、
哲
学
を
含

む
人
文
科
学
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
。
狭

義
に
は
、自
然
科
学
を
さ
す
。『
大
辞
林（
第

二
版
）』
に
よ
れ
ば
、
［1］
（
略
）。
［2］
自
然

や
社
会
な
ど
世
界
の
特
定
領
域
に
関
す
る

法
則
的
認
識
を
目
指
す
合
理
的
知
識
の
体

系
ま
た
は
探
究
の
営
み
。
実
験
や
観
察
に

基
づ
く
経
験
的
実
証
性
と
論
理
的
推
論
に

基
づ
く
体
系
的
整
合
性
を
そ
の
特
徴
と
す

る
。
研
究
の
対
象
と
方
法
の
違
い
に
応
じ

て
自
然
科
学
・
社
会
科
学
・
人
文
科
学
な

ど
に
分
類
さ
れ
る
。
狭
義
に
は
自
然
科
学

を
指
す
。

　

代
表
的
な
国
語
辞
典
に
よ
っ
て
も
、「
科

○
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
福
尾
洋
一　

教
授
（
理
論
経
済
学
）

経
済
学
は
文
系
学
問
？

2009年
12月22日
火曜日
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学
」
の
説
明
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
こ
れ

ら
を
ま
と
め
て
簡
単
に
言
え
ば
、「
科
学
」

と
は
、
客
観
的
・
経
験
的
・
普
遍
的
・
合

理
的
・
体
系
的
知
識
で
あ
り
、「
哲
学
」

に
対
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と

私
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
理
解
に
立
ち
ま
す
と
、
理
系
と

文
系
の
分
類
、
あ
る
い
は
、
自
然
科
学
と

社
会
科
学
・
人
文
科
学
と
の
分
類
は
そ
れ

な
り
に
当
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
社

会
科
学
や
人
文
科
学
を
「
科
学
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
と
い
う
主
張
に
も

そ
れ
な
り
の
論
拠
が
あ
る
と
言
え
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、ひ
る
が
え
っ

て
考
え
て
み
ま
す
と
、
今
は
詳
し
く
触
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
自
然

科
学
の
科
学
性
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
容

易
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
逆

に
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
は
類
似
の
側

面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ど
ち
ら
の
科

学
も
経
験
的
な
事
実
を
取
り
扱
う
科
学
、

す
な
わ
ち
、
経
験
科
学
な
い
し
は
実
証
科

学
で
す
。

　

私
は
、
経
済
学
と
い
う
社
会
科
学
を
研

究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
し
て
、
若

い
こ
ろ
勉
強
し
た
上
記
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

ン
教
授
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
わ
け
で

す
が
、
経
済
学
の
方
法
は
、
経
験
科
学
一

般
の
方
法
と
い
う
意
味
に
お
い
て
自
然
科

学
の
方
法
と
基
本
的
に
類
似
す
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
、「
経
験
科
学

の
方
法
」
に
つ
い
て
簡
単
に
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
理
論
体
系
と
い
う
と
き

は
、
そ
れ
は
、
仮
説
（
一
定
の
現
象
を
体

系
的
に
説
明
し
う
る
よ
う
に
設
定
し
た
仮

定
）・
原
理
（
確
実
性
の
高
い
基
本
的
仮

説
）・
モ
デ
ル
（
一
定
の
現
象
を
系
統
的

に
説
明
す
る
た
め
の
現
実
近
似
抽
象
化
模

型
）
か
ら
出
発
し
て
、
そ
れ
か
ら
演
繹
的

に
導
き
出
さ
れ
た
結
論
ま
で
の
部
分
を
指

し
ま
す
。
今
、
演
繹
的
推
論
（
仮
定
・
仮

説
・
モ
デ
ル
か
ら
、
経
験
に
頼
ら
ず
、
論

理
の
規
則
に
従
っ
て
必
然
的
結
論
を
導
き

出
す
思
考
手
続
き
）
に
は
誤
り
が
な
い
も

の
と
し
ま
す
。
演
繹
的
推
論
に
は
誤
り
が

な
く
整
合
的
な
理
論
体
系
で
あ
っ
て
も
、

現
実
の
説
明
力
の
大
小
、
予
測
力
の
大
小

で
優
れ
た
理
論
と
劣
っ
た
理
論
が
あ
り
得

る
わ
け
で
す
。
理
論
は
、
あ
る
仮
説
・
原

理
・
モ
デ
ル
か
ら
の
結
論
を
現
実
に
つ
き

合
わ
せ
、
現
実
を
う
ま
く
説
明
し
な
い
場

合
に
は
、
仮
説
・
原
理
・
モ
デ
ル
の
導
き

方
、
換
言
す
れ
ば
、
現
実
か
ら
モ
デ
ル
を

構
成
す
る
際
の
抽
象
の
仕
方
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
改
め
て

新
し
い
仮
説
・
原
理
・
モ
デ
ル
を
採
用
し
、

こ
れ
よ
り
新
た
な
結
論
を
求
め
て
、
こ
れ

と
現
実
を
つ
き
合
わ
す
、
と
い
う
循
環
過

程
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
よ
り
よ
い
理
論
体

系
を
築
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
手
続
を
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
論

と
実
証
の
循
環
的
な
構
成
は
、
数
学
や
哲

学
に
は
見
ら
れ
な
い
経
験
科
学
の
特
徴
だ

と
い
え
ま
す
。

　

科
学
の
進
歩
は
既
存
の
理
論
と
の
優
劣

の
比
較
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
複
数
の
理
論
が
あ
る
と
き
、
で
き
る

だ
け
少
数
で
現
実
的
な
仮
説
・
原
理
の
下

で
、
で
き
る
だ
け
単
純
明
解
な
論
理
に

よ
っ
て
、
系
統
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
で
き
る
だ
け
広
い
範
囲
の
事

象
を
整
合
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

理
論
が
優
れ
た
理
論
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
と
は
言
い
ま
し
て
も
、
経
済
学
を

含
む
社
会
科
学
の
場
合
、
一
般
的
傾
向
と

し
て
、
複
数
の
理
論
が
あ
る
と
き
に
、
そ

れ
ら
の
間
の
優
劣
を
判
定
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
科
学
は
、
実

験
と
い
う
有
力
な
検
証
の
方
法
を
多
く
の

場
合
欠
い
て
い
る
た
め
に
、
決
定
的
な
検

証
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば

い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
理
論
の
優
劣
の
結

果
が
つ
か
ず
、
複
数
の
理
論
が
併
存
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
「
１
０
０
人
の
経
済
学
者
が
集

ま
れ
ば
、
１
０
０
個
の
異
見
が
あ
る
。」

と
言
わ
れ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
経
済
学
を

含
む
社
会
科
学
ひ
い
て
は
経
済
政
策
を
含

む
社
会
政
策
の
む
ず
か
し
い
面
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

　

経
済
学
は
、
人
間
が
社
会
生
活
を
営
む

上
で
極
め
て
重
要
か
つ
実
践
的
学
問
で
あ

る
わ
け
で
す
が
、
い
く
つ
も
の
複
数
の
理

論
が
併
存
し
、
そ
の
優
劣
を
語
り
に
く
い

と
い
う
点
に
お
い
て
、
論
争
の
尽
き
な
い

学
問
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
論
理
プ
ロ
セ

ス
を
追
求
す
る
経
済
理
論
は
若
い
研
究
者

が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
論
理
的

命
題
の
持
つ
含
蓄
を
語
る
段
階
に
な
る

と
、
大
人
の
知
恵
が
有
効
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
か
な
か
奥
の
深
い

学
問
だ
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
経
済
学
は
、
典
型
的
な
意
味
に

お
い
て
、
理
系
・
文
系
の
融
合
型
学
問
で

あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
結
論
で
す
。

 

■
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卒業生送別チャペル講話
　

４
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
あ
と
２
ヶ
月
で

大
学
を
卒
業
し
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
今

日
は
、
社
会
人
に
な
る
４
年
生
に
向
け
て

卒
業
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
経
済
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
世
界
的
な
不
況
を
経
験
し
混

乱
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
不
況
の
原

因
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
て
お
り
、

本
来
、
担
保
に
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な

資
産
を
元
に
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
原
因
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
混
乱
の
時
代
に
、
皆
さ
ん

は
社
会
に
出
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く
た

め
に
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
勉
強
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

ま
ず
、
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

う
や
く
、
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
が
、
本
当
の
競
争
の
始
ま

り
で
す
。
勉
強
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

能
力
を
絶
え
ず
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
全
て
の

基
礎
と
い
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

が
大
前
提
で
す
が
、
そ
の
上
で
、
も
う
一

つ
重
要
な
姿
勢
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
高
い
志
（
こ
こ
ろ
ざ
し
）」

を
持
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
で
す
。
よ
く

似
た
言
葉
に
「
野
心
」
や
「
野
望
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
と｢

志｣

と
の

類
似
点
は
「
心
に
決
め
て
目
標
を
目
指

す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、「
野
心
」
や
「
野
望
」
と
「
志
」

は
違
う
点
が
あ
り
ま
す
。「
志
」
と
い
う

字
は
、「
さ
む
ら
い
（
士
）
の
心
」
と
書

き
ま
す
。
こ
の
「
さ
む
ら
い
の
心
」
は
、

い
わ
ば
武
士
道
を
意
味
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
、
新
渡
戸
稲
造
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。『
武
士
道
』
の
作
者
で
世
界
的
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
渡
戸
稲
造
は
22
歳
の

と
き
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
そ
の
と
き
に

キ
リ
ス
ト
信
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
武

士
道
』
は
、
彼
が
38
歳
の
と
き
に
英
語
で

書
い
た
も
の
で
、
原
題
は
、〞Bushido  

T
he Soul of Japan 

〝 

と
あ
り
ま
す
。

『
武
士
道
』
は
17
章
か
ら
な
る
書
物
で
す

が
、
新
渡
戸
稲
造
は
こ
れ
ら
の
説
明
を
行

う
際
に
、
多
く
の
聖
書
の
言
葉
を
引
用
し

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
、『
武
士
道
』
の

解
説
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、

た
だ
、
武
士
道
の
基
本
的
な
考
え
方
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
武
士
道
で
は
高
い
倫
理
観
が
追

及
さ
れ
、
そ
の
た
め
、
個
人
的
利
益
よ
り

も
公
の
利
益
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
個
人
の
た
め
で
は
な
く
、
天
下
・
国

家
の
た
め
と
い
う
考
え
が
基
本
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
個
人
主
義
と

は
異
な
る
考
え
で
す
。
個
人
主
義
の
基
本

に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
が

あ
り
、
個
々
人
の
利
益
の
追
求
が
社
会
全

体
の
利
益
に
な
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
問
題
は
、
個
人
の
幸

福
の
追
求
や
利
益
の
追
求
が
、
本
当
に
社

会
全
体
の
幸
せ
に
繋
が
る
か
ど
う
か
で

す
。
い
わ
ば
、
神
の
「
見
え
ざ
る
手
」
の

働
き
は
完
璧
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

と
な
り
ま
す
。
上
で
述
べ
ま
し
た
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
問
題
は
本
来
担
保
と
し
て
は
不
十

分
な
資
産
を
元
に
貸
し
付
け
を
行
っ
た
こ

と
が
問
題
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
し
て
、
利

益
を
、
儲
け
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
問
題
な
の
で
す
。

　

本
来
、
競
争
に
は
秩
序
が
あ
り
、
そ
れ

を
実
現
さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
、
独
占
禁

止
法
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、こ
れ
は
、個
々
人
の
利
益
の
追
求
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
全
体
か
ら
見
て
マ

イ
ナ
ス
に
な
り
う
る
と
の
考
え
が
基
本
に

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
自

分
自
身
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
人
類
や
世

界
と
い
っ
た
視
野
か
ら
見
て
物
事
を
考

え
、
目
標
や
目
的
を
設
定
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
視
点
こ
そ
が
武
士
道
に
つ
な
が
り
、
高

い
志
の
持
つ
意
味
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
世
界
の
た
め
、
人
類

の
た
め
と
い
う
発
想
は
、M

astery for 
Service 

と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
高
い
志
を
も
っ
て
、
自
分
の

道
を
進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

■

村
田　

治　

経
済
学
部
長

卒
業
生
を
覚
え
て

　
　
高
い
志
を
持
っ
て
く
だ
さ
い

2010年
1月12日
火曜日
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くわんがく経済学部アトラス
−経済学部から世界へ踏み出す第一歩−
経済学部に入学したばかりの希望に満ちた 1年生も、

学部生活を満喫している在学生も、
この「アトラス」を手に、元気に世界に第一歩を刻んで下さい！

1．国連学生ボランティアに挑戦！
　2004 年度からの注目の新プログラム。国連UNVプロジェクトとして
開発途上国へ半期間（春学期または秋学期）赴き、情報通信技術・教育・
環境・保健の向上に貢献する国際ボランティア活動。全学科目として開講
されます。アジアでは唯一我が関学が初の協力校となりました。
（詳細は 国際教育・協力センターへ）

2．英語を極め、外国語を制す
　英語を初め様々な外国語を、自主的にいくらでも学ぶことができます。
外国語学校に行かなくても上ケ原でこんなに学べます。

a. インテンシブ・プログラム（英語・フランス語・ドイツ語）
　通常の外国語科目に代わる、ネイティブ教員による集中的な外国語学習
コース。春学期に所定の手続きと TOEFL 等の試験を済ませましょう。1
年生の場合、秋学期から学習がスタート。
（詳細は 言語教育研究センターへ）

b. ジョイント・プログラム（英語）
　アメリカの大学との共同英語教育プログラム。少人数クラスでの集中レ
ッスン、約１ヶ月の夏季アメリカ研修、ホームステイを経験。
（詳細は 言語教育研究センターへ）

c. 英語中期留学、フランス語中期留学、その他の留学制度
・「英語中期留学」：3ケ月半の英語研修留学で、原則として 2年生が対象。

TOEFL の一定のスコアが必要。

K
w

ansei G
akuin

「学び」
を深める
ために
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・「フランス語中期留学」：リヨン第 2大学でフランス語を特訓します。
・他の「交換留学」：関学と協定を結ぶ海外 43 大学への 1年間の留学。

前記のリール第 1大学への留学も含まれます。
・「認定留学」：協定大学以外への留学等。
・「外国語研修プログラム」：英語・中国語の現地研修。
・「国際学生セミナー」：国連、インドネシア、英国で実施の、それぞれユ

ニークなセミナー。
（詳細は 国際教育・協力センターへ）

d. ビジネス英語に強くなる！
　経営戦略研究科（IBA）プレコース「実践　英語スキルアッププログラム」
は 2004 年度からスタートした英語教育プログラム。これに参加すれば、
通常の英語の授業に加え、生き生きとしたビジネス英語の特訓・集中学習
が可能です。
（詳細は 経営戦略研究科へ）

e. 視聴覚資料の宝庫
　大学図書館と言語教育研究センター（視聴覚室）にある数多くの映像資
料、視聴覚資料を活用しながら外国語と国際感覚を磨いて下さい。独学で、
着実かつマイ・ペースで学習していきましょう！
（詳細は 大学図書館、 言語教育研究センターへ）

3．他学部の専門分野も、本格的に幅広く学ぶ

a. MDS（＝複数分野専攻制）
　経済学部にいながら、他学部の専門領域も本格的に、体系的に学んでい
く方法があります。それがMDS。他学部等が提供する副専攻プログラム
を選択し、2〜 3年間で概ね 40単位を修得して修了します。毎年、経済
学部のゼミと同時に他学部のゼミに属して頑張っている先輩もいます。

b. 「ジョイント・ディグリー制度」
　経済学部を３年間で早期卒業した上で、4年生として他学部（文・社・
法・商）に編入学し、1年間で卒業できるようになりました。つまり 4年
間で、二つの学部を卒業できます。この制度、日本初のユニークな試みで
す。2004 年度入学生から適用され、上記のMDSを利用し、もう一つの
学部の履修も 2年生から始めておくのがポイント（MDS応募は 1年生秋
学期に済ませる）。4年間でのダブル学士号取得も可能です。
（詳細は 学部事務室へ）

School of Econom
ics
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A
tlas

1．留学生と友だちになり、手助けする
　毎年キャンパスに集う多くの留学生の友人になって、留学生の関学生活
を支えていくのが「日本語パートナー」です。定期的に、毎週一回程度、
留学生の日本語学習の相手となったり、友人として留学生の生活を支えた
りします。そうして国際感覚を磨きながら、アナタ自身が成長していくチャ
ンスを掴んで下さい。〈多文化共生〉の意味を自ら学びとる好機となると
なることでしょう。年に二回、春と秋に募集があります。（詳細は 国際
教育・協力センターへ）

2．どんな奨学金があるのかな？
　関学の中には、実に様々な奨学金があります。支給奨学金、貸与奨学金、
その他の奨学金などなど。それぞれの申請条件・時期が異なりますので、
チェックして十分活用を！　（詳細は 学部事務室と 学生部へ）

3．「これは困った！」という時に
　家計を支える方に事故が生じたりして経済的に困窮したとき，「経済学
部奨学金」を受けることができる場合があります。その他、日本学生支援
機構等の奨学金にも応募することが出来ます。もしこのような場合に陥っ
たら、まず学部事務室に相談を。

4．「夏だ、山に行こう！」という時に
　戸隠（長野）には通年で、立山（富山）には夏の間だけ利用できる山の
家があります。
（詳細・予約手続きは 戸隠は学生課へ、 立山は総務課へ）

5．免許・資格を身につける

a. どんな教員免許が取れるのか？
経済学部では社会、公民、地理歴史、英語といった科目の教員免許を取得
できます。
（詳細は 学部事務室、 教職教育研究センターへ）

b. どんな資格が取れるのか？
学校図書館司書教諭、博物館学芸員、社会教育主事といった資格です。
（詳細は 教職教育研究センターへ）

「学生
　生活」
を拡げる
ために
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大学院関係

１．博士（経済学）学位授与について
　次のとおり博士学位を授与した。
〔課程博士〕

大塚茂晃（関西学院大学大学院研究員）甲経第34号
　授与日：2009年９月10日
　論文名：わが国の預金保険制度に関する経済分析と制度設計

丸谷照彦　　　　　　　　　　　　　　甲経第35号
　授与日：2010年１月28日
　論文名：Economic and Biological Aspects of Renewable Resources Management
　　　　　（日本語訳：　再生可能資源管理の経済学的生物学的側面）

〔論文博士〕なし
北田了介（関西学院大学大学院研究員）甲経第36号
　授与日：2010年３月３日
　論文名：フーコーにおける〈主体化の問い〉としての「倫理」─権力・統治性・自己への配慮─

２．修士（経済学）学位授与について
　次のとおり博士学位を授与した。
　授与日：2010年３月16日
（正規生　６名）

飯沼宏紀 投資促進税制が企業間に与える税負担格差
─わが国法人企業における租税特別措置の実証分析─

井上紗由里 シンガポールにおける経済成長と人材形成の関係
─ポリテクニックの史的考察：1967～2008─

島地奈穂 中国の年金保険制度に関する一考察
鈴木靖法 所得税制改革による再分配効果の検証─所得分布の影響を考慮して─
平井良幸 高等教育と経済成長
広沢達史 幌内鉄道、北海道炭礦鉄道の経営史

（エコノミスト・コース生　９名）
〔修士論文コース〕

北井雅大 所得税の再分配効果─等価所得と世帯人員との関係─
久保友二 所得税法における住宅ローン減税制度の分析─どれほどの持ち家促進効果があったのか─
内藤芳雄 地方交付税と人口移動
馬場崎淳 固定資産税の応益性に関する一考察─大阪府下データを用いた実証分析─
東　健司 平成19年度減価償却制度改正に掛かる実証研究─資本コストでみた法人税負担への影響─
藤尾　潔 地方分権改革における地方交付税の重要性

─国庫補助負担金の一般財源化における論点を中心に─
藤野扶季子 同族会社の租税回避行動に関する実証研究─役員報酬に着目して─

〔課題研究コース〕
浅川　孝 日本のコメ政策を考える
鈴木寛之 労働者の国際間移動における社会保障の対応
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国際交流
2009年度の活動

活動内容 実績
交換留学
／大学院受け入れ

フランス、リール第一大学より、秋学期１

名の学生を受け入れた。

交換留学
／学部受け入れ

春学期は韓国、アメリカより２名、秋学期
はインドネシア、カナダ、フィンランド、
アメリカ、ベトナムより７名の学生を受け
入れた。

交換留学
／学部派遣

春学期、３名の学生がアメリカ、台湾より
帰学した。2009 ～ 2010 年度交換留学とし
て２名の学生をアメリカ、中国へ派遣して
いる。

英語中期留学
英語中期留学プラス

英語中期留学には春学期５名、秋学期１名
の学生が参加した。春学期に参加した者の
うち１名は英語中期留学プラスとして、引
き続き同じ大学で交換留学を行った。

外国人留学生 中国、韓国、フィンランドからの留学生 73

名が経済学部に在籍し、上ケ原キャンパス
でもっとも外国人の多い学部となってい
る。

海外客員教員
／海外客員研究員

フランスより１名の客員教員を迎えた。
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経済学部懸賞論文受賞者一覧
　1985 年から経済学部研究演習 I・II の在籍者を対象として懸賞論文（卒業論文の主要内容もしくは基
礎となるもの）を募集している。共同執筆を認めており、選考委員会において審査し、原則として最優秀
論文一篇を決定し、入賞論文執筆学生の氏名と論文名を掲載するとともに、賞状と副賞（図書カード）を
贈呈することにしている。2008 年度からの受賞者を下に掲載する。

	 年度	 受賞者	 論文名	 入賞等	 応募数
	 2008	 大迫雄毅、	 ワークライフバランス推進政策の一考察	 入賞	 6 篇
	 	 宮本　命、	 —企業と学生間のミスマッチ解消に向けて—
	 	 井本　幸、	 （共同執筆）
	 	 川田拓馬
	 	 松橋美佳、	 道州制と地域活性化	 入賞
	 	 三木佑介、	 —九州モデルによる検討—
	 	 冨滿吉隆、	 （共同執筆）
	 	 谷本　大、
	 	 瀬戸口雅士、
	 	 桜田由衣
	 	 岡村佳美、	 関西経済の発展戦略と交通	 入賞
	 	 安藤　恵、	 —鉄道利用と地価の関連性—
	 	 鷲山一樹、	 （共同執筆）
	 	 上　貴光、
	 	 松田晃佑、
	 	 原野恵介、
	 	 森　敬済
	 2009	 川渕望美、	 超過負担分析による消費税増税政策の検討（共同執筆）	 入賞	 12 篇
	 	 近藤祐未、
	 	 原田実恵、
	 	 入江一気、
	 	 岡田麻美、
	 	 井本慎也
	 	 藤原寛智、	 消費税引き上げの経済効果	 入賞
	 	 阿部敏之、	 －効率性と公平性の視点から－（共同執筆）
	 	 稲井良太、
	 	 阪上敬文、
	 	 岡崎璃瑶、
	 	 小山絵美
	 	 田中宣隆	 民主化と経済成長の相互連関	 佳作
	 	 高見　翼、	 関西の交通インフラの一視角	 佳作
	 	 里田謙治、	 ─学生を対象とした関西国際空港活性化プロジェクト─
	 	 森垣歩実、	 （共同執筆）
	 	 八木優昌、
	 	 浜田加奈子、
	 	 津田浩平、
	 	 池田達哉
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懸賞論文の選考について
　今年度の学部懸賞論文には 12編の応募があった。この懸賞論文の募集は 1985 年から始まり、それ以降昨年ま
での 24年間に応募数がちょうど 100 編に達した。したがって年平均の応募数は約４編であるが、今年の応募数
はその３倍ということになる。ちなみに 12編という数は 11年前（1998 年）にもあって、今年はこれと並ぶ最
大応募数を記録したことになる。11年前の特殊事情は詳らかではないが、今年は学部創立 75周年の記念イベン
トとして「Econofesta（エコノフェスタ）学生がよむ経済――現実と理想――」が 12月に開催されたことが応募
数増大の背景にあったと考えられる。本年度は審査の結果「２編の入賞」と「２編の佳作」があった。
　入賞の２編は、別表にも示されている下記の論文で、いずれも「消費税（引き上げ）問題」を取り上げたものである。
　①阿部敏之以下６名（共同執筆）「消費税引き上げの経済効果――効率性と公平性の観点から――」
　②井本慎也以下６名（共同執筆）「超過負担分析による消費税増税政策の検討」
　両入選作は、日本の現在の財政状態の深刻化（「借金大国」）からの打開策としての「消費税」増大政策の内容
を問題にしたものである。高率の消費税に関する問題点としては「逆進性」が指摘され、EU諸国ではその緩和策
として「複数税率」の導入が試みられているが、「複数税率」の採用には、「中立性」・「効率性」の阻害というディ
メリットが指摘されている。両論文で興味深いのは、ほぼ同様なデータと分析方法を用いながら、政策提言として、
①では「逆進性」緩和という観点から、とりわけ「食料品に対する軽減税率」が提案され、②では逆に「複数税
率」に伴う「中立性」の阻害（「超過負担」）という観点から、「単一税率」の採用が提案されていることである。
他論文と比較しての両論文のメリットは、問題意識の明確な提示、先行研究における当該論文の位置づけ、とい
う論文評価に際しての基本的なポイントがクリアされているだけでなく、「論文としての体裁」（参考文献の書き方、
引用・資料・図表などの掲載の仕方）が適切に整えられているかどうかという、より基本的な課題が十分に果た
されているということにある。論文末尾の「参考文献」掲示の基本的ルールが守れていない応募作が散見される
現状に鑑み、とくにこの基本的課題の重要性をあらためて指摘しておきたい。なお、①の論文は「エコノフェスタ」
の場で６名全員によって発表されたものである。
　佳作の２編は、これも別表に示されている下記の論文で、いずれもそのユニークさが評価されたものである。
　③�池田達哉以下７名（共同執筆）「関西の交通インフラの一視角――学生を対象とした関西国際空港活性化のプ

ロジェクト――」
　④田中宜隆「民主化と経済成長の相互関連」
　③の論文ではそのテーマの「着想」が次のように述べられている。「昨年の夏期休暇にゼミ合宿を行った際、ど
の空港を利用するか多数決を取ると、最初は８割の学生が神戸空港を選んだが、次に関空への交通手段として阪
急西宮北口から貸し切りバスを利用するという条件をつけると、半数以上が関空を選択した。この要因としては、
関空のシームレス問題やアクセス料などの、アクセスに関する問題が作用していると考えることが出きる」。こう
して浮かび上がってきた諸問題を掘り下げるため、アクセス手段の内容、およびアクセス料金等についての「ア
ンケート」調査が行われ、その分析結果により、現在の補給金の使途の変更による「学生を対象としたリムジン
バスのアクセス料金引き下げ」が提案されている。ゼミ活動の一環に由来し、学生の特徴が十分に発揮されたユ
ニークな成果となっている。これに対して、今回の応募作品のうち、唯一「単著」論文としての④の「着想」は
以下のように記されている。「共産党による一党独裁が行われていたソビエト連邦は崩壊し、民主政治が行われて
いたアメリカ合衆国は繁栄を遂げた。この歴史的な事実から、私は独裁国よりも民主主義国家で経済は発展する
ものと考えていた。しかし重債務貧困国（HIPC）の中には独裁国家だけでなく民主国家もある。だから、私は本
当に民主化が経済成長に不可欠なものかどうか調べてみたいと思った」。こういう観点から「民主化」と「経済成
長」との関連についての先行研究を詳細に分析し直して得られた結論が、民主化が経済成長に及ぼす（プラスも
しくはマイナスの）一方的な影響関係は見出されないが、「事前に経済が成長している国ほど民主化が進んでいる
という逆のメカニズム」が確認できたというものである。その確認の途上で、経済成長にプラスの影響を与える「民
主化に伴う制度改革」以外に、経済成長にマイナスの影響を与える「民主化に伴う利益集団」による非効率な政
策にも注目する必要があるということがしっかりと学ばれている。
　以上の４編のほかに、今回は残念ながら、入賞および佳作の対象にはならなかったが、いずれも４名ないし６
名による共同執筆論文が８編提出された。紙面の関係上、タイトルだけを掲げておく。
　⑤「地方財政格差をいかに是正するか――地方自立のための税源委譲プロセスと新交付金の創出――」、⑥「マ
イクロファイナンスにおける情報の非対称性問題」、⑦「10年後の自動車産業の展望――2020 年プラン――」、
⑧「少子化と女性労働」⑨「日本における空港のあり方」⑩「少子高齢化における今後の税制度について」、⑪「日
本の観光政策の在り方――東アジアからのインバウンド誘致に向けて――」、⑫「国際通貨の今後――一極通貨体
制と二極通貨体制の比較――」
� （懸賞論文選考委員会委員長　篠原　久）
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龍象奨学金受賞者一覧
　この奨学金は、楠井隆三名誉教授の寄付によって、若き研究者である大学院学生・大学院研究員の優れ
た研究に対して奨学金を交付しようというものである。毎年、大学院生の研究雑誌『関西学院経済学研究』
が発行されているが（本年度で 40号を重ねている）、この雑誌などに掲載された論文の中で特に分析力
の優れた論文執筆者に対して奨学金を贈っている。

	 年度	 受賞者	 研 究 題 目
	 1992	 杉本直樹	 内生的資本供給モデルにおける貿易理論
	 	 寺本益英	 日本における茶園経営の地域性とその推移：1896 年〜 1940 年
	 1993	 宮川敏治	 農地の住宅並み課税の問題点
	 1994	 〈該当者なし〉
	 1995	 趙　子輝	 中国における金融政策の運営
	 	 清滝ふみ	 日本企業の理論的分析：企業内昇進モデル
	 1996	 上村敏之	 間接税負担と所得階級別消費行動
	 	 西村　智	 パートタイム労働者需要の 2類型
	 1997	 広末哲也	 社会資本ストックの地域別生産効果の分析
	 1998	 横山直子	 わが国における所得税納税システムの問題点
	 	 	 〜徴税コストと徴税行政の公平性〜
	 1999	 本郷　亮	 A.C. ピグーの財政論に関する一考察
	 	 後藤達也	 消費関数の時系列分析−DHSYモデルの再検討−
	 2000	 欒　玉璽	 青島の海運貿易 1897 − 1945
	 2001	 伊藤敏雄	 大正・昭和初期大阪市内工場における水運の利用
	 	 加藤美穂子	 財政赤字累積下でのBuchanan and Wagner 仮説再考
	 	 	 − Niskanen モデルによる公債錯覚仮説の検証−
	 2002	 山下雅弘	 進化ゲームにおける動学的均衡
	 	 村田恵子	 米国における教育政策と産学官連携−連邦政府・州政府の役割を中心に−
	 2003	 森澤龍也	 金融緩和政策が設備投資に与える影響—金融契約理論による理論的考察—
	 	 獺口浩一	 社会資本を考慮した世代会計の作成
	 	 楽　君傑	 中国の沿海農村地域における男女別就業構造と就業選択の分析
	 	 	 —浙江省山県の場合—
	 2004	 下山　朗	 固定資産税の応益性—大阪府下データを用いた実証分析—
	 	 西藤真一	 イギリス鉄道改革と設備形成メカニズム
	 2005	 林　智子	 わが国の滞納の実態と税務行政
	 2006	 入江啓彰	 DEAによる消防サービスの効率性に関する実証分析
	 	 	 －大阪府下データを用いて－
	 2007	 横山寛和	 厚生年金制度のストック分析
	 	 	 〜バランスシート・アプローチによる持続可能性の検証〜
	 2008	 〈該当者なし〉
	 2009	 韓　美蘭	 大学新卒者の就業行動およびその規定要因に関する実証分析
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❶編集長も、事務長も、そして印刷業
者のご担当者も全て新任。全て手探り
の中での今年度の編集を進めてきまし
たが、何とか刊行にたどりつきました。
特集記事の論稿やチャペル講話等をお
寄せ頂いた先生方、取材に協力してい
ただいた学生諸君、キャリアセンター
のご担当者、ありがとうございました。
そして何より、植田事務長には着任
早々にもかかわらず、編集面ですっか
り頼りきってしまいました。厚く御礼
申し上げます。さあ、来年はどんな特
集にしようか。もう少し明るい話題に
できるといいなあ……。（ＱＰ）
❷第 16号もお蔭さまで出来上がり！
この瞬間のため一年間、尽力して下
さった各寄稿者、編集、制作担当の皆
さんへ御礼！小林編集長のもと特に昨
秋まで長きに亘り編集に携わった hiro
こと高馬裕子さんや、その後任者でも
ある植田幸利事務長には今号完成に大
いに貢献して頂き深謝申し上げます。
今号に関し特筆すべきは、やはりエコ
ゼミ学生編集委員諸君の獅子奮迅の大
活躍！彼らは例年の本誌学生ページ編
集、インゼミ大会に加え学部創立記念
エコノフェスタの運営と同論文集作成
も並行して成就。脱帽！（市ッチー）
❸就職戦線を振り返った座談会では、
さすがに稀にみる不況の修羅場を潜り
抜けた方々だけにあり、受け答え・も
のの考え方などしっかりと確立されて
おり、関西学院の学生たち素晴らしい
ではないか、と感心することしきりで
した。今年度も、エコノフォーラムが
無事刊行に至ったのは、ひとえに編集・
企画などに携わった素晴らしい学生の
方々の力によるものと思います。最後
に、私はあまり役に立ちませんでした
が、コンビーナーの小林先生・植田事
務長の取りまとめのおかげで何とか編
集委員を務められましたこと感謝いた
します。（イノ）

❹ 20年間お世話になった経済学部か
ら移籍することになりました。同僚や
事務職員のみなさま、学生諸君あれこ
れとありがとうございました。エコノ
フォーラムも今年は 16号を数えるの
ですね。学生主任だった頃、わいわい
と賑やかに編集した頃を思い出しま
す。10年以上前のことだったでしょ
うか。あの頃ともに働いた学生諸君は
どうしているのかと、ふと思い出すこ
とがあります。一期一会というわけで
はないのでしょうが、再会することが
あれば杯を酌み交わし上ヶ原を語り合
いたいものです。（直）
❺冬季オリンピックを見ながらこれを
書いている。６月にはワールドカップ
が控えている。いつの場合でも、時間
の節目は未来への萌芽を胚胎している
ものだ。経済学部は昨年創立７５周年
を祝った。記念行事としてエコノフェ
スタが開催された。この単発のイベン
トが恒例の新入生スポーツ大会やイン
ターゼミナール大会を活性化する起爆
剤となったのだろうか。エコノフェス
タが有意義あるいは無意味に終わるか
は、今後の我々の営みにかかっている。
経済学部を隆盛させる新たな着想と行
動が、学生の側から自主的に出てくる
ことを切に願う。（山田）
❻経済学部に異動してきて、はや１年
が経過しようとしています。今年度は
学 部 創 設 75 周 年 記 念 イ ベ ン ト
「Econofesta」の準備など、私自身は
非常にドタバタした感じがありまし
た。そんな中でも、エコゼミ委員会の
学生たちが積極的に様々なことに取り
組む姿勢に接して、何か熱いものを覚
えました。やっぱり「活気がある学生
の姿」って良いですね。この経済学部
の良き伝統が今後も発展していくこと
を大いに期待しています。そしてエコ
ゼミ委員の皆さん、この１年間本当に
お疲れ様でした。（yuki）

編 集 後 記
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